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主役に
一..JAMMAと..JAPEA共催の第21回AMショ

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
販
売
側
(本

社
東
京
、
附
凶
利
生
一
社
-長
)

は
九
月
ぺ
十
七
日
、
ホ
テ
ル

ユiI備300rl干530大阪市北区神山町g・IS(山畠ビル}世田(31・)0309

スクビデオディ

招
待
金
で
挨
拶
す
る
岡
田
和
生
社
長

事緊木真澄編輯・発行人アミューズメン ト通信祉発行間

• 

J
U
マ
シ
ン
。
出
品
抑
制
。
ま
だ
疑
問
点
も

T
V
ゲ

i
ム
機
は
新
た
に
は
制
機
種
も
発
表

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
も
し

D
T
V
ゲ

l
ム

ー
ム
機
を
来
年
=
月
に
は
同

社
か
ら
発
売
す
る
、
と
し
て

い
る
。
間
氏
は
「
レ
ー
ザ
ー

デ
ィ
ス
ク
技
術
の
導
入
に
よ

り
集
得
力
を
強
め
、
米
年
の

市
場
は
ほ
ぼ
針
。
%
レ
ー
ザ

ー
デ
ィ
ス
ク
ゲ
ー
ム
機
で
占

め
ら
れ
る
だ
ろ
う
」
と
後
気

の
姿
勢
を
見
せ
て
い
る
。

向
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
は
鞠

ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
(
本
初
小
山
)

の
社
長
を
問
問
相
生
氏
か
ら

来
春
発
売
を
予
告

岡
田
和
生
氏
が
招
待
会
で
発
表

ニ
ュ
ー
オ

i
タ
ニ
で
附
か
れ

た
同
社
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
、

阿
佐
が
来
年
一一
一回
け
に
は
レ
ー

ザ
ー
デ
ィ
ス
ク

・
T
V
ゲ
ー

ム
機
を
発
完
す
る
こ
と
を
明

ら
か
に
し
た
。

• 

• 

第2番場(2'1)の展示会場のようす

会
期
の
関
係
で
入
場
者
数
減
少

全
体
的
に
豊
富
に
な
っ
た
内
容

第21回AMショ ー第1会場のようす

J
A
M
M
A
と
J
A
P
E

A
の

-協
会
の
共
催
と
な
っ

た
第
幻
副

A
M
シ
ョ
ー
が
、

九
月
二
十
八
日
か
、
均
二
日
間
、

東
京

・
平
和
島
の
東
京
流
通

セ
ン
タ
ー

(T
R
C
)
で
聞

か
れ
、
大
型
か
ら
小
型
ま
で

バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
む

A
M

機
が
出
展
六
十
一

一社

(出
版

関
係
て
一位
を
含
む
)
に
よ
り

目
的
狭
し
と
出
品
さ
れ
、
展
示

会
場
は
熱
気
に
あ
ふ
れ
た
。

こ
の

A
M
シ
ョ
ー
は
各
緩

め
人
気

T
V
ゲ
ー
ム
機
や
、

バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
潟
む
逃
鴎

施
設
を
生
み
出
し
て
き
た
円

本
の

A
M
業
界
最
大
め
展
示

会
で
、
引先
悶

A
T
E
、
米
国

引
継
い
だ
悶
悶
友
生
氏、
b
挨

拶
に
立
ち
、

「ゲ

l
ム
マ
シ

ン
を
快
界
中
の
人
び
と
に
楽

し
ん
で
む
ら
い
、
将
来
は
ク

レ
ム
リ
ン
、
ベ

ン
タ
プ
ン
へ

も
ね
た
ち
の
製
品
を
送
り
た

い
。
ミ
サ
イ
ル
で
な
く
ゲ
ー

ム
マ
シ
ン
の
ボ
タ
ン
を
抑
す

こ
と
で
、
世
界
の
平
和
を
保

つ
よ
う
呼
び
か
け
る
資
任
が

私
た
ち
に
は
あ
る
」
と
述
べ

て
い
る
。

A
M
O
A
と
並
ん
で
位
界
三

大
シ

ョ
ー
の
ひ
と
つ
と
さ
れ

て
い
る
。
た
だ
従
米
の

A
M

シ
ョ
ー
は
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
間

体

(N
A
O
)
を
含
む
三
協

会
共
俗
だ
っ
た
が
、
今
回
は

小
引
遊
戯
機
メ
ー
カ
ー
中
心

の
J
A
M
M
A
と
遊
関
施
設

メ
ー
カ
ー
間
体
の

J
A
P
E

A
と
の
ニ
協
会
共
俗
、
つ
ま

り
大
型
と
小
型
の

A
M
メ
ー

カ
ー
協
会
主
悩
に
よ
る
展
示

会
と
い
う
ス
タ
イ
ル
に
な
っ

た
こ
と
が
鍛
大
の
特
徴
。

会
期
中
入
場
者
数
は
主
催

者
党
表
に
よ
る
と
延
べ
二
万

一
下
人

(昨
年
三
万
人
)
、

う
ち
海
外
か
ら
千
五
百
人
(
昨

年
二

T
人
)
で
問
内
業
者
、

泌
外
か
ら
の
業
者
と
も
に
昨

年
を
下
問
っ
た
(
本
紙
調
べ

実
質
入
場
者
数
約

-
万
二
千

人
)。

こ
の
こ
と
は
会
期
が

従
来
の
三
日
間
か
、句
二
日
間

に
一向
帥
制
さ
れ
た
こ
と
、
ま
た

冷健
全
な
娯
楽
、
明
る
い
社

会
仰
の
-
7
!

?
に
沿
っ
て
出

展
内
容
を
し
ぼ
り
繁
皮
の
濃

い
展
示
内
容
に
し
た
こ
と
な

ど
が
そ
の
理
由
と
言
え
る
。

今
聞
の
シ

ョ
ー
は
遊
関
ぬ

数
分
野
で

一
段
と
内
容
が
充

実
し
世
界
的
水
準
を
維
持
し

た
こ
と
、
ま
た
ゲ
ー
ム
機
関

係
で
は
と
く
に

T
V
ゲ
|
ム

機
分
野
で
ビ
デ
オ
デ
ィ
ス
ク

採
用
の
も
の
が
数
機
稜
出
品

さ
れ
、
こ
れ
に
話
題
が
集
中

し
た
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ

る
。
ギ
ャ
ン
ブ
ル
機
に
つ
い

て
は

「賭
博
機
械
の
基
準
」

に
よ
リ
抑
制
し
た
た

め

例

年
に
比
べ
る
と
こ
の
類
の
機

械
は
大
幅
に
減
少
し
た
が
、

}
部
を
例
外
的
に
日認
め
た
り
、

ま
た
ギ
ャ
ン
ブ
ル
が
内
容
の

子
ど
も
を
対
象
と
し
た
機
械

が
出
品
さ
れ
る
な
ど
、
そ
の

抑
制
の
+
刀
法
に
つ
い
て
は
な

お
疑
問
が
残
さ
れ
た
。
そ
れ

で
も
T

V
ゲ
|
ム
機

(A
M

機
)
で
は
セ
ガ
社
、
タ
イ
ト

|
、
ナ
ム

コ
、
デ

1
7イ
ー

ス
ト
、
コ
ナ
、
、
¥
ジ
ャ
レ
コ
、

新
日
本
企
図
、
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
な
ど
を
は
じ
め
土
十
社
が

新
機
穏
を
約
四
十
五
機
種
発

表
、
そ
の
飽
く
こ
と
の
な
い

開
発
意
欲
を
見
せ
た
。

会
期
初
日
は
あ
い
に
く
の

雨
天
と
な
っ
た
た
め
、

開
会

式
は

T
R
C内
の
会
場
入
口

前
に
て
行
な
わ
れ
た
。
挨
拶

に
立
っ
た
中
村
J
A
M
M
A

A
E-長
は

「今
回
は
ニ
協
会
共

催
、
ビ
ジ
ネ
ス
シ

ョ
ー
の
形

で
会
期
一
日
間
と
し
た
。
こ

4
2
 

村

長

中

会
る
回

す

山
拶
と
挨

}

は
左
上

{
。
長

す
会
う

村
よ
中
の
る

式

れ
会
入
聞
を
-
鋲
ヨ
に
シ
プ
M

-

A
-ア
固

は

引

下

第

。

+
6
 

省
高
側

写

左
の
(
よ

長

の
新
し
い
条
件
下
で
今
後
の

方
向
性
を
考
え
て
い
き
た
い
」
、

ま
た
山
田

J
A
P
E
A
会
長

は
「
従
来
の
よ
い
点
を
素
直

に
学
び
、
こ
れ
を
機
に
大
型

と
小
型
間
業
界
ほ

一
一
層
附
助
力

し
て
い
き
た
い

」
と
述
べ
た
。

な
お
来
年
の

A
M
シ
ョ
ー
も

今
聞
の
ス
タ
イ
ル
で
聞
か
れ

る
も
よ
う
。
ま
た

N
A

Oも

単
独
で
奉
の
シ
ョ

ー
を
開
く

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

A
M
シ
ョ
!
の
も
ょ
う
は

二
十
八
日
夕
方
に
日
本
テ
レ

ビ
系
、
二
十
九
日
朝
テ
レ
ビ

朝
8
な
ど
で
放
映
さ
れ
た
。

See Page 34 . 
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日
本
の

J
A
M
M
A
(
H
本
ア
ミ
ュ
ー
ズ

メ
ン
ト
マ
シ
ン
T
J

業
協
会
)
と
米
間
の

A
G
M
A
(
ア
ミ
ュ

ー
ズ
メ
ン
ト

・
ゲ
ー
ム

・
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
ラ
ー
ズ

・
ア

ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
)
の
共
催
で
、
九
月
ニ
サ
七
日
、
東
京
の
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ

・
本

日
の
聞
で
「
第
三
回
ビ
デ
オ
ゲ
|
ム
製
造
会
社
同
際
会
議
」
が
関
か
れ
、

n米
欧
の

T
V
ゲ

l
ム
メ
ー
カ
ー
代
表
に
よ
り
無
断
コ
ピ
|
対
策
の
現
状
報
告
が
行
な
わ
れ
、

国
際
的
連
帯
の
も
と
で
コ
ピ

1
対
策
を
進
め
る
宵
の
共
同
・
け
言
が
一
行
本
わ
れ
た
う
え
、

こ
れ
を
さ
ら
に
具
体
化
す
る
た
め
日
米
の
刷
協
会
に
よ
る
共
州
委
員
会
設
泌
が
採
択

さ
れ
た
。
共
同
委
員
会
の
第

一
回
会
合
は
十
月
下
旬
ニ
ュ

|
オ
|
リ
ン
ズ
で
閃
か
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
‘
関
際
的
な
見
地
で
無
断
コ
ピ
|
回
開
撲
滅
へ
の
は
ず
み
が
か

か
っ
た
、
と
今
回
の
悶
際
会
談
は
尚
〈
好
制
さ
れ
て
い
る
。

第三Ht邸便物~ul

開催「第3回ビデ「オゲーム製造会社国際会議」

内
外
と
も
に
法
的
保
護
強
ま
り

2
年
ぶ
り
に
日
米
両
協
会
共
催

、}
の

『悶
際
会
談
」

{立
HH 

利
五
十
六
年
一
-
月

九

H
、
第

一
回
会
A
H
が
日
米
欧
八
れ
に

よ
っ
て
悶
か
れ
、
さ
ら
に
例

年
十
川
五
目
、
第
-
一川
川
会
合

が
凶
内
+
-一」
ね
海
外
十
九
村

が
共
同
~日
雪面
に
参
加
す
る
形

で
聞
か
れ
た
の
を
受
け
て
、

十一
年
ぷ
リ
に
附
か
れ
た
も
の。

一年
前
に
比
べ
る
と
円
米
と

も
裁
判
所
に
よ
る
判
決
、
行

政
機
関
に
よ
る
決
定
、
さ
ら

に
は
立
法
簡
で
の
作
業
が
進

ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
今
回

は

-
段
と
H
R
休
的
な
コ
ピ
ー

刈
策
を
同
際
的
協
力
の
も
と

で
進
め
る
こ
と
を
強
調
す
る

ら
の
と
な
っ
た
。
ま
た
従
米

メ
ー
カ
ー
中
心
の
色
彩
が
強

THE 3RD INTERNAT旧臥lCONFERENGE OF V庇O臥ME胤NUFAGTU舵RS
第3回ビデオケ'ーム製造会祉国際会議

法
的
指
訟
は
費
用
が
か
か
る

し
、尉
官
祭
当
局
a
u
動
い
て
い

な
い。

山私た
ち
は
日
米
の
メ

ー
カ
ー
の
協
力
に
頼
ら
ざ
る

を
え
な
い
。
こ
れ
ま
で
の
発

言
忠
告
の
怠
見
に
は
向
感
で
め

り
、
茶
阿
で
も
努
力
す
べ
き

と
考
え
る
」。

内
独
E
N
V

M

匂
(グ
リ
ン
ケ
氏
)
「
凶
独

で
T

V
ゲ
|
ム
機
は
製
造
さ

れ
ず
、
輸
入
さ
れ
る
だ
け
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
輸
入
口
聞
の

中
に
は
日
本
か
ら
の
コ
ピ
ー

口
聞
が
あ
る
。
不
ザ
北
脇
刷
業
法
で

の
み
判
決
は
山
て
い
た
が
、

著
作
椛
で
も
勝
訴
し
て
い
る

も
の
の
総
定
し
て
い
な
い
。

コ
ピ

l
d聞
に
も
。
マ
ー
ク
が

付
さ
れ
て
お
り
、
混
乱
し
て

い
る
。
各
国
の
判
例
な
ど
の

情
報
を
ど
ん
ど
ん
提
供
し
て

ほ
し
い
。
と
く
に
日
米
の
勝

訴
判
決
、
決
定
が
ほ
し
い
」
。

‘..-、‘

. 

日
米
の

T

V
ゲ

l
ム
開
発
者
を

代
表
し
両
協
会
で
「
共
同
宣
言
」

必
要
が
あ
る
こ
と
を
強
調
、

さ
ら
に
コ
ピ

l
ャ
ー
に
は
罰

金
だ
け
を
負
わ
せ
る
の
で
な

く
刑
務
所
へ
送
り
込
む
必
要

を
説
い
た
。
中
村
会
長
は
グ

リ
ン
ケ
氏
に
対
し
、
ど
ん
な

コ
ピ

i
基
板
な
の
か
笑
怖
を

第223号

.圃・・・・・

1983年 11月1日

ピコ
• • 

第三倍郵便物認可

ム
機
が
徳
川
断
コ
ピ
ー
さ
れ
る

の
は
悲
し
い
現
笑
だ
。
当
社

は
ど
ん
な
に
お
令
が
か
か
っ

て
も
コ
ピ

l
対
策
に
努
力
し

て
い
く
勺
ス
タ
ー
ン
社
(
ブ

ロ
ム
リ

i
氏
)
「
当
初
は
こ

れ
ま
で
然
断
コ
ピ
|
品
対
策

を
進
め
て
き
た
が
完
全
に
行

な
え
な
か
っ
た
。
今
後
は
共

倒
歩
調
を
と
っ
て
強
力
に
進

め
た
い
」
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
の
参
加

者
と
し
て
次
の
発
言
が
続
い

た
。
本〈
凶
の
協
会
B
A
C
T

A

(ブ
ル
ー
ム
氏
)
「
当
協

会
で
こ
の
問
題

(T

V
ゲ
ー

ム
の
著
作
総
)
は
蔽
核
と
り

あ
げ
て
い
な
い
が
、
コ
ピ
ー

白川
は
扱
わ
な
い
よ
う
呼
び
か

け
て
い
る
」
。
英
国
の
ル
y

フ
ァ

&
デ
ィ
ス
社

(
デ
ィ
ス

氏
)
「
英
図
で
は
コ
ピ
ー
ャ

ー
は
地
下
に
も
ぐ
っ
て
い
る
内

以
下
討
論
、
質
疑
応
答
が

行
な
わ
れ
た
。

ユ
ニ
バ
ー
サ

ル

U
S

A
社
の
ク
レ

i
パ
ン

部
長
は
ま
ず
、
先
ほ
ど
米
関

で
円
本
人
三
人
が
逮
仙
制
さ
れ

た
市
件
に
触
れ
、
こ

の
wv笑

を
出
版
物
で
広
く
知
ら
せ
る

第223号1983年 11月1日( 3 ) 

聞
い
、
グ
リ
ン
ケ
氏
は
オ
リ

ジ
ナ
ル
ロ
開
発
売
後
-
-
問
週

間
で
コ
ピ

l
基
板
が
出
回
っ

て
い
る
が
、
刑
事
告
訴
で
き

な
い
、
と
答
え
た
。
ア
タ
リ

祉
の
ポ

l
ル
副
社
長
は
、
米

開

・
カ
ナ
ダ
で
の
多
数
の
勝

訴
に
統
き
、

図
鵬
叫
な
状
況
の

山T
に
あ
る
フ
ラ
ン
ス
で
勝
訴

し
つ
つ
あ
る
。
手
続
き
終
了

次
第
ニ
斗

l
ス
レ
リ
i
ズ
を

流
す
、
と
報
告
し
た
。
中
村

会
長
は
仲
呉
氏
に
対
し
、
そ

の
後
の
捜
査
状
況
を
問
う
た

が
、
仲
呉
氏
は
授
査
中
な
の

で
な
に
も
答
え
ら
れ
な
い
と

し
た
。

中
村
氏
は
暴
力
団
が

無
断
コ
ピ

1
行
為
を
し
て
い

る
点
を
指
摘
、
と
も
に
闘
っ

て
い
こ
う
と
呼
び
か
け
た
。

マ
イ
ル
ス
タ
|
社
の
パ
ロ
ー

ズ
副
社
長
は
合
法
的
な
デ
ィ

ス
ト
リ
ピ
ュ
タ
ー
が
不
法
な

コ
ピ

l
回聞
を
取
扱
い
始
め
て

必
リ
、
R
下
厳
重
に
注
意
を

与
え
て
い
る
、
と
語
っ
た
。

以
上
で
報
告
と
討
輸
は
終

わ
り
、
共
同
山
羊
一一
一
回一採
択
が
明
提

案
さ
れ
、

J

A
M

M
A
と
A

G

M

A
に
よ
る
共
同
戸
言
が

次
の
と
お
り
行
な
わ
れ
た
。

ー市

前

文

我
々
は
、
過
去
二
阿
に
わ

た
る
国
際
会
議
に
お
い
て
、

守! ./ ・4岳
蛾長国府のようす、下はオブザーパー、ゲスト席のようす

憧• 

か
っ
た
の
が
、
今
阿
は
円
米

の
削
メ
ー
カ
ー
協
会
共
催
と

い
う
よ
う
に
、
協
会
ベ

l
ス

で
日
米
協
力
し
て
い
く
姿
努

が
円
立
っ
た
。
こ
れ
は
参
加

社
で
あ
る
メ
ー
カ
ー
自
休
が

H
米
双
方
に
拠
点
を
持
っ
て

い
る
ケ
ー
ス
む
多
い
と
こ
ろ

か
ら
さ
て
お
り
、
今
後
も
こ

う
し
た
日
米
の
メ
ー
カ
ー
協

会
の
述
鱗
が
深
ま
る
、
』
と
が

吋
時
中
北
に
な
っ
て
き
た
。

輸出

一，
回
凶
際
会
議
は
午
前

九
時
開
始
さ
れ
距
午
に
は
終

了
す
る
と
い
う
‘
予
忽

以

!

の
早
い
ピ
ッ

チ
で
進
ん
だ
。

田口九州
J
A
M
M
A
の
円
前
専

務
が
開
会
を
市川
言
、
議
事
進

行
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
説
明
、
す

ぐ
さ
ま
議
長
選
出
に
移
リ
、

上の写真下段左から右へ、 任天堂・飯島本部長、ヨナミ工業・仲真専務、セガ社・絢井常務、データイースト・福田祉長、ヲイ

トー・ 中西常務、 JAMMA中村会長、 AGMA口ピンズ会長、パリーミッドウェ一社マロフスキ一社長、 アタリ祉オズボーン

副社長、 AGMAプラズウエル専務、マイルス9-社ポリック副社長，中段は左から任天堂・寺西部長、森井次長、 セガ書士・西

書部長、 コナミエ機・竹中副社長、 JAMMA日商専務、 ルッファ&ディス社ディス社長、 BACTAブルーム氏、 スターン社

プロムリー部長、ユニパーサルUSA社クレーパン部長、マイルスター社・三谷氏.上段は多少よ下し立がら左からナムコ・松

波課長、 JAMMA加蔵氏、データイースト USA社・ 4黄山氏、アタリ社ポール副社長、データイースト USA社マクリーン氏、

ナムコアメリカ抵・ 中島社長、 ENV祉グリンケ社長、 9イトー社長室付フォークス氏、データイースト USA栓ロイド社長、

タイトー.;t;瀬氏、 マイルスター社パローズ副社長、データイースト・郷川部長、タイトーアメリカ社モリアリティ社長、スベ

インのセガサ社ブロムリー社長、ナムコ ・石崎常務、パリーミァドウェ一本土スタルマー民

ビ
デ
オ
ゲ

l
ム
の
著
作
権
の

硲
五
、
盗
作
絞
巡
行
為
の
排

除
な
ら
び
に
社
会
的
認
識
の

向
い
、
且
つ
尊
敬
さ
れ
る
業

界
の
実
現
を
目
指
し
て
協
力

す
る
旨
の
匂
一
一
一一
一
聞
を
行
い
、
爾

来
コ
ピ
|
回聞
の
撲
滅
に
大
き

な
成
岡
市
を
あ
げ
る
こ
と
が
出

来
た
。
図
的
に
よ
り
相
途
は

あ
る
が
、
ビ
デ
オ
ゲ

l
ム
の

稲
作
物
性
を
筒
定
す
る
司
法

判
断
が
下
さ
れ
、
践
は
新
た

な
立
法
へ
の
試
み
が
な
さ
れ

る
な
ど
、
さ
ら
に
明
る
い
展

望
が
聞
け
始
め
て
い
る
。
し

か
し
、
米
だ

一
部
の
銀
法
者

述
に
よ
っ
て
、
ま
た

一
部
の

悶
に
お
い
て
盗
作
模
造
行
為

が
行
わ
れ
、
そ
の
方
法
も
談

々
巧
妙
化
し
つ
つ
あ
る
現
状

に
緩
み
、
業
界
の
全
世
界
に

お
け
る
健
全
か
つ
永
続
的
な

発
展
を
望
む
た
め
、
さ
ら
に

一
殺
の
努
力
が
要
務
さ
れ
る
。

よ
っ
て
こ
こ
に
参
集
し
た
我

々
は
決
怠
を
新
た
に
し
、
共

同
の
目
的
に
泌
進
す
る
た
め

以
下
の
山
川
言
を
行
う
。

室

雪

我
々
は
、
全
世
界
に
お
い

て
今
な
お
存
在
す
る
全
て
の

孫
作
桜
巡
行
為
を
叫
排
除
す
る

た
め
に
、
今
後
さ
ら
に
述
黙

を
強
化
し
、
世
界
的
レ
ベ
ル

J
A
M
M
A
の
巾
村
雅
哉
会

長
、
A
G
M
A
の
ジ
ョ

l
・

ロ
ビ
ン
ズ
会
長
の
二
名
が
共

同
淡
M
K
に
選
任
さ
れ
た
。
次

い
で
発
言
一者
協
の
日
本
側
六

社

(

J
A
M
M
A
の
「
脊
作
ー
さ
れ
る
恐
れ
す
ら
あ
る
。

然

す
る
」。

コ
ナ
ミ
エ
業
(
仲

権
小
委
員
会
」
メ
ン
バ
ー
、

米
国
で
は
述
邦
捜
終
局

(F
真
氏
)

「
コ
ピ
ー
ャ
ー
を
刷
川

い
わ
ゆ
る
7

ル
シ
|
委
員
会
)

B

I
)
、
税
関
当
局
が
コ

ピ

w
申
告
訴
し
、
こ
の
ほ
ど
埼
玉

と
米
間
側
凶
社
が
紹
介
さ
れ
、
|
白
川
の
製
造
、
紛
入
、
販
売
、
県
轡
が
仙
波
索
、
送
検
し
て
く

間
会
長
後
拶
へ
移
っ
た
。

営
業
の
阻
止
に
全
力
を
あ
げ
れ
た
」
。
任
夫
人£
(
今
西
氏
)

て
い
る
が
、
こ
の
う
ち
刑
事
「
コ
ピ
ー
ャ
ー
を
告
訴
、
現

訴
追
が
鍛
も
効
果
的
で
あ
る
。
在
大
阪
地
裁
で
公
判
中
だ
。

倒
令
を
払
わ
す
だ
け
で
な
く
米
悶
で
は
布
利
に
初
解
す
る

か
れ
ら
を
刑
務
所
に
送
ら
ね
ケ

l
ス
も
あ
っ
た
。
T

V
ゲ

ば
な
ら
な
い
。
さ
き
ほ
ど
A

|

ム
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
税
臨
時

G

M

A
で
は
米
国
政
府
の
調
党
と
い
う
独
特
の
著
作
品慨
が

査
委
員
会
で
強
い
意
見
を
キ
一
み
り
、
研
究
す
る
必
姿
が
あ

張
し
て
き
だ
(
木
紙
第
釦
一号
る
」
。
ナ
ム
コ

(松
永
氏
)

「海
外
の
話
題
」

既
報
}
。
「
こ
れ
ま
で
十
七
件
の
法
的

こ
れ
ら
の
民
事
刑
や
そ
の
手
続
き
を
行
な
っ
て
お
り
、

他
の
法
的
手
続
き
に
は
ぼ
う
う
ち
二
件
は
山
川
市
中
告
訴
で
あ

大
な
費
川
と
入
手
が
必
安
で
る
。
特
殊
な
ケ
|
ス
と
し
て

あ
る
が
‘
さ
ら
に
こ
れ
ら
の

T

V
ゲ
|
ム
を
無
断
で

ハ
ン

手
続
き
を
効
来
的
な
も
の
に

ド
へ
ル
ド
ゲ
|
ム
然
化
し
た

し
て
い
き
た
い
」
と
諮
っ

た
。
も
の
、
そ
し
て
無
断
コ
ピ
ー

白
川
で
机
訴
訟
営
業
し
て
い
る
も

の
に
刈
し
各
訴
訟
を
進
め
て

い
る
が
、
い
ず
れ
も
近
い
将

来
判
決
が
出
る
予
定
だ

』。

ア
タ
リ
社
(
オ
ズ
ポ

l
ン

氏
)

「
当
社
は
R
E
S
-
に
わ
た

り
T

V
ゲ
|
ム
の
税
時
党
著

作
権
を
、
五附
加
し
て
き
た
。
米

国
内
の
訴
訟
を
さ
ら
に
ス
ピ

ー
ド
ア
ッ
プ
す
る
た
め
、
日

米
両
協
会
の
協
力
が
必
要
だ
。

ま
た
現
在
米
同
商
務
省
の
係

官
を
日
本
へ
派
遣
し
、
コ
ピ

|
回
聞
が
日
本
を
山
山
る
前
に
阻

止
す
る
よ
う
進
め
て
い
る
」。

パ
リ
|
-
ミ
ッ
ド
ウ
ェ

i
社

{
マ
ロ
フ
ス
キ
|
氏
)

『
当

相
は
七
九
年
以
後
三
十
五
件

の
訴
訟
を
進
め
た
(
う
ち
カ

ナ
ダ
で
六
件
)
。
二
年
前
の

悶
際
会
訓
練
の
参
加
メ
ン

バ
ー

の
多
く
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
者
作

権
に
つ
い
て
も
悲
観
的
だ
っ

た
が
、
刊
悦
出
制
党
器
官
作
織
を
含

め
す
で
に
大
幅
に
前
進
し
て

い
る
。
『
パ
y
ク
マ
ン
」
に

つ
い
て
は
尚
燃
権
保
訟
を
続

極
的
に
行
な
い
、
約
百
社
に

崩
品
化
を
許
諾
、
六
百
稀
以

上
の
商
品
を
生
み
山
山
し
成
功

し
た
」

。

マ
イ
ル
ス
タ
|
判
官

(ポ
リ
ッ

ク
氏
}

「
巨
費
を

投
じ
て
開
発
し
た
T

V
ゲ
l

T

V
ゲ

l
ム
視
聴
覚
著
作
権
で

圏
内
で
も

9
月
初
日
、
結
審
に

J
A
M
M
A
の
中
村
会
長

岡
聞
の
追
放
を
具
体
化
す
る
方

は
「
日
本
は
米
間
に
比
べ
司
法
を
検
討
し
て
い
き
た
い
」

法
判
断
が
巡
れ
て
い
た
が
、

と

認

っ
た
。

A
G
M
A
の
ロ

昨
年

l
一一
円
け
に
来
・
爪
地
裁
が

ピ
ン
ズ
会
長
は

『
米
凶
で
T

T

V
ゲ
1
ム
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

V
ゲ
1
ム
機
山
場
は
ピ

l
ク

は
著
作
物
と
の
判
断
を
示
し
に
透
し
て
い
る
が
、
三

O
%

，
挙
に
前
進
し
た
。
こ
れ
に

を

占
め
る
コ
ピ

l
開
聞
に
よ
り

よ
リ
コ
ピ
ー
ャ
ー
た
ち
の
刑
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
て
い

る
。

下
流
任
追
及
も
進
ん
で
い

る
。
今
後
は
レ
ー
ザ
ー
デ
ィ
ス
ク

一
方
T
V
ゲ
|
ム
を
組
問
髄
両
党

(L
D
)
ゲ
|
ム
機
も
コ
ピ

著
作
物
と
主
恨
し
、
そ
の
無

断
コ
ピ

l
回聞
の
使
附
を
上
映

椛
侵
害
一と
し
て
進
め
て
い
る

訴
訟

(ナ
ム
コ
対
酔
心
)
が

九
月
二
l
六
H
結
移
し
て
お

リ
.
年
内
判
決
が
期
符
さ
れ

て
い
る
。
通
産
省
は
ソ
フ
ト

ウ
£
ア
保
穫
の
新
立
法
を
、

ま
た
文
化
庁
は
著
作
権
法
改

正
を
検
討
中
で
あ
る
。
し
か

し
世
界
各
地
に
コ
ピ

i
品
が

氾
波
し
、
中
に
は
日
本
製
コ

ピ
ー
ロ
聞
が
あ
る
と
の
こ
と
で

憂
慮
に
た
え
な
い
。
こ
ニ
で

問
際
的
レ
ベ

ル
で
.
コ
ピ
l

無
断
コ
ピ
i
は
創
造
産
業
の
敵

勝
訴
例
は
ど
ん
ど
ん
公
表
す
る

発
言
一者
席
か
ら
の
各
社
の

コ
メ
ン
ト
は
次
の
と
お
リ
。

タ
イ
ト

1
(高
瀬
氏
)
「
タ

イ
ト
ー
が
勝
訴
し
た
四
件
の

問
決
は
す
べ
て
総
定
し
た
。

コ
ピ

i
対
策
は
笑
務
に
添

っ

た
形
で
行
な
う
べ
き
だ
」
。

デ
ー
タ
イ
ー
ス
ト
(
組
問
氏
)

、
マ
ル
シ

l
委
員
会
で
定
期

的
に
会
合
を
前
ね
て

い
る
。

日
本
だ
け
で
な
く
縁
側
、
台

湾
の
コ
ピ

l
ャ
l
に
対
す
る

対
策
を
講
じ
る
べ
き
だ
」。

セ
ガ
社

(中
山
氏
)
「

コ
ピ

ー
は
沈
静
化
し
つ
つ
あ
る
が

復
活
す
る
可
能
他
も
あ
る
。

音
楽
だ
け
で
な
く
災
際
に
対

応
す
る
必
要
が
あ
る
。
H
米

両
協
会
に
よ
る
共
同
委
員
会

を
通
じ
て
行
な
う
こ
と
を
提

• • 

「共同宣宵Jに署名し交検するJAMMA中村会長(左}とAGMAのロビンズ室長

に
お
い
て
格
利
の
保
護
と
社

会
的
認
識
の
高
い

、
B
つ
曲
時

敬
さ
れ
る
業
界
の
災
問
視
を
日

指
し
、
全
力
を
あ
げ
て
遜
進

す
る
こ
と
を
宣
言
す
る」

(
カ
y
コ
内
は
原
文
の
ま
ま
)

コ
ピ
l
撲
滅
の
た
め
国
際
組
織

「
共
同
委
員
会
」
の
設
置
採
択

こ
の
あ
と
セ
ガ
祉
は
か
か

ら
続
出
最
の
あ
っ
た
「
共
同
委

員
会
」
の
設
置
に
つ
い
て
官
官

議
し
た
。
こ
れ
は
J
A
M
M

A
と
A
G
M
A
が
、
コ
ピ
ー

然
減
に
役
立
つ
紛
報
交
換
す

る
な
ど
を
目
的
に
共
同
で
放

置
さ
れ
る
委
員
で
、
悶
際
的

な
も
の
。
審
議
の
結
果
、
こ

れ
の
訟
践
を
可
決
し
、
第

一

閉
会
合
を
十
月
下
旬
米
図
ニ

ュ
ー
オ

l
リ
ン
ズ
で
悶
か
れ

る
こ
と
に
な
り
、
日
本
J
A

M
M
A
側
も
メ
ン
バ

ー
を
派

遣
す
る
こ
と
に
決
ま
っ
た
。

以
上
で
会
議
は
終
了
し
、

閉
会
に
際
し
て
A
G
M
A
の

ブ
ラ
ズ
ウ

ェ
ル
専
務
は

「
図

際
的
な
コ
ピ

l
対
策
が
具
体

化
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

A
M
シ
ヨ

l
委
員
会

9
月
中
ニ
回
開
催

九
娯

が
出
展
取
消
し

「朱
来
の
お
も
ち
ゃ
箱
」

J
A
M
M
A
と
J
A
P
E

A
に
よ
る
A
M
シ

ョ
i
委
員

会

{委
員
長
中
村
靴
作
哉
氏
)

は
九
月
九
日
、
点
点
、
氷
凶
町

の
T
B
R
ビ

ル
で
第
二
回、

九
月
十
円
に
同
じ
く
ヒ
ル

ト
ン
ホ
テ
ル
で
第

ニ
闘
の
そ

れ
ぞ
れ
会
合
を
聞
き
、

A

M

シ
ョ

ー
述
常
L
J
の
重
要
問
題

に
つ
い
て
審
議
し
た
。

惜別
ご
回
会
人
H

て
は
A

M
シ

ョ
ー
の
収
支
予
算
、
巡
品
市
内
実

務
分
拘
な
ど
実
行
委
員
会
か

ら
提
出
さ
れ
た
案
件
が

7
泳

さ
れ
た
。
そ
し
て
こ
の
会
令

直
前
に
開
か
れ
た
J
A
M
M

A
政
事
会
で
、
山
田
町
札
れ
で
も

あ
る

ω九
娯
貿
易
の
退
会
が

で
ナ
ム
コ
が
釈
明

認
め
ら
れ
、
さ
ら
に
岡
松
か

ら
シ
ョ

l
出
展
を
取
消
す
と

の
意
向
が
表
明
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て
移
設
し
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
何
々
治
淡
は

な
さ
れ
た
が
、
同
社
に
よ
る

「山
田
収
社
の
都
A
H
」
に
該
当

し
州
民
料
の
払
い
反
し
を
行

な
わ
な
い
こ
と
、
ま
た
隊
機

山
一民
社
の
う
ち
仰
カ
ワ
ク
ス

が
こ
の
後
き
小
問
を
半
.績
の

山出
展
料
で
使
用
す
る
こ
と
が

焼
成
多
数
で
可
決
さ
れ
た
。

こ
れ
に
よ
り
山
反
社
は
六
十

』

e

祉
と
与
っ
た
。

第
三
閉
会
A
H
は
、
新
宿
N

S
ピ
ル
に
お
け
る
イ
ベ
ン
ト

「米
米
の
お
も
ち
ゃ
箱
」
が
、

ニ
ュ

ー
ス
レ
リ

l
ズ
を
出
し

各
国
の
業
界
紙
を
通
じ
て
広

〈
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
」
と
締

め
く
く
っ
た
。

今
一凶
の
共
同
宣
告
一一聞
は
メ
ー

カ
ー
単
位
で
な
く
、
メ
ー
カ

ー
の
集
合
す
る
協
会
単
位
で

行
な
わ
れ
た
点
な
ど
、
従
来

と
多
少
拠
な
る
点
が
あ
る
が
、

縦
…
断
コ
ピ

l
白
川
撚
川
崎
に
は
ず

み
が
か
か
り
、
さ
ら
に
図
際

的
見
地
で
対
策
を
遊
め
る
姿

勢
を
打
ち
出
し
た
占
、
な
ど
が

お
く
瀞
川
糊
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
.
発
言
は
な
か
っ
た
が
ス

ペ
イ
ン
か
ら
も
参
加
者
が
あ

っ
た
こ
と
、
新
立
法
を
検
討

中
の
通
・厳
省
か
ら
も
参
加
者

が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
・
大
い
に

怠
刑
務
深
い
も
の
と
な
っ
た
。

同
シ
ョ
ー
出
展
取
扱
規
程
に

逃
反
す
る
か
ど
う
か
を
め
ぐ

っ
て
緊
急
に
聞
か
れ
た
も
の

で
あ
る
が
、
務
訟
の
給
来
こ

の
イ
ベ
ン
ト
は
焼
椛
に
違
反

し
て
い
な
い
こ
と
が

7
放
さ

L
J
。

&
4
b
人問
題
に
主
っ
た
イ
ベ
ン
ト

は
新
宿
N

S
ビ
ル
側
(
本
社

東
ゑ
)
の
業
務
部

(伊
総
花

」一
部
長
)
が
主
体
と
な
っ
て

同
社
が
主
似
し
、
宣
伝

・
広

報

・
遂
JH
・
管
理
し
た
ち
の

で
、
実
防
相
に
当
た
っ
て
鮒
ナ

ム
コ
に
企
画
製
作
を
依
頼
し

て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ

の
こ
と
を
事
前
に
A

M
業
界

側
に
十
分
説
明
な
い
し
発
表

し
て
い

な
か
っ
た
こ
と
と
、

九
月
十
凶
臼
付
日
経
産
業
新

聞
で
「
ナ
ム
コ
が
先
端
ゲ
ー

ム
機
農
」
の
見
出
し
で
、
同

社
が
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
主
俄

し
て
い
る
か
の
よ
う
に
報
じ

た
こ
と
に
よ
り
、
A

M
シ
ョ

ー
の

「
出
展
取
扱
規
定
」
削

の
例

「プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
シ

ョ

ー
は

ン
ョ
l
会
期
前
ニ
ヵ
月

お
よ
び
会
期
後
十
日
間
は
開

催
し
な
い
」
に
違
反
す
る
と

の
疑
い
が
山
て
き
た
。
こ
の

た
め
委
員
会
が
問
か
れ
た
。

結
果
的
に
は
、
ナ
ム
コ
が

事
態
を
釈
明
し
、
日
経
産
業

紙
に
よ
る
記
ギ
は
奴
岨
刊
で
あ

り
、
同
む
と
し
て
も
「
誠
に

遺
憾
に
た
え
な
い
』と
し
「A
F

後
か
よ
う
な
鋲
鱗
を
受
け
る

こ
と
の
な
い
よ
う
十
分
注
怠

を
す
る
」
と
し
て
、
了
ホ
さ

れ
‘
逃
反
の
疑
い
は
な
く
な

っ
た
。
問
委
員
会
は
、
こ
う

し
た
疑
義
が
発
生
す
る
の
を

未
然
に
防
ぐ
た
め
、
山
山
反
取

扱
規
定
川
刊
の
別
に
つ
い
て
再

検
討
す
る
、
必
嬰
が
あ
る
こ
と

で
な
見
が
一
致
、
今
後
具
休

楽
を
事
務
局
が
作
成
す
る
・
}

と
に
な
っ

て
い
る
。

電
取
自
主
検
査
す
べ
て
合
格

矛
盾
は
ら
む

G
機
出
品
規
則

な
お
シ
ョ
ー
実
行
委
員
会

(委
良
民
円
前
符
氏
)
は
八

月
二
」」ハ
円
に
第
七
同
会
合
、

九
月
サ
問
日
に
第
八
回
会
A
H

を
聞
き
、
シ
ョ
|
運
営
上
の

笑
務
卜
の
験
務
分
担
や
、
小

間
内
社
名
様
示
な
ど
を
務
査

し
て
い
る
。
ま
た
同
シ

ョ
ー

に
付
随
す
る
泡
取
法
自
主
枠制

脊
は
九
月
ト
六
日
に
魯
類
上

の
審
査
、
さ
ら
に
プ
十
七
日

に
会
場
で
実
物
と
照
合
点
検

し
た
が
、
結
果
的
に
は
違
反

回聞は

，
占
…も
な
か
っ
た
。

い
わ
ゆ
る
G

(ギ
ャ
ン
ブ

ル
)
マ
シ
ン
に
つ
い
て
は
九

月
十
三
日
に
健
全
娯
楽
推
進

委
員
会
が
聞
か
札
、
ぃ
号
制
に

巾
し
出
の
あ
っ
た
=一
社
か
ら

の
「
例
外
規
定
」
に
基
づ
く

ー
• 

コ
ナ
ミ
「
ハ
イ
パ
ー

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
で

ロ
ス
五
輪
の
許
諾

酌
-
誠
を
審
炎
、
う
ち
ス
ロ
ッ

ト
マ
シ
ン

に
つ
い
て
は
「
例

外
規
定
」
上
瞥
定
的
に
認
め

シ
ョ

l
出
品
も
認
め
た
が
.

T

V
ポ
ー
カ
ー
、
ブ
ラ
ッ

ク

ジ
ヤ
y

ク
に
つ
い
て
は
「
例

外
規
定
」
上
認
め
る
が
シ

ョ

ー
出
回
聞
は
社
会
的
影
終
を
考

慮
し
て
総
め
な
い
、
と
し
た
。

こ
れ
ら
は
問
委
員
会
が
独
自

の
権
限
を
持
ち
つ
つ
、
委
員

会
内
の
話
合
い
路
線
で
決
定

す
る
と
い
う
方
向
を
示
す
も

の
で
、
潔
論
的
に
は
矛
盾
を

は
ら
ん
で
い
る
と
言
え
る
。

紡
川
市
的
に
シ

ョ
1
会
場
で
は

3
A
M
M
A
の
よ
問
符
機
械

の
基
準
」
に
九
口
欽
す
る
も
の

や
、
合
致
す
る
が
「
例
外
規

ん疋
」
で
認
め
ら
れ
た
も
の
な

ど
各
殺
の
ギ
ャ
ン
ブ
ル
7

シ

ン
の
山
山
口
聞
が
認
め
、句
れ
、
合

致
す
る
も
の
で
も
出
品
を
祭

じ
ら
れ
た
も
の
が
あ
る
こ
と

に
な
る

こ

部
前
号
既
報
)。

ま
た
コ
ピ

l
回聞
の
山山
間聞
を

以内不
じ
て
い
る
こ
と
に
関
し
て

は
コ
ピ

l
刈
策
相
当
委
員
が

犯
当
し
て
お
り
、
会
期
中
に

一
一件
巾
申
し
立
て
が
あ

っ
た
が

海
地
峨
の
結
果
会
期
中
に
結
論

は
下
せ
な
い
と
し
、
山
田
川
が

そ
の
ま
ま
認
め
ら
れ
て
い
る

コ
ナ
ミ
工
業
鮒

〈本
社
大

阪、

-
体丹
景
正
社
長
)
は
こ

の
ほ
ど
、
同
租
新
製
品

「
ハ

イ
バ
|
-
オ
リ
ン
ビ
ヴ
ク
」

に
関
し
て
、
八
凶
年
閉
山
mさ

れ
る
ロ

サ
ン

ゼ
ル

ス

・
オ
り

ン
ピ
ッ
ク
の

7
1
7
な
ど
の

使
用
を
日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク

委
員
会

(
J
O
C
〉
か
ら
許

諾
さ
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に

し
た
。
こ
れ
は
ゲ
|
ム
機
で

は
初
の
こ
と
で
阿
則
的
な
こ

と
で
あ
る
(
鮮
し
く
は
判
明

次
第
続
報
の
予
定
)。



( 4 ) 

国
際
会
議
共
催
を
決
定

J
A
M
M
A
、

~1 "'. 1011 o fol! I旬必可

日
本
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト

マ
シ
ン
℃
業
協
会

{本
部
東

京、

中
村
稚
級
会
長
、

J
A

M
M
A
)
で
は
九
月
九

H
に

東
京
氷
凶
町
の

T
B
R
ピ
ル

で
第
十
六

M
理
事
会
を
.
ま

た
九
月
二
十
日
に
ヒ
ル
ト
ン

ホ
テ
ル
で
臨
時
理
事
会
を
聞

き
、
A
M
シ
ョ

l
直
前
の
諸

問
題
や
阿
際
会
議
に
つ
い
て

検
討
し
た
.

第
十
六
回
理
事
会
に
お
け

る
議
事
内
容
は
お
よ
そ
次
の

と
お
リ
で
あ
る
・
ま
ず
冒
頭
、

紛
イ
ー
ス
タ
ン

・
コ
マ
|
ス

は

純
日
川
辺
会
し
た。

川
社
は

{
本
社
東
京
‘
石
川
F

H
吋

H
代

前

m
m引
会
(
七
月
卜
:・

H
)

ト
民
)
が
T
V
ゲ
|
ム
般
の
い燃

で
人
会
を
認
め
ら
れ
た
ば
か

断
コ
ピ
ー
を
し
て
い
た
が
、

り

で
あ
る
が
、

社
M
M
f
息
ら

セ
ガ
社
、
デ

1
7イ
ー
ス
ト
が
さ
き
ほ
ど
T
V
ゲ
ー
ム
機

社
ら
と
和
解
し
‘
今
後
コ
ピ
の
無
断

コ
ピ
|
事
件
を
起
し

i
を
行
な
わ
な
い
旨
申
し
出
た
こ
と
(
本
紙
輸
出
仰
号
既
鍬
)

て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
む
の
な
ど
か
ら
資
任
を
感
じ
、
白

石
川
社
長
が
出
席
し
、
お
総
括
北
的
に
送
会
脳
を
出
し
た
ζ

び
と
と
も
に
今
後
一
一
切
コ
ピ
と
に
な
る
。
ま
た
制
社
は
A

l
L主
い
旨
の
陳
述
が
あ
り

.
M
シ
ョ

i
山
山
田
肢
も
取
消
し
た

同
協
会
と
し
て
こ
れ
を
受
け
(
本
号
シ
ョ
|
委
員
会
の
記

J

と
め
間
社
の
努
力
に
期
待
す
事
参
照
)e

T
V
ゲ
l
ム
後
の
無
断
コ
依
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。
が
線
認
さ
れ
た
。

る

こ

と

に

な

っ

た

。

日

本

娯

楽

機

械

オ

ベ

レ

l

ピ
i
に
関
し
て
コ
ピ
l
ヤ
l

以
上
の
ほ
か
、
①
糊
ボ
ナ

な

お

部
会

・
委
員
会
の
報

タ
l
M側
(
早
見
品
同
信
理
事
長
、
と
和
解
す
る
サ
|
ス
が
あ
る
ン
ザ

・
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ゼ
止
固
い
か
な
さ
れ
、
う
ち
デ
ィ
ス

J
O
U
)
か
ら
の
七

H
三
十

が
、
ニ
れ
に
隠
し
て

J
A
M

ズ
と
の
訴
訟
上
必
要
な
物
的
ト
リ
ビ
ュ

l
タ
l
部
会
で
は

円
の
要
望
許

{本
紙
第

m号
M
A
と
し
て
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
証
拠
の
提
出
に
つ
い
て
伊
勢
同
協
会
員
外
か
ら
む
曾
定
的

既
報
)
に
対
す
る
凶
答
待
に

ン
」
を
設
け
る
こ
と
に
な
り
.
佐
木
将
の
協
力
を
求
め
る
こ
な
参
加
を
認
め
、
加
入
促
進

つ
い
て
は
、
以
祭
が
徒
出
さ
「
磯
訟
す
る
と
い
う
方
向
で
」
と
、
例
閉
会
議
員
な
ど
を
協
を
肉
り
た
い
と
提
案
.
ゑ
認

れ
.
こ
う
し
た
子
ど
も
m

j

(

中
村
氏
)
了
象
さ
れ
た
(
本
カ
顧
問
に
迎
え
た
い
が
現
状

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
健
全
娯

ダ
ル
ゲ

l
ム
機
の
飽
え
る
矛
紙
駒
山
町
山
号
既
報
)
@
ま
た
「
第
で
は
無
理
で
あ
り
時
期
を
待
泌
総
進
委
員
会
で
は
燦
定
途

爪
点
に
つ
い
て
は
.
切
触
れ

こ
闘
ビ
デ
オ
ゲ

l
ム
製
造
会
つ
こ
と
、
③
業
界
内
の
統
計
反
と
し
て
鮒
エ
ス
コ
れ
易
に

ず
に
、
爪
に
J
O
U
の
台
う
社
同
際
会
議
」
を
開
備
す
る
資
制
刊
に
つ
い
て
は
現
夜
主
制
針
作
件
を
交
付
し
た
が
、
同

健
全
化
へ
の
努
力
に
M
K
同

す

方

向
て
倹
対
中
で
あ
る
と
し
、
会
長
に
一
任
と
な
っ
て
い
る

社
は
す
で
に
問
題
の
機
械
を

る品
川
川
符
す
る
こ
と
に
な
っ
そ
の
開
催
要
舗
が
中
村
会
長
が
、
消
伐
フ
考
|
ム

L
決
ま
間
以
、

仕
入
先
に
必
円
州
ず
み

た

。

か

ら

nvmで
謙
明
さ
、
れ
、
開
っ
て
い
な
い
こ
と
ー
ー
な
ど
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
販
売
の
入
会
承
認

九
娯
貿
易
は
自
発
的
な
退
会
に

ンシ一

次
に
会
員
の
入
退
会
が
穫

す
一
議
さ
れ
、
ま
ず
ユ
ニ
パ
!
サ

.
L
ル
版
先
側

(本
社
東
京
、
同

i
一
印
刷
常
任
U
K
)

の
入
会
が
承

一一

刊
附
さ
れ
た
.
関
連
会
社
で
あ

~

一
る
側
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
(
本
社

h
J
一日仰
木
県
小
山
、

凶

m友
生
社

一川民
)
は
以
前
か
ら
会
只
で
あ

ゲームマシン 第223号

JAPEAが今年度(4月-)

を決定
監事の信水貿易は退会

1983年11月1日

計

• • 

り
、
社
長
交
替
が
あ
っ
た
た

め
追
加
で
関
連
会
社
が
入
会

し
た
も
の
.
さ
ら
に
問
問
利

也
氏
を
胸
ユ
ニ
バ

ー
サ
ル

の

代
烈
人
と
し
て
協
会
が
認
め

る
こ
と
も
得
議
さ
れ

7
殺
さ

れ
た
・
仰
九
娯
帥
H
U
制
(本
社

依
秒
一
保
市
、
平
凡
h
勲
社
民
)

全
H
本
逃
附
ぬ
設
協
会
(
本

潟
市
胤
京
‘
山

m
q郎
会
長
、

J
A
P
E
A
)
で
は
九
月
十

六
日
、
大
阪
梅
凶
の
阪
急
グ

ラ
ン
ド
ピ
ル

・
都
市
文
化
セ

ン
タ
ー
に
て
第
十
五
回
理
事

会
を
聞
き
‘
五
十
八
年
度
事

業
計
画
の
実
施
、
逃
戯
施
設

の
台
帳
作
成
、
会
員
の
退
会

な
ど
を
審
議
し
た
。

四
月
か
ら
す
で
に
始
ま
っ

て
い
る
五
十
八
年
度
の
事
業

計
画
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ

う
な
内
容
が
審
議
、
決
定
さ

れ
た
。
①
「
遊
験
施
設
の
安

全
容
宮
田
町
に
関
す
る
議
智
会
」

を
米
年
二
月
ご
ろ
開
問
地
区

で
行
dr
・-っ
。
開
催
に
際
し
て

は
丙
日
本
逃
岡
地
協
会
、
近

後
プ
ロ

Y
7日
升
除
機
匂
検
伐

山帥
淡
会
な
ど
他
の
間
体
に
呼

び
か
け
る
。
②
.
小
川
M

闘
争
を

防
止
し
‘
業
界
の
秋
・
M

げ
を
総

持
す
る
た
め
、
会
只
よ
リ
ダ

ン
ピ
ン
グ
、
コ
ピ
ー
な
ど
の

具
体
的
立
附
越
が
提
起
さ
れ

れ
ば
組
事
会
で
取
リ
上
げ
検

討
す
る
。
③
会
員
相

πの
情

報
交
換
や
創
出
殺
を
よ
り
積
極

的
に
図
る
た
め
に
、
浪
士
事
会

の
前
に
会
員
か
ら
の
怠
見
な

ど
を
聞
く
場
を
設
定
す
る
。

こ
れ
は
②
と
も
関
連
し
てわ。

り
‘
ま
た
毎
凶
テ

l
?
を
決

め
て
地
区
会
員
の
参
加
を
呼

び
か
け
る
。

@
関
係
祁
団
体
へ
の
参
加

活
動
と
し
て
、
側
日
本
口
升
降

機
安
全
セ
ン
タ
ー
に
さ
き
ほ

ど
「
安
全
対
策

・
定
期
総
合

船
井
電
機
が
業
界
参
入

ビ
デ
オ
デ
ィ
ス
ク
T

V
ゲ
ー
ム
機
の
開
発
、

第三敏郵便物認可

明
目
白
特
殊
産
業
側

(本
社

大
阪
、
岡
本
昌
明
社
長
)
で

は
こ
の
ほ
ど
、
米
国
ロ
サ
ン

ゼ
ル
ス
と
香
港
に
現
地
法
人

の
新
会
社
を
設
立
し
た
こ
と

を
明
ら
か
に
し
た
。

第223号

明昌特殊産喋が北米市場向け

米国で新会社
香港にも現地法人事務所

1983年 11月1日( 5 ) 

ー，ノ

総持電織の初の記者発表舎にτ{左治、ら右へ)7ナイ ・大機常務、パイオニ7・

中野師長、船井電機・鍋井社長、掌研・原常務、学研・石川i留長

販
売
で

船
井
電
機
州
側

(本
祉
大
阪
、

船
井
哲
良
社
長
)
は
九
月
二

十
六
日
、
東
京
の
サ
ン
ケ
イ

会
館
に
て
記
者
発
公
会
を
聞

き
、
レ
ー
ザ
ー
デ
ィ
ス
ク
プ

レ
イ
ヤ
ー

(L
D
P
)
を
採

用
し
た
コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト
型
の

T
V宇
宙
戦
争
ゲ

l
ム
機
『
イ

ン
タ
ー
ス
テ
ラ

i
」
を
開
発

し
た
こ
と
を
発
表
し
た
.

川
社
は
船
井
市
也
機
グ
ル
ー

プ
と
し
て
こ
れ
ま
で
行
物
出
問

機、

V
T
R
製
品
の
川
発
、

製
巡
を
し
て
き
た
が
、
そ
の

技
術
を
サ
か
し
て
今
川、

パ

イ
オ
ニ
ア
側

(本
社
東
点
、

松
本
紙
也
社
長
)
と
側
学
習

研
究
社

(ぷ
・
社
米
京
、

t
u
関

川
桃
川
代
以
)
の
協
力
を
得
て
初

め
て
ゲ
|
ム
機
を
開
発
し
た

米
向
の
新
会
社
は
メ
イ
シ
ョ
ウ

・
フ
ア

ョ
ウ

・
ア
メ
リ
カ
社
と
い
い
、
ー
イ
ー
ス
ト

実
際
に
は
阿
月
卜
九
日
か
ら

れ
が
七
川
一h

.
応
州
開
設
さ
れ
て
い
た
が
、

日

開

設

。
尚

九
月
六
日
に
オ
ー
プ
ン
セ
レ

社
と
も
社
長
は
岡
本
ハ
明
氏

モ
ニ

l
を
行
な
い
公
式
に
発
で
‘
所
作
地
な
ど
は
次
の
と

表
敏
晴
附
さ
れ
た
。
こ
れ
は
北
お
り
。

米
市
織
に
対
す
る
税
地
中
版
、

v-2Z
〉

s
e
E
E
C
-ト
与

販
先
‘
サ
ー
ビ
ス
を
目
的
と

Mog-∞
-S
4・
5
Z
E
e
-
4
3
0

し
て
約
六
千
平
方

μ
の
敷
地

z
p
n〉
8
8
M
C・∞
-
F

に
工
場
を
併
設
し
た
建
物
(而

vezZ
司
書

F
E
C
-「
E
・

州
制
約
二
千
六
百
平
均
H
M
)

を

Z
2
R
2
0
E
F
Z
S
Z
0
8・

建
設
‘
川
ト
邦
彦
氏
が
資
任

と

FE-V-2-vppgz

者
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
呑

由。邑・

3
=
Z
E
E
-
-
R
2
5
3・

港
の
九
奄
地
区
に
は
メ
イ
シ
責
任
者
H
山
石
井
忠
勝
所
長
.

制
度
委
日
会
』
が
ぷ
遣
さ
れ
か
ら
‘
税
必
.
れ
欠
H
H
と
な

て
お
り
.
こ
れ
に
同
協
会
か
っ
て
い
る
が
、

ら
も
委
H
H
を
派
遣
て
き
る
よ
そ
の
後
任
に
陥

う
に
安
令
セ
ン
タ
ー
へ
要
望
本
敬
造
氏
?
、

す

る

。

ゼ

ヴ

テ

ィ

工

業

⑤
遊
戯
箱
設
の
台
帳
作
成
絢
)
が
後
鷲
さ

に
つ
い
て
は
、
悶
協
会
の
資
れ
て
い
る
。

料
作
成
の
た
め
に
ら
本
年
度
ニ
の
ほ
か
今

か
ら
全
会
員
に
協
力
を
要
議
年
の

A
M
シ
ヨ

し
て
笑
施
す
る
こ
と
に
な
っ

l
の
経
過
が
報

た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
建
設
告
さ
れ
、
ま
た

省
告
示
第
五
五
八
号
に
関
す
同
協
会
の
会
員

る
分
類
を
法
一
本
と
し
た
調
生
誌
を
作
成
す
る

用
紙
を
、
後
日
事
務
局
か
ら
こ
と
が
決
ま
っ

会
員
に
配
布
さ
札
る
こ
と
に
た
。
会
会
員
か

な

っ

て

い

る

。

ら

↑

社

一

内

…

の

退
会
に
つ
い
て
は
信
水
質
作
品
を
募
集
す

刷物仰
の
退
会
が
承
認
さ
れ
た
。
る
こ
と
に
し
、

な
お
例
祉
の
森
川
寿
氏
は
伺
米
年
の
総
会
ま

協
会
の
監
の
で
あ
っ
た
こ
と
で
に
作
成
し
、

配
布
す
る
予
定
・

• 

• 

• 

• 

む
の
て
、
ニ
ム
二
よ

'
M径

は
A
M
業
界
に
銃
規
参
入
す

る
こ
と
に
な
っ
た

幅四当

L
.
学
研
が
ソ
フ
ト
を

開
発
、
パ
イ
オ
ニ
ア
が
こ
の

ほ
ど
開
発
し
た
ゲ
|
ム

4
m

船井電織がAM'世界入りする二とに立ったl..D
Pゲ世ム恨 rインスターステラー」とその画面

， ， 

「
イ
ン
タ
ー
ス
テ
ラ

l
」

は
同
社
が
シ
ス
テ
ム
設
計
を

4l也・・・・凹・泊圃邑9月6日オープンしたメイショウアメリカ往の本語ピル

開
制
ユ
ニ
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ

ズ
(
本
社
仙
台
市
、
玉
手
良

光
社
長
)
で
は
十
一
月
二
十

三
日
、
東
京
の
新
宿
住
友
ビ

ル
に
て
、
一
肌
の
休
総
本
細
川
、
主

催
、
同
社
後
按
に
よ
る
『
販

の
体
操

・
金
悶
ク
イ
ズ
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
大
会
」
を
刷
出
附
す

る
こ
と
が
本
決
ま
り
と
な
っ

''・.同
大
会
は
『
コ
ン
ピ
ユ

|

招
待
会
、

/>、
ヨ~~
Â>--
-=::1 

各

第
幻
回
A
M
シ
ョ
ー
を
機

に
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
、
セ
ガ

社
、
ナ
ム

コ
、
明
白
特
殊
串
仲
↑

業
‘
タ
イ
ト
ー
が
そ
れ
ぞ
れ

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
を
開
い
た
・

協
会

(J
A
M
M
A
)
の
デ

ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ

ー
タ
l
部
会
、

日
本
以
山
刷
機
械
オ
ペ
レ
ー

タ

ー
側

(J
O
U
)
例
会
な
ど

の
各
種
会
A
n
も
行
な
わ
れ
た
。

ま
た
日
本
ア
ミ
ュ

ー
ズ
メ
ン

こ

れ

と

は

別
に
S

C
O

B

ト
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
協
会

(N

会
な
ど
も
開
催
さ
れ
た
。

A
O
)
が
第
十
二
回
理
事
会
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
紙
耐

レ
ン
タ
ル
部
会
、
日
本
ア
ミ
の
都
合
上
、
す
べ

て
次
号
に

ュ
l
ズ
メ
ン
ト
マ
シ
ン
工
業
て
報
じ
る
予
定
。

A
M
シ

ョ

ー

を

機

に

そ

れ

ぞ

れ

開

催

• 

が
出
席
し
て
、
こ
の
闘
の
経

泌
を
M

判
明
、
ナ
ム
コ
と
し
て

は
先
に
テ

l
カ
ン
に
問
答
し

た
と
お
り
で
あ
り
、
J
A
M

パ
タ
イ
プ
」
の
な
仮
出酬
を
主

M
A
会
H
K
と
し
て
は
「
係
争

燃
し
て
お
り
.
側
ジ
ャ
レ
コ

小
で
あ
り
、
協
会
H
M
と
し
て

と
係
争
中
で
あ
り‘

さ
ら
に
公
託
枚
印
敵
ぷ
の
立
肌
憎
か
ら

ジ
ャ
レ
コ
制
行
聞
を
鮒
ナ
ム

コ

凡
解
を
述
べ
る
の
は
溢
切
で

が
醐
購
入
使
川
し
て
い
る
と
ニ
な
い
」
と
の
回
答
持
議
を
総

ろ
か
ら
、
こ
れ
ま
で
テ
|
カ

ホ
し
て
い
た
・
以
上
の
状
況

ン
と
ナ
ム
コ
川
で
訟
比
の
ゃ
か
ら
川
.が
九
回
で
は
、
テ

l
カ

リ
と
リ
が
行
な
わ
れ
て
い
た
ン
の
「
償
問
符
」
を
号
制
叫
す

が
‘
さ
き
ほ
ど
テ

l
カ
ン
が
る
こ
と
に
し
た
上
で
.
ふ
れ

J
A
M
M
A
会
長
あ
て
に
こ
に
対
す
る
回
答
を
す
ぐ
検
討

の
問
題
に
附
附
し
て
怠
見
を
求
で
き
な
い

の
で
改
め
て
固

め
る
と
の
「
質
問
許
」
を
拠
答
諮
文
楽
に
つ
い
て
は
王
刷

出
し
た
も
の
。
こ
の
件
に
つ
会
以
に

一
任
す
る
ー
ー
と
の

い
て
当
初
王
制
会
長
会
談
で
給
総
に
述
し
た
。

諮
る
こ
と
に
な
っ
て
い

た

が

こ

の
後
胤
か
れ
た
王
刷
会

湾
事
会
で
諮
る
べ
き
と
の
剛
町
長
会
議
で
は
ナ
ム

コ
側
弁
議

事
怠
見
も
あ
り
、
政
事
会
で
士
が
提
示
し
て
い
た
回
答
書

検
討
さ
れ
る
ニ
と
に
怠
っ
た
。
後
で
、
テ

l
カ
ン
に
付

L
阻

な
お
ナ
ム
コ
側
め
弁
後
士
答
す
る
こ
と
に
主
っ
た
。

テ
l
カ
ン
が
「
ラ
パ

タ
イ
プ
」
で

会
長
あ
て
質
問
。
回
答
文
検
討
へ

九
月
4

・
十
日
の
臨
時
間
州
事

会
は
‘
勺
初
同
際
会
淡
の
み

を
設
題
と
し
て
い
た
が
.
側

テ
|
カ
ン
に
よ
る
「
償
問

n」

に
つ
い
て

L
事
織
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。

川
川
際
会
ぷ
に
つ
い
て
は
開

催
婆
領
(
本
紙
第

m号
既
報
)

が
説
明
さ
れ
、
さ
ら
に
市
南
下

進
行
プ
ロ
グ
ラ
ム
‘
会
長
後

拶
文
、
共
同
~H
言
文
の
そ
れ

ぞ
れ
草
案
が
提
出
さ
れ
、
7

泳
さ
れ
た
。
ま
た
セ
ガ
社
従

業
に
よ
り
日
間
際
附
(
と
く
に

臼
米
)
の
訴
訟
な
ど
閑
際
的

観
点
か
ら
な
ん
ら
か
の
対
策

を
議
じ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

て
い
る
。

テ
ー
ヵ
ン
で
は
防
校
三
7

J
A

M
M
A
が
全
面
的
賛
同
示
し

J
O
U
に
回
答

止の写真はJAPEA第15隠理事会 (9月16日}のようす

H
本
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト

ア
ン
ン
工
業
協
会
{
山
中
村
雅

哉
会
長
、

J
A
M
M
A
)
は

さ
き
ほ
ど
の

n本
娯
楽
機
俄

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
側
(
平
日
比
俄

μ剛
叫
が
μ
と
か
ら
の
『
嬰
蛍

合
』
に
対

L
.
九
月
l
六
日

付
で

「
回
答
轡
』
を
送
付
し

た。

L
D
P
『
V
1
0
0
1」
を
四
十
パ
タ
ー
ン
と
ニ
ト
-
の

初
め
て
使
用
し
た
も
の
で
、
攻
怒
パ
タ
ー
ン
が
あ
リ
、
ラ

①
ゲ
|
ム
蝿
闘
で
は
初
の

3
0

ン
ダ
ム
ア
ク
セ
ス
に
よ
る
爆

コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
グ
ラ
フ
ィ
発
シ

l
ン
が
画
面
五
ヵ
所
に

ク
ス
に
よ
る
超
現
実
窓
叶
を
設
定
さ
れ
て
い
る
・

叩
引
出
し
た
立
体
映
像
、
②
計
発
表
会
で
船
井
祉
長
は
「
今

九
倒
の
ス
ピ
ー
カ
ー
を
採
用
後
も
パ
イ
オ
ニ
ア
と
学
研
の

し
、
コ
ン
ピ
ム

i
タ
ー
に
よ
協
力
を
得
て

L
D
P
採
用
の

る
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
サ
ウ
ン

ゲ

l
ム
を
年
間
四
作
ほ
ど
作

ド
と
L
D
P
に
よ
る
音
声
信
っ
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

号
を
効
果
的
に
流
す
業
界
初
問
機
は
十
二
月
一
日
か
ら
同

の
五
チ
ャ
ン
、
平
ル
音
響
シ
ス
系
列
会
祉
の
鱒
フ
ナ
イ
(
本

テ
ム
、
③
ゲ

l
ム
パ
タ
ー
ン
祉
大
阪
、
大
槻
隆
弘
常
務
)

の
多
彩
さ
な
ど
を
特
徴
と
し
を
通
じ
て
発
売
さ
れ
る
予
定

て
い
る
。
な
お
コ
ン
ビ
ュ
ー
に
な
っ
て
お
。
、
ま
た

A
M

タ
!
と

L
D
P
の
双
方
か
ら
業
界
の
大
手
業
者
を
通
じ
た

の
岡
山
W
信
号
を
同

一
同
州
に

販

先

ル

l
ト
eu
検
討
さ
れ
て

瞬
時
に
車
出
現
す
る
た
め
、
独
い
る
・
あ
わ
せ
て
米
同
を
巾

仰
の
ω
ス
ー
パ
ー
イ
ン
ポ

l

心
と
し
た
・
泌
外
向
け
の
愉
山
川

ズ
例制町
N

(

特
併
出
願
中
)
も
行
な
わ
れ
る
も
ょ
う
・
備

を
使
用
し
て
い
る
・
ゲ

l
ム
絡
は
.
台
百
五
ト
万
円
前
後

山
門
官
廿
は
戦
闘
機
が
U
F
O
や

で
.
当
面
は
月
間
二
千
台
の

敵
法
地
に
刈
し
発
射
次
怒
と

ペ

l
ス
で
生
産
し
て
い
く
方

燥
州
投
下
を
行
な
う
む
の
で
、
針
-

ユ

ニ

エ

ン

タ

ー

「

頭

の

体

操

」

で

の
し
り
博
士
号
認
定
証
」
を

y
，

寺

、

園

、

=

、

、

こ

日

目

す
で
に
取
得
し
て
い
る
プ
レ

-
ノ
〆
l
ヲベ』、、
=
J
N』
L
E
E
-

イ
ヤ

l
、
お
よ
び
十
月
三
十

ノ

-

，

-

〆

-
J
d『
4

2
・

=
u
u
一
日
ま
で
に
認
定
証
を
取
得

川

月

幻

自

に

東

京

で

全

国

大

会

し
た
者
と
な
っ
て
い

る
。
さ

さ
ほ
ど
一
規
の
体
操
本
部
で
認

タ
|
ク
イ
ズ
頭
の
体
操
」

が
定
証
取
得
者
の
笠
録
を
開
始

好
評
を
悔
し
て
お
り
、
ま
た

し
た
と
こ
ろ
、
笠
録
者
の
大

「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ク
イ
ズ
多
数
が
関
東
地
区
に
集
中
し

一販
の
体
総

・
パ
ー
ト
日
」
(
サ
た
の
で
、
地
区
予
選
と
全
国

ブ
ポ

l
ド
)
む
発
売
さ
れ
た
大
会
を
東
京
に
て
開
催
す
る

た
め
、
同
社
東
点
支
府
内
に
こ
と
に
な
っ
た
。

一仰
の
体
操
本
部

(
資
任
者

H

大
会
当
日
は
、
午
前
九
時

州
問
氏
と
雨
時
間
氏
)
を
設
置
半
よ
り
地
区
予
選
が
行
な
わ

し
て
今
間
企
.州
さ
れ
た
も
の
.
れ
、
同
予
選
の
結
果
上
位
一
ニ

参
加
対
象
者
は
、
向
般
の
十
名
が
午
後
の
会
同
大
会
に

ク
イ
ズ
に
金
川
正
解
し

「
も
進
出
す
る
・
地
区
予
選
の
選

E
，方
法
に
つ
い
て
は
時
間
や

場
所
の
m
A
n
で
、
参
加
訴
を

三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
(
開

始
時
間
を
ず
ら
せ
る
)
‘
「
減

の
体
機
」
は
使
わ
ず
に
番
号

札
で
a

せ
い
に
答
え
さ
せ
る

な
ど
の
形
式
を
と
る
予
定
.

A
r
国
大
会
に
つ
い
て
は
問

機
の
モ

ニ
タ
ー
を
使
っ
て
出

題
す
る
こ
と
も
考
え
て
い
る

と
の
こ
と
。
問
題
の
内
答
に

こ
れ
は
本
紙
第

m号
で
報

じ
た

J
O
U
か
ら

J
A
M
M

A
に
対
す
る
‘
子
ど
も
周
メ

ダ
ル
ゲ

l
ム
に
関
す
る
婆
望

書
に
対
す
る
も
の

.
J
A
M

M
A
で
は
第
十
六
回
理
事
会

で
回
答
文
案
を
検
討
し
て
い
0

0
.
そ
の
決
定
縞
が
『
回
答

書
」
と
し
て

J
O
U
に
送
ら

れ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
「
図

答
哨
円
」
の
中
で

J
A
M
M
A

は
、
下
ど
も
問
J

ダ
ル
ゲ
ー

ム
が
社
会
的
批
判
を
品
交
け
な

い
よ
う
厳
し
い
培
準
を
設
定

す
る
な
ど
拾
置
を
議
じ
る
べ

き
と
の
極
品
川
に
輯
H

成
で
あ
る

と
し
、
令
ぷ
川
的
に
J
O

U
の

セ
似
を
受
け
入
れ
る
弘
坊
を

示
し
て
い
る
が
、
川
ハ休
的
む

対
策
と
し
て
は
い
つ
ど
の
よ

東京(03)438・0698 大阪ω(制3)-2512 
"宮.(CS2)鈴3・ω26 fl関(""l・72・3切o *捻((6)9・g・3322

技術と信頼を誇るメダルメーカーう
に
な
さ
れ
る
か
伝
さ
れ
て

お
ら
ず
、
行
な
い
た
い
と
だ

け
示
し
て
い
る
。

む
お
「
回
終
品
目
ど
の
中
身

は
次
の
と
お
り
(
原
文
の
ま

ま
)
で
あ
る
.

1
1七
月
三

O
H
付

「
要

つ
い
て
は
検
討
中
で
あ
る
が

従
来
機
の
問
題
よ
り
は
織
し

く
す
る
予
定
で
あ
る
。
な
お

認
定
証
取
得
笠
録
者
に
は
一矧

の
体
操
本
部
よ
リ
大
会
へ
の

出
欠
臨
時
認
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は

が
き
が
郵
送
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

'"ベレーター(1)1電ートナー
1人よ9も2人@カで
乗務内容 . .....……・刈

・ゲームヨーナー由接関経営

・ゲ『ムマγ ン由盛期割賦販売

・畠綱貴金融寅

ケイ・アミューズメントリ ース筏
東班{目的制田大阪(365)8879

特
許
・実
用
新
築

出
願
公
告
・公
開

(
9月刊同
日
1
叩
日
)

特
許
庁
に
出
願
さ
れ
た
特

貯
お
よ
び
実
用
新
案
の
公
告

な
い
し
公
聞
の
最
新
分
で
A

M
業
界
関
連
の
も
の
は
次
の

と
お
り
。
記
事
内
容
は
、
公

告
/
公
開
の
日
付
、
発

明

/

考
案
の
名
称
、
出
願
人
、
公

告
/
公
開
番
号
、
出
願
番
号

の
順
に
掲
載
。
な
お
⑨
は
審

変
請
求
の
あ
っ
た
も
の
を
示

し
て
い
る
。
具
体
的
な
内
容

に
つ
い
て
は
.
各
地
の
発
明

協
会
な
ど
に
お
問
い
合
せ
下

さ
い
。

特
許
出
願
公
開

九
月
二
十
二
日
付
H
「自

動
選
出
式
ビ
デ
オ
ゲ
|
ム
機

絡
を
付
殺
し
た
テ
レ
ビ
」

、

仰
東
円
本
紙
商

{栃
木
)
、

公
開

1
5
9
7
7
7
、
出
願

貯

'
4
2
4
4
4・
「
ゲ
ー

ム
機
能
付
電
子
融
世
間
」
‘
シ

ャ
ー
プ
鮒

{大
阪
)
‘
公
開

1
5
9
7
7
8
、
出
願
幻
o

a
e
q
a
n
，h
n汐

q
L

。

九
月
二
十
八
日
付
H

「遊
明
性
」
に
つ
い
て
‘

巾
し
卜
げ
ま
す。

抑
協
会
と
し
ま
し
て
は
、

代

「嬰
明
科
」
に
あ
り
ま
す

泌
リ
チ
供
川
メ
ダ
ル
ゲ
|
ム

機
に
附
し
て
は
、
社
会
的
批

判
を
交
け
な
い
総
‘
厳
し
い

法
部
警
の
訟
定
時
ザ
に
よ
る
H
M

泌
を
講
ず
る
べ
き
で
あ
る
と

の
ご
意
見
に
全
く
同
感
で
あ

り
ま
す
。
勝
協
会
と
し
ま
し

て
も
.
こ
の
主
己
け
に
則
リ
共

体
的
な
検
討
を
加
え
た
い
所

存
で
あ
り
ま
す
。

主
お
、
武
「
制
官
叫
し
増
刊
」
の

米
尾
の
追
仰
に
あ
リ
ま
す
.

州
側
エ
ス
コ
貿
易
で
販
売
し
て

い
る
と
い
わ
れ
る
メ
ダ
ル
ゲ

ー
ム
機

「
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
」

に
つ
い
て
は
、
同
役
で
は
食

要
望
書
の
ご
指
摘
に
該
当
す

る
機
械
を
販
売
し
た
笑
綴
は

な
く
、
販
売
し
て
い
る
も
の

は

「賂
隙
機
械
の
本
準
」

に

紙
触
し
て
い
な
い

と
の
、
』
と

で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
カ
タ

ロ
グ
の
表
不
の
.
郊
に
誤
記

が
あ
り
ま
し
た
こ
と
を
念
の

た
め
巾
し
添
え
ま
す
. ご

回
答

• 
， 

• 

• 

戯
曲
中
間
用
外
部
操
作
ブ
レ
ー

キ
袋
置
」
、
ヤ
マ
ハ
発
動
機

側

(傍
岡
)

・
鮒
昌
和
製
作

所

(静
岡
)
、
公
開
1
6
3

3
8
9
、
出
願
幻

'
4
5
0

4
令

FD

。
九
月
三
十
日
付
H

「
音
楽

ゲ
l
ム
装
置
」
‘
日
本
楽
器

製
造
鮒
(
静
岡
)
、
公
開
1

6
5
8
7
8
、
出
顧
問
訓

。
4

0
6
nL

。a
'
A
。

実
用
新
案
出
願
公
開

九
月
十
三
日
付

H
「テ
レ

ビ
ゲ
|
ム
装
置
L

、
池
回
毅

(東
京
)
、
公
開
1
3
6
1

9
2
、
出
願
幻

'
3
3
3
3

A
唱
。九
月
十
九
日
付
H
「
動
物

な
ど
の
飛
移
り
燥
作
ゲ
|
ム

総
」、
側
エ
ポ
ッ
ク
(
東
京
)
、

公
開

1
3
9
1
9
0⑨
、
山
出

版
幻

'
3
5
2
5
5・
『
玩

H
H
慨
す
に
お
け
る
プ
ロ

ッ
ク
』

側
ナ
ム
コ

(東
京
)
‘
公
開

1
3
9
1
9
9
、
出
顧
問却

。

勾

'nrpopo
a0
.

九
月
二
十
四
日
付
制
「
ゲ

ー
ム
機
総
」
、
シ
ャ
ー
プ
紛

(大
阪
)
、
公
開

1
4
2
0

8
4
、
出
顧
問
山

'
3
8
5
4

q
L

。九
月
三
十
日
付
H

「
列
車

用
足
脚
乗
せ
兼
遊
び
呉
」

、

上
係
敏
郎
(
官
官
野
)
‘
公
開

1
4
5
6
8
3⑧
、
出
願
幻

'
4
3
4
0
8
・
「
時
計
付

電
子
ゲ
|
ム
終
』
、
パ
シ
フ

ィ
ッ
ク
工
業
側

(東
京
)
、

公
開
1
4
5
6
8
8
、
出
願

幻

'
4
1
9
5
0・
「
時
計

付
従
子
ゲ
ー
ム
盤
」
、
パ
シ

フ
ィ
ッ
ク
工
業
側
(
点
京
)
、

公
開
1
4
5
6
8
9
、
出
願

閉山

0
4
1
9
5
1・
『
時
計

付
泊
子
ゲ
|
ム
叙
」
、
パ
シ

フ
ィ
ッ
ク
工
総
側

(東
京
)、

公
開
1
4
5
6
9
0
‘
出
願

幻

t
4
1
9
5
2
.

「
テ
ー

ブ
ル
型
ビ
デ
オ
ゲ

l
ム
俊
」
、

側
タ
イ
ト

l
(東
京
)
、
公

開
1
4
5
6
9
1
、
出
願
幻

'

凋
峰

q
O
A
υ
q
O
E
O
-



マ
ス
コ
ッ
ト
マ
l
ク
と
同
じ

で
あ
る
)
、
移
動
用
の
ム
口
座

九

細
川
分
が
つ
い
て
い
る
・
ポ
タ

引

ン
操
作
や
ラ
ジ
コ
ン
傑
作
に

日

よ
っ
て
録
手
、
お
じ
r
u
、
前

い“

後
進
、
在
お

M
転
な
ど
の
動

っ

き
キ
守
る
.
ま
た
ワ
イ
ヤ
レ

川

ス
マ
イ
ク
を
使
っ
て
わ
ね
し
ゃ

叫

ベ
リ
む
可
能
・
さ
ら
に
円
盤

榊

叩
分
に
は
文
字
や
絵
を
ス
ク

嫡

ロ
|
ル
H
H
示
で
き
る

L
E
D

W

や
、
旧
地
予
や
ゲ
i
ム
を
す
る

首

た
め
の
八
例
の
ス
イ
ッ
チ
を

一
"

備
、
え
て
い
る

-
中

博
覧
会
儲
会
で
は
、
っ
く

-
沼

ぱ
博
の
情
報
を
紹
介
す
る
の

-
R

は
も
ち
ろ
ん
、
子
ど
も
た
ち

園

自
習

-
は

と
一
議
に
な
っ
て
送
ん
で
〈

一
朝

れ
る
「
コ
ス
モ
星
丸
」
を
つ

ロ

〈
ぱ
博
ま
で
の
広
報
キ
ャ
ン

-

ペ
|
ン
や
、
期
間
中
会
場
で

紛
ナ
ム
コ
(
本
社
東
京
、
ら
伺
博
覧
会
の
主
悩
団
体
で
ゼ
ン
ト
す
る
向
博
覧
会
の
前
の
案
内
役
と
し
て
大
い
に
活

J
F

中
村
雅
哉
社
長
)
で
は
ニ
の
あ
る
倒
閣
際
科
時
十
技
術
的
覧
発
券
を
、
こ
の
臼
参
加
し
た
躍
さ
せ
て
い
く
と
の
・
』
と
.

ペ

は
ど
、
制
門
学
万
幡
町

・
つ
く
ば
会
(
本
部
東
京
、
土
光
敏
夫
同
首
相
か
・
旬
、
チ
ど
も
た
ち
な
お
同
社
で
は
つ
く
ば
博

、ン

目γ
の
マ
ス
コ

ッ
ト
ロ
ポ

ッ

会
長
)
の
許
滋
を
得
て

A
M
を
代
表
し
て
「
コ
ス

モ
星
丸
」
に
お
い
て
政
府
テ
1
7
館
の

才

ト

『
コ
ス
モ
星
石
川
」
を
開
発
、
ロ
ボ
ッ
ト
化
し
た
も
の
。
九
が
受
け
る
な
ど
大
い

に
活
躍
「
未
来
の
生
活
コ
ー
ナ
ー
」

J

烈
作
し
、
九
H

円
1
七
日
さ
っ
そ

H

円

十

七

日

、

米

必

銀

燃

の

ソ

し

た

。

に

特

別

の
A
M
ロ
ボ
ッ
ト
を

L
〈
治
服
し
て
訴
題
と
な
っ
た
・
ニ
l
ビ
ル
前
で
行
な
わ
れ
た

同
機
は
必
の
形
を
し
た
-
一
出
品
す
る
予
定
で
あ
リ
、
今

-

ζ

れ
は
昭
如
刊
六
十
年
て
月
例
措
博
覧
会
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
つ
の
ア
ン
テ
ナ
を
持
っ
た
本
後
と
ら
マ
イ
ク
ロ
マ
ウ
ス
を

j

に
開
削
附
さ
れ
る
つ
く
ば
凶
聞
の
の
た
め
初
牧
場
し
た
.
こ
の

休
部
分
と
、
本
ル
悼
の
刷
を
と
は
じ
め
ロ
ポ
ァ
ト
ポ
業
に
級

ケ

マ
ス
コ
ッ
ト
マ
1
7
(
ロ
ポ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
小
川
品

リ
ま
く
川
悠

m分
か
ら
な
り
械
的
に
取
リ
組
ん
で
い
く
.

4

ツ
卜
の
形
を
し
て
い
る
}
か

首

相

が

F
ど
も
た
ち
に
プ
レ

(
こ
れ
が
仰
つ
く
ば
郎
。
め
と
し
て
い
る

=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
z
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
 

T

V
ゲ
l
ム
機
の
無
断
コ
イ
ン
ベ
i
ダ
l
』
以
後
法
的
が
川
界
中
に
出
現
し
、
か
札
作
揃
』
に
相
当
す
る
}
て
あ

ピ
|
侭
滅
の
た
め
の
第
」一
阿
予
絞
さ
を
強
力
に
進
め
、
そ
ら
は
こ
の

m-業に
本
欄
慨
を
符
リ
、
阿
佐
は
ア
タ
リ
祉
と
向

一例
際
会
議
は
ニ
と
の
ほ
か
有
の
鉱
来
何
G
Hド
ル
も
の
杓
た
ず
た
だ
こ
の
串
開
業
を
食
い
同
聞
か
な
り
以
前
か
ら
ニ
の
方

一な
濯
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
周
が
か
か
っ
た
が
、
こ
れ
ら

L
の
に
し
て
い
る
だ
け
だ
と
針
で
強
力
に
法
的
手
純
き
を

一
る
。
参
加
者
、
議
事
進
行
と
の
機
利
保
漫
に
成
功
し
、
他
桁
拙
刑
し
た
上
で
、
コ
ピ
l
ヤ
進
め
て
き
て
い
る
・
日
本
で

号

一
も
前
回
と
比
べ
る
と
改
普
さ
の

T

V
ゲ
|
ム
機
メ
ー
カ
ー
ー
に
対
し
必
袋
む
法
的
措
置
む
プ
ロ
グ
ラ
ム
著
作
権
(
『
女

同

一
れ
て
お
り
、
な
お
問
題
点
は
に
も
よ
い
影
明
討
を
与
え
た
こ
を
と
っ
て
い
な
い
メ
ー
カ
ー
芸
の
著
作
権
」
に
相
当
)
が

2
一
な
い
と
は
言
い
き
れ
な
い
が
、
と
を
誇
ら
し
げ
に
強
調
し
た
。
も
い
る
、
と
し
た
。
つ
ま
り
擁
立
さ
れ
た
後
、
現
在
「
咲

第

一
全

般

的

に

は

よ

く

で

き

た

会

闘

の

著

作

物

」

の

訴

訟

が

終

一
議
と
な
っ
た
。

T
V
ゲ
l
ム

司
自
由

R
h
h
-
A
臨
時
、
J
n
μ
b
t
h

り
つ
つ
あ
る
・
つ
ま
リ
結
審

叩

一
議

コ

ピ

l
防
止
に
関
心
を

E
附

2
3言
。

E
賓

が
済
み
、
あ
と
は
ま
を
待

月

一
持

つ

通

産

省

、

文

化

庁

の

鐙

つ

だ

け

な

の

だ

。
こ
の
場
合

什

一
当

官

の

出

席

を

得

た

こ

と

む

遊

作

俗

、

商

標

権

な

ど

の

抱

『

映

画

の

著

作

権

」

が

米

国

年
一
大

き

な

意

義

と

な

っ

た

・

利

は

自

ら

保

泌

す

る

方

針

を

同

様

緩

立

す

れ

ば

‘

無

断

で

3

と
く
に
米
国
の
パ
リ
l
・

と
ら
な
い
限
り
、
権
利
放
棄
コ
ピ
l
機
で
営
業
し
て
い
た

ゆ

ミ

ッ

ド

ウ

ェ

l

社

の

?

ロ

フ

と

み

な

さ

れ

か

ね

主

い

占

…

を

オ

ペ

レ

ー

タ

ー

が

資

任

を

間

引

ス
キ
|
羽
H

誌
は
、
同
祉
の

T

強
消
し
た
の
で
あ
る
。

わ
れ
る
こ
と
に
な
る
無
断

V
ゲ

|

ム

機

に

関

し

て

持

つ

も

ち

ろ

ん

同

氏

の

言

う

T

コ
ピ
i
ロ
聞
の
製
造
.
販
売
だ

著
作
権
、
商
標
権
に
つ
い
て

V
ゲ
|
ム
機
の
著
作
権
は
税
け
で
な
く
オ
ベ
レ
ー
ト
も
鈴

触

れ

、

同

社

が

「

ス

ペ

ー

ス

聴

覚

朝

日

作

他

(

「

映

州

の

考

き

れ

な

い

こ

と

に

な

る

・

( 6 ) 郷三f，f術f刷物肱"1第三綬画l便物U可ゲームマシン第223号1983年 11月1日( 7 ) 
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置きE
成
功
例
の
中
に
は
『
パ
ッ
ク

?
ン
」
に
続
い
て
「
ミ
ズ
パ

ッ
ク
マ
ン
」
な
ど
絞
々
ヒ
y

ト
し
た
こ
と
.
何
面
械
の
商

品
化
許
諾
を
し
た
ニ
と
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

同
氏
は
.
し
か
し
、
イ
ン

ベ
l
ダ
l
以
後
コ
ピ
|
ヤ
|

t> • 

.，00mDASH・LONGJUMP・JAVELINTHROW・110mHURDLES・HAMMERTHROW・HIGH

。
つ
く
ば

M
Y
場
内
輸
送

泉
陽
の

「ミ

ニ
レ

l
ル
」
に
採
用
決
定

-
以
船
興
業
側
(
本
社
大
阪、

こ
と
で
み
る
。

山

m一甲
山
剛
牧
民
)
で
は
こ
の
な
お
同
制
は
作
つ
く
ば
梢
グ

ほ
ど

.
m年
六
卜
年
に
州
制
聞
に
お
い

て
場
内
輸
送
の
判
告

さ
れ
る
料
乍
万
憾
ゆ
っ
く
ば
な
ど
が
決
定
さ
れ
た
こ
と
か

M
?
に
場
内
愉
送

m総
設
と
ら
、
税
必
同
社
を
あ
げ
て
撤

し
て
同
社
裂
『
ミ
エ
レ
|
ル
」

州
中
と
の
こ
と
で
あ
る
・

の
総

mが
決
ま
っ
た
こ
と
を

I
l
l
i
-
-I
l
l
l

明
ら
か
に
し
た
。

ご
二
一
レ
1
ル
」
は
従
来

(
事
務
所

移

転

)

と
は
異
な
っ
た
新
し
い
絡
促

l
i
l
i
-

-

-

交
通
都
市
シ
ス
テ
ム
で
「
ミ

タ
イ
ホ
|
物
産
附
H
東
京

ニ
ブ
ル
l
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
、
都
板
時
川
区
・
中
丸
町
五
十
八
の

マ
ー
ク

I
」
と
同
「
?
|
ク

五

、
念
九
五
五
|
九
二
τ二
、

m
L
と
が
あ
リ
、
騒
音
や
搬
小
林
保
祉
長
。

動
も
な
く
し
か

も

ス

ピ

l

テ

側

フ

7
ミ
リ
i
会
商
H
千

ィ
で
稼
動
力
も
抜
桜
懇
談
帯
抑
制
即
我
孫
子
市
我
孫
子
七
四

費
も
安
〈
経
済
的
と
さ
れ
て
七
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
ピ
ル
、

合

い
る
。
さ
ら
に
特
殊
機
構
を

(
O
四

七

二

八

四
|
六
六

採
用
す
れ
ば
三
十
皮
ま
で
の

ニ
七
、
小
羽
進
社
長
。

急
匂
配
の
走
行
も
可
能
な
末
日
進
市
岡
本
側
H
神
家
川
県

米
志
向
の
大
量
愉
送
機
と
の

川
崎
市
多
勝
区
街
河
原

二
ハ

1
I
l
l
i
-
--

--

一六
二
、
ダ
イ
ヤ
パ
レ
ス
筆
-P

削船
ニ
、
会

(
O
凶
凶
)
九
e

ニ

科

学

技

術

斤

の

一ご
|
内
山

X
0
.
村
岡

.
夫

参
与
に
就
任

朴
氏
.
サ
ン
ヨ
ー
ツ
ガ
ミ
H
岡
山

ナ
ム
コ
の
中
村
社
長

L
t
1
3
L
i
-
-

-
a
}

L

昨
U
H
i川
ヰ
釘
叩

ιぐ
川

h
F
必

酬
開
ナ
ム
コ
の
中
村
臨
冊
減
社

念

(
O
八
六
八
二
)
八
l
=
.

疫
が
八
月
十
五
日
付
で
、
科

一
八、

は
郷
際
社
長
.

学
校
術
庁
の
参
与
に
就
任
し

側

ニ
チ
プ
ツ
広
白
川
H
広
ね

た
・

市
市
区
東
霞
町
二
の
十
七
、

同
庁
参
与
は
、
科
学
技
術
輸
出
ニ
っ
き
む
ら
ピ
ル
・

8
(
O

の
向
上
に
寄
与
し
た
人
物
や
八
二
)
二
五
=
・
|
六

一
三
一

、

科
学
技
術
分
野
の
専
門
家
な
終
日
卓
司
社
長
。

ど
に
委
駁
さ
れ
る
も
の
で
、
州
側
愛
媛
ジ
ュ
1
7
H
松
山

任
期
は
一
年
。
参
与
の
定
数
市
氷
水
町
二
の
三
の
三
十

一
、

は
阿
十
五
名
で
、
職
務
と
し

宮

(
O
八
九
九
)
四

一
l
ニ

て
は
、
長
官
や
事
務
次
官
の

二
四
凶
、
松
本
文
夫
社
長
。

求
め
に
応
じ
て
重
要
事
項
の
胸
サ
ー
ビ
ス
ゲ
1
ム
ス
福

綴
談
役
と
な
っ
た
り
、
国
際

問
H
福
岡
市
早
良
区
荒
江
三

会
議
へ
出
席
す
る
な
ど
多
岐
の
十
五
の
八
、
念
(
O
九
二
)

に
わ
た
っ
て
い

る

。

八

五

一
i
四
九
八

一
、
児
玉

今
回
の
参
与
就
任
に
つ
い
鎌
男
社
長
。

て
同
社
は
『
科
学
万
博

n
つ

富

士

娯

楽

リ

ー
ス
H
長
崎

〈
ば

M
Y
に
対
す
る
同
社
の
山
崎
佐
世
保
市
大
塔
町
十
四
の

僚
候
的
な
協
力
姿
勢
へ
の
社
一
十
八、

含

(
O
九
五
六
)

会
的
評
価
の
給
朱
で
あ
る
」
一
て
一

|
O
五
五

0
.
絵
尾
将

と

し

て

い

る

。

官

副

社

長

。

|尚onaml⑨|主主窓生:::ヶ
コオミ椋武§社干りECtZ市獄T721需-11

Gamesofthe 
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匂さP

• 
' 

育従来のジュニア用メタル機の
を破る驚異の売り上げグ

<10円玉メダル併用〉

， 

とt:.
Eヨ

平
素
は
格
別
の
お
引
立
を
賜
り
、
厚
〈
御
礼
申
し

ょ
げ
ま
す
。

此
の
度
目
本
テ
レ
ビ
音
楽
附
ょ
っ
商
品
化
機
を
得
て
、

弊
社
が
開
発
し
た
新
製
品
、
ビ
デ
オ
ク
イ
ズ
ゲ
ー
ム
機

ウ
ル
ト
ラ
ク
イ
ズ

(U
L
T
R
A
Q
U
l
Z
)と
そ
の

シ
リ
ー
ズ
製
品
並
び
に
新
製
品、

ビ
デ
オ
ゲ
ー
ム
機
、

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

(B
|
G
S
P
I
K
E
R
S
)
の

著
作
権
、

工
業
所
有
権
、

そ
の
他
の
諸
権
利
は
弊
社
が

所
有
し
て
お
り
ま
す
。

従
っ
て
こ
れ
ら
の
商
品
(
ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
を
含
む
)
を

無
断
で
模
倣
、
複
製
ま
た
は
、
こ
れ
ら
に
類
似
す
る
商

品
ど
し
て
製
造

・
改
造

・
販
売

・
輸
出
す
る
等
の
行
為

を
す
る
こ
と
及
び
、
こ
れ
ら
の
商
品
を
使
用
し
て
営
業

す
る
こ
と
は
著
作
権
法
、

工
業
所
有
椴
法
、
不
正
競
争

防
止
法
等
に
抵
触
し
、
弊
社
の
正
当
な
権
利
を
佼
害
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
行
為
の
な
い
よ
う
充
分

に
ご
注
意
を
賜
り
、
業
界
の
秩
序
の
維
持
と
健
全
な
発

展
の
た
め
に
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

昭
和
五
十

八

年

十

月

t 

株
式
会
社

タ
イ
ト

l

• 

ブヲクン信使用℃

カヲフ'"画面〆
，がまね~
ファンタジ戸 γ

'"-レヅト/1
〈仕機〉

寸法 1530(H) x 

電源 IOOV 
消費電電力 170W 
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アーケードゲーム機

• • 出展各社

写真特集
、vs Ille ~ A‘ t e Ilse A 21st 

で

見写
る

11 

メダルゲーム機ムレイーヲ
ノ口ポヲと一刈電森大

と
つ
の
傾
向
と
し
て
醐
酬
を
出

し
て
き
た
の
が

T
V
ク
イ
ズ

機
で
、
こ
れ
が
六
校
か
ら
七

機
稀
出
品
さ
れ
た
。

そ
の
他
ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ
ー

ム
機
で
は
関
西
精
機
製
作
所

カ
ト
ウ
製
作
所
、
こ
ま
や
製

作
所
、
半
問
機
械
総
具
、
友

ア
ー
ケ
ー
ド
で
は
V

D
、

3
画
面
な
ど
T

V
機
中
心

ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ
ー
ム
出
慌
の

分
野
で
は
、
依
然
と
し
て

T

V
ゲ
|
ム
機
が
そ
の
、
牙
流
と

な
っ
て
い
る
な
か
、
今
回
も

多
く
の
メ
ー
カ
ー
が
新
ゲ
ー

ム
を
発
袋
し
た
。

T
V
ゲ
l
ム
機
で
は
ビ
デ

オ
テ
ィ
ス
ク
を
係
用
し
た
も

の
が
セ
ガ
任
、
タ
イ
ト
l
、

デ
ー
タ
イ
ー
ス
ト
、
大
東
出
同

制
官
、
サ
ン
電
子
と
五
村
の
小

問
か
ら
出
回
附
さ
れ
た
の
が
目

立
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
注
目
を
集

め
た
。
こ
の
種
ゲ
i
ム
蝉
慨
は

ゲ
ー
ム
内
谷
を
無
限
に
広
げ

る
も
の
と
し
て
犬
き
な
期
待

が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
今
後

も
ビ
デ
オ
デ
ィ
ス
ク
採
用
の

ゲ
|
ム
機
の
開
発
が
、
さ
ら

に
進
ん
で
い
く
も
の
と
息
わ

れ
る
。
こ
の
ほ
か

A
M
マ
シ

ン
で
は
初
め
て
の
こ
蘭
7

ル

チ
函
簡
を
採
用
し
た

T
V
ド

ラ
イ
ブ
ゲ

l
ム
機
が
出
品
さ

れ
、
話
題
を
集
め
た
。

T
V

ゲ
|
ム
機
会
般
と
し
て
は
、

宇
宙
戦
争
も
の
と
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
も
の
が
基
本
だ
が
、
ひ

FヲlEJO
回毎胆 f 
. ♂戸祈

a・.、.

栄
な
ど
が
そ
の
開
発
に
意
欲
ャ
ー
な
ど
従
米
の
ゲ

l
ム
コ

的
に
取
り
級
ん
で
お
リ
、
こ
ン
セ
プ
ト
の
鎚
凶
を
山
て
お

の
分
野
で
の
充
笑
が
謬
一
ま
れ
ら
ず
、
こ
の
而
で
の
今
後
の

て
い
る
。
ゲ

l
ム
機
以
外
の
開
発
が
留
で
ま
れ
る
。

A
M
機
で
は
ビ
デ
オ
デ
ィ
ス
し
か
し
一
方
、
こ
れ
ら
ギ

ク
で
ア
ニ
メ
映
画
を
見
せ
る
ヤ
ン
ブ
ル
機
は
本
来

「
メ
ダ

も
の
が
出
回
附
さ
れ
た
ほ
か
、

ル
ゲ
|
ム
場
運
営
纂
準
」
を

占
い
機
な
ど
も
展
示
さ
れ
た
。
遵
守
す
る
メ
ダ
ル
ゲ

i
ム相場

で
訟
罷
、
運
営
さ
れ
る
べ
き

は
ず
の
も
の
だ
が
、
メ
ダ
ル

ゲ
l
ム
場
周
と
は
思
え
な
い

よ
う
な
も
の
や
、
ギ
ャ
ン
ブ

ル
を
ゲ
ー
ム
内
谷
と
し
た
子

ど
も
対
象
の
も
の
が
出
品
さ

れ
る
な
ど
、
「
際
博
機
械
の

器
準
」
も
含
め
て
シ
ョ
|
迩

川
市
山
に
は
ま
だ
疑
問
点
が
残
っ

て
い
る
と
い

、え
よ
う
。

ギ
ャ
ン
ブ
ル
機
に
つ
い
て

は
従
来
ど
お
り
変
則
的
に

メ
ダ
ル
ゲ
|
ム
機
の
分
野

は
、
今
回
の
シ
ョ
ー
で
は
六

初
の
山
山
田
肢
が
あ
っ
た
。
と
く

に
今
闘
は

G
マ
シ
ン
に
つ
い

て
「
賂
幡
町
機
械
の
基
準
」
に

抵
触
す
る
も
の
は
出
品
で
き

• • 

蒔j閣の海の大パネル掲示によリトロピカルムードを盛り

ょげ、水上スキーがテー?のTVゲーム機「トロピカル
エンジ忌ルJをアピールした。TVゲーム機「ジッピー
レースJ fムーンパトロールJ も展示。また反射神経を

試すアーケード機 「スパークショット J 、バイオリズム

応用的占い機 rライフウェーブJをそれぞれ発表した。

向社オリジナルのrvゲーム俄rクイズキングパート IlJ
を発表J民示した。問機は 3択制lの7イズとゲームがて'き
るもので、 l台に 1ジャンJレ3001瑚カ吋勾i1ltされ、カセッ

トテープ交換でglJのジャンル(合計11櫛)に変lf!て'きる。
ゲームは 5問中に 1凶プレイでき、 rスイカ投IfJ fス

ズメハンタ-J f荷物殺げJの3f'R11'iがある。

六角形のジャンプ台に飛ぴ移リ色を変えていく TVゲー
ム機 「ポッ，f-」と、野球がテー?のm光町減式アーケ
ード機 「ゴーゴーベースボール」を発表.このほかロジ

チック製TVクイズ機『おLゃべりまちゅ』、 日本物iJli
Fジャンゴヴナイト J、三機fE子「パチ7ィーパーJ を

/[¥品。なおTV機 「ドッジマンJは出品され脅かった。

な
い
と
さ
れ
た
が
、

H

適
用

除
外
ω

を
受
け
た
も
の
は
出

品
さ
れ
た
。
展
示
さ
れ
た
メ

ダ
ル
ゲ
|
ム
機
は
ス
ロ
ッ
ト

マ
シ
ン
、
ル
ー
レ
ッ
ト
、
麻

後
、
競
馬
、
マ
ネ

l
プ
ッ
シ

所作製ウ卜カ関西精機製作所ドテクノ口ジーコアラン

‘E 

アーケードゲーム機 「ガンガンダチョウJ (本号「話題

の?シンJ著書mo、均一レ}スがテー?の;(l光点滅式ゲ
ーム機 「モトクロス』、ビデオディスクによるアニメ映

厨を見ながら受務総で音声をIlH( fメルヘンでんわrf'つ
〈す』町三機種を発表民示した。また従来機 f(まっぴー

ロボJ rゆかいなどうぶつランド」も出品。

1.i::{-jから現われる7ーゲットを狙い増産っと結'*がTVモ
ニターに表示されたうえプリンターにて出てくる 2人用

ガンゲーム機 rシューテイングアナライザーJ を披露し

たはか、いよいよ年内に悶内発売に入ることを表明した

米アイス社 rチヱツクス」 、TVドライブゲーム燃で3
面lモニターを係111した辰巳;Jl子 fTX -1 J を出品.

海中と氷jで氷プロ yクを飛ばしi敏をつJごしていく 「ト

ライポムJ を中心に、パリアを~!( 1)めぐらせる rテ'イス

カス』、f本当たり攻懲をテー?とした rゼダ」の3機根

内新TVゲーム機を発表。またfITJ社の姿勢をアピールし
たパネルtf品示した。このほかセズ1+.1裂とアル7ァ電子
製のTVゲーム機も出品。 • 

謹

~ 
CI 

平
素
は
絡
別
の
ご
高
配
を
賜
り
M
砕
く
御
礼
申
し
上

げ

ま

す
。

さ
て
こ
の
た
び
弊
初
、
が
発
売
い
た
し
ま
し
た
ビ
デ
オ
ゲ

l
ム
「
も

の
し
り
ク
イ
ズ
お
し
ゃ
べ
り
μ

ま
ち
ゃ
こ
は
、

弊
社
が
独
自
に
研

内九、

開
発
、

、母乙
出

改
造
、

製
品
化
し
た
も
の
で
、

本
ビ
デ
オ
ゲ

l
ム
ぞ
弊
社
の

版

売
、
輸
出
お
よ
び
・
』
れ
ら
の
機
械
を
設
置
し
て
使

リ

A
可

な
く
無
断
、
て
模
倣
ま
た
は
‘
』
れ
に
類
似
す
る
商
品
と
し
て
裂

期
す
る
等
の
行
為
は
、
著
作
権
法
、

工
業
所
有
権
法
、

不
正
競
争

防
止
法
等
に
抵
触
し
、

弊
祉
の
正
当
な
権
利
を
佼
害
す
る
、
』

t
に

な
り
ま
す
の
で
、

こ
れ
ら
の
行
為
の
な
い
よ
う
充
分
な
ご
配
慮
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
一
力
一

、
違
反
行
為
が
あ
っ
た
場
合
は
、
弊
叫
仰
は
断
附
た
る

態
度
で
そ
れ
に
対
処
す
る
所
作
で
ご
ぢ
い
ま
す
の
で
、

こ
こ
に
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

業
界
の
健
全
な
発
展
の
た
め
、
各
位
の
ご
即
日間
併
と
ご
協
力
を
扇

ね
て
お
闘
い
申
し
上
げ
ま
す
。

昭
和
五
十
八
年
九
月

Llli飽S

マvピー

* 

~8@凹A

東
京
都
千
代
田
区
神
田
須
田
町
-
|
五

ロ
ジ
テ
ッ
ク

株
式
会
社

ホ
ー
ム
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
部

部

{
市
也

、

永

昭
紀

長

蜘. 

• 

ハローキティ
「マイバルーン」

(1人乗り)

音楽11流れると
軽やかに繕れる

価絡 580.，0.0.0.円

マッピーポ-JlノポジションIIMr.プロレス

マイボート(2人乗り)620.，0.0.0.円
マィスクール (11 ) 620.， 00.0.同

99，80.0.円

自3評発売中11
PCBキット価格

新発売!! 
コックピットタイプ

定価1，360，000同

定価 880，000円新置体

新発売!!

価格 920，000円

一.

干663兵l阜県西宮市高松町16-15

T E L 0798-66-0811(代)手塚商会
私たちはギャンブ)l>機やコピー織のない、

健会なAM業界をめざしています。たゆまぬ努力で正しいコースを
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悶社〆ダJレゲーム機的小UIIて"(;j:、量産1唱をゲーム内容とし
たTV〆ダルゲーム機的ジヤ ，:7 I~I発「ダイヤモンド ・

ダービーJ 、fE光点滅ょによるルーレッ iを内苦手とした
カプコン製 「フィーパーチャンス」 の2機的をそれぞれ

玩向ずつ並べて展示した。

米国ンミ&トレック祉協Heのレーザ}ディスク採用によ
るTVゲーム機 rキューブクエスト』 を参考出品した.
向機は 3D効果のある両面の中央から迫って くる敵を、

ボールスイッチと発射ボタンで取町民していく宇宙峨争ゲ

ームで、キャピネ YI、はアップライ トに座席がやれ、たユ

ニー7なもの.ニのほか「アラビ7ンJを出品。

アーケードゲーム織を 3機脱出品した。クマが鈴に刺き

れないようにi韮んでいき 、飾の巣をつついて逃げ帰ると

いうゲーム内容の新型品 rクマ公のハチたいじJ をメー

ンに.率的走行がテー?の「ジャンピングラリーJ、相j

'1'に隠されたリンゴを当てる '7.，プルマジックJ を様

方、

オリンピックの陀上続投を係朋したTVゲーム機 「ハイ
パー ・オリンピックJを発表Iぷ示した。同機は 100伝競
走、定リ悩銚()'、ハードノレ、ハンマー投If、走りE71挑ぴ、
やり投げの6訟の続投を採用したもので4人刷。同社小

mlでは84年ロス五絡めマークパネルやシンポルキャラク

ター イーグルサム"の人形なども設澄しアピール。

I~J !:Jアーケードゲーム機の小mlでは 3機隔のTVゲーム
機新作を紋r.t L た。バズJ\O苦~~住を線用した rタングラム

QJ 、2J白の迷路 |ーのド yl、を取る 「アクウJ 、エレベ

ーターをf!l!い食物を取る米l.iilエポス制 rザ・ゴルプJ・
ニのほかタイト一、セガを士、アル7γ氾子、セイブ1正子、

u本物産などのTV機や、日自1I製占い機!，IJI品した.

TVゲーム機とアーケード軽量を:.Jj品。TVゲーム機はrェ
クセリオンJ (本号 r繍砲の?シンJ参照)、クイ ズ機

『クイズタイムアタックJ を発表したほか1if:米機を 2!ll!
傾展示した。 アーケー ド機では盤雨入替え可能な 「エキ

サイトベースボールJ rニι一新幹紋ゲームJ をltl品。

また小間内に 中古機情報交換コーナー"を設置。

• -島

グ 、y 電商 事 サy ンタ イ マ一 セガ・エンタープライゼス
4 咽，

， 

L V Dl草月11'Vゲーム機 「レーザーグランプリsを斗'心
に、 『女子バレーポールJ 'カンキックキッドJ rウル

トラクイズ」、 金子製作所 「ファイティングローラーJ、

アタ リ社 「スターウォーズ』などTV機、ゴッ トリープ
社「アマゾンハント J 'レテ'ィヱイムファイヤー』 など

7リッパーのほかカラオケ.同;替1幾なと'申i，i広<Hi品。

同社メダルゲーム機内小間て"I:t.3リール8ライン万式の
スロッ トマシン rスーパー8ウェイズJ 、動物やよ*物的
絵柄のTVルーレ yトゲーム Fメリ ー・サーク)¥0J 、'*'
悶KWシステムズ社製守才、ープッシャー司自ゲーム機 「ア

ズテックゴールドJ (8人用)のほか従来機「チャ yカ

ラックJ rザ ・ダーピー ・マークaJ などを出品した.

向社アーケードゲーム機内小闘では、セイプ'n!.子から独

占販先絡を得ているTVゲーム機 fスティンガーJ を、
テープル裂と7ップライト'.I'!にて出品した.刷機11'I":iii 
gE附と広大な敵鵜員k上空で繰り広げられるサ・宙戦争ゲー
ム (本号 '話題のマンンJ参照}。

TVゲーム機を 3機椀展示した。4つのジャンルからの
質問に答えていくクイズ機 rクイズジャンプJ を中心に、

ミクロ化した博士が3バターンの戦いを展開する 「ドク

ターミクロJ 、麻雀ゲーム機 rジャントツスーパー」 を

出品。なおTVゲーム機「スーパーセブン」は出品きれ
なかった.

同組〆ダルゲーム機の小I問でI;j.、事人数期としてマネ-.

プ yシャ-!1:1'ベニー・ オーシャン』、 -7ァロ"シリ

ーズ第 3 ~単 rファ ロ UJ J 、 「ルー レ ット キング」、 1 人FI'J

iまじゃんけんとアミダゲームを楽しむTVゲーム機『ジ
ャンケンポンJ、TVモニターとパチンコを合わせた rパ
チンコダービ-Jのほか、〆ダル貸機などL出品。

陶磁:アーケード機の小I尚ではTV機からパソコンまで恥i
jぶ〈展示。1'Vゲーム機I;t.ビデオディスク録制の rスタ

ープレイザー」、 rアップンダウンJ (本号 「話題の?

ンンJ参照)など、アーケード機は7レーン機「ディガ

マー トJ、小聞のー角に家経mゲームコーナーを設け 'S
C -3000J 'S G -1000Jおよびその各総ソフトを抜録。 • 

』
丸

かみな りゴロちゃん.21喧 三三| ハ イ ，.，ーオリ ン ピ ック

同時に 4人で楽しめる、

本絡的スポー ツゲーム/

フオ ゾン

パターン認識能カを駆使、

右脳トレー ニングゲーム

イ ンターステラ-

LDによる映像、 5チャ

ンネル採用の宇宙ゲー ムセイブ電子オ リジナ ル TVゲーム

INTER STELLAR PHOZON KAMINARI GORO帽CHAN

1人用TVメダルゲーム

イ醤蜜撃
、¥

長:::.t
エネルギー生命体「バイオ・トロン」

破壊をめざし敵基地に突入するステ

インガー・ウルフ。 敵巨大戦艦 「ギ

ガ、ント 」 の出現、味方ロボット「ポ

ンゴJ との遭遇など多彩なゲー ム展

開で長期安定稼働/

マージャンの楽し

さと、ポーカーの

スリルが合体一一

一-JANPOKER 

J 

メダルゲーム彼自殴畳週官民つ8まt
ては rメダルゲーム渇週世轟匁』を守

ってこ'使刻下さい。

HYPER OLYMPIC 
くお問い合わせ先〉 シグマ商事株式会社

〒150 東京都渋谷区宇田川町13-11

ft03-496-9933 (代)

• s切113enterprises， inc. 
Phone: 03(496)5221 TLX: 0242・2266
13・11Udogowocho Shibuyo・kuTokyo. Jopon 

.・
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ー
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出展各社 • ー 出展各社

21st A Cllt ，w‘;IC illC S 21st A t ，W‘ s SC 、v 写真特集 IISC e e C 、v 写真特集

ナ ム
ー

カ 11 11 1 1 大 東 コ目当己 響 ショーで話題のTVゲーム画面 |柿本号「恥シンJ…
コ ア 一 ン で掲載したものはニこで省略しました。

TEHKAN立し

、... 
、‘

ファイティングローラー

(金子製作所}

ポッパー

{大森電気}

カンキックキッド

(タイトー}

クイズキング，ぐ-~ I1

(アポロ)

キ
ュ

ー
ブ
ク
エ
ス
ト

(
シ
ミ

a
ト
レ
ッ
ヲ
}

コースを逃べる rポールポジション llJ (コッ 7ピット

~と新型エ 7セルタイプ、 120，シ大~ビデオプロジェク

ターにてIII品).図形を円作φる r7オゾンJなどTV機.

寸宙を背f幻i11
スモスワツト J (参考:1出Ii品)などのIはiか、ロポツト rコ
スモ星丸J rリポンメ一カ一口ポツト J も出g品恒Lた。

同社内〆ダルゲーム機の小間でI立、TV〆ダルゲーム機

fピカレット J をililit，した。これはルーレyトをゲーム
内容としたもので.T Vモニターにルーレツトおよび配

当表が表赤されており、 i躍んだ色あるいは数字が合え1;).'
袋iT-、枚数の〆ダルが払い出される。

l司社アーケー ドゲーム機内小~IIでは段戦をテー?と した

3D効栄町ゐる陥ifiiの rセンジョウJ 、スペースものの
「アウJ (参考H1dla)、 「ガズラーJ を111品.また向社

ラパキャビネ yトのニュータイプでハー7ミラー付与の

「ラパ・デラックス・タイプJ カラーキャビネ yトを紹

1~ した。

紛拘2立機グループの同社l止、オーディ才 ビデオ機総メ

ーカーとしての災高~を踏まえて開発したレーザーV DI草

'Jljの TV ゲーム機 「インターステラーJ を鮫~.これは

コ y クピ>J. !型的手術戦争ゲームで、 3Dコンピ&ータ

ーグラ7イ 1?によるファンタジ 1?な画像、 5チャン

ヰルシステム採)Jlのi阜力ある也・斜i効栄主どが特11<.

-島• 
TX- l 

{辰巳電亭ヱ集)

本バーリーサービス 任 日 物 産天 ア タイ トース一 イ
ン
タ
ー
ス
テ
ラ
1

{
船
井
電
被
}

ゴ
l
ゴ
l
コ
ー
ス
タ
ー

{ユ
エパ
l
サ
ル
)

ザ・ゴルプ

(エポス}

プラふゾン

{データイースト)

ミスタードゥ対ユニヨーン

{ユニパーザル)

'薗画面
同

回減-Fl1 ロ
ポ

y
ト

{ユ
=パ
l
サ
ル
プ
レ
イ
ラ
ン
ド
)

DCシステムのTVカセ yト新作 「スーパーダブルステ
=スJ (本勺 「話題め?ンンJ参照)と字街戦争ゲーム

rプラムゾンJ を発表したほか rプロサッカーJ むJ11品。

なお「パンポリン」は未完成のため出品され;なかった。

またVDt正月!の「幻成大戦j (ベガズバトル)、占い機

「幻魔タロ 1 J‘J 、「ユー ミン j (ディスティニー)など.

r;iJH rドンキ}コングJ rドンキーコングジュニ1'j に
鋭〈 。ドンキーコング"シリーズ者l3 ~単 r ドンキーコン

グ3Jを発表決示した。ニれは上部;にいるドンキーコン

グと終って〈る摂数的ハチたちを、 スタンリー。が殺

虫剤!のスプレーを吹きつけてやっつけていくというコミ

カルゲームで、金書11で3バタ}ンのJ見聞がある。

同lJ:liメダルゲーム|震の小l日lにてaH長し、パリ}ス".. / 

J. rダラープログレシープJ (参考出品)、TV麻雀機
的三J，，;m小~ rプoフィーパーJ 、小型lコンピュ_y_，tj

い険の日制 「ラブテラー』のほか.s la i耶硲i~'~ rリヲ!ミ

ニJ ・中野技師fr C Sスインチングレキ'ュレ-?-jrC

S紙幣I品Ij，待機Jなども紹介した。

ダチョウがカ メをけり il~ばして他の動物たちを倒してい

〈という TVゲーム機 rダチョラー』 をメーンに、TV

麻彼機 「ジャンゴウナイJ.J 、ロジテック製TV?イズ

機「おしゃべリまち〈・J 、サクセス開発的TV野球ゲー

ム機 rプレイポール」 を出品。またf，iJ社新キャピネッ ト

のアップライト型と丸形テープノレも紹介した。

同
園

璽璽量宮
ドク9ーミクロ

(サンリツ電気)

ディスカス

{コアランVテクノロジー}

トライポふ

(コアランドテクノロジー)• • 

。せυロo呂呂ロプロタgさり@fi刻@世 -ミ ッドウヱー社製品

・基板修理・パリーヰ士会製品

のパーツも取扱い中です

フオゾン

パターン認職能力を駆使、

右脳トレーニングゲーム

ハイ/，ーオリンピック

同時に 4人で楽しめる、

本格的スポーツゲーム/

女子バレーボール

世界各国のチームと対戦

時問委:攻撃など本格的/

エクセリオン

異次元空間での戦い。回

り撃ちなど新攻撃続出/

GIANT JACKPOT 

ジャイアント
ジャッタポット

日本で初童霊場/
(オーソドッフスな
スロットマシン〉
電子回路採用

最高6~蛾首け
最高1万校ペイ7コウト

GOLD BALL 

コールド~-I"

GRAND SLAM 

タランドスラム

オーソドックスな
最新フリッn-
P'L'A'Y 
GOLD 8Aしし
をスペルフヲウト

2::まだ1eJ:4Pで対戦スコ3フガ
表示されます。

本格的主主要予定RフリツIiーゲー
ム。

HYPER OL YMPIC PHOZON BIG SPIKERS EXERION 

• 株式会社パリ ー・ジャパン
東京都渋谷区道玄坂 1丁目 14-9 (ソシアル道玄坂)
PHONE 0 3 (4 7 6) 5 9 8 I 干 150

• 販売代理庖募集中
⑧格式舎量主nヲヲス メダルゲーム機の設置遭営につきましては Fメダルゲーふ場運営基準』を守っτご使用下さい。
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出展各社

写真特集w s Ille A“;IC e se d‘ 21st 
四・• 出展各社

写真特集..、vs e A“;IC e Ilse A 21st 
目穴器械機田半栄友ユニエンタープライズリビューターアイス易貿コスエスクワカ

， 
， 
』附圃判長4恥m昔

• 1 <iI' 1 
ー-

カエルの口でポールを受ける 「キtツチャー70，;.-グJ・

ゴリラとジャンケンをする「ジャンケンポンゴJ、普i}Jき

向る魚を釣リ上げる (磁石応用)とその魚の重さが表示

されるといっ魚釣リゲーム rプロフィッシャ-J (参考

出品)などアーケー ドゲーム機と 、自販機 rコyトンキ
ャンデーJ rワァンキ--;>ルーンJを出品した。

アーケー ドゲーム機を 4機械出品した。日米対抗野球め

「野疎ゲームJ、運動会の量産校磁elを採納した 「持たお
し」、動物たちに手紙を西日逮する rl年のゅうぴんやさんJ、

ウサギとカノの競走をテー?としたパチンコ式ゲーム機

の新製品 「うさぎとかめJ を披露.いずれもプライズマ

ンン。

I tjい機とTVゲーム機をfHsib- 白い機1;1:新タイプ rバイ

オリズムマシン」 ほか「サイコロンJ など。TVゲーム

機では F続互Hの体操J rドクターQJ、こ機ill子 rパチ
フィーパ-J 、参考出品として赤ずさんちゃんが換と戦

うイースタンコマース開発 rブロックパスター」、ドル

袋を』拒めるイタリ 7・ザyカリア社 r7;ドーマヰ-J・

• • 

専
業
D

B
と
し
て
の

地
位
確
立
を
模
索

名
メ
ー
カ
ー
の
い
ろ
い
ろ

な
機
械
を
扱
う
デ
ィ
ス
ト
リ

ビ
ュ

l
タ
ー
は
、
日
本
に
お

け
る
テ
イ
ス
ト
リ
ピ
ュ

l
タ

-
-
シ
y

プ
の
総
立
を
訴
、
ぇ
、

そ
の
地
位
を
問
め
て
い
く
姿

勢
を
そ
れ
ぞ
れ
に
強
調
し
た
。

今
回
の
シ
ョ
ー
に
は
専
業

の
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
み
|
タ
ー

が
凶
佐
山
山
田
慨
。
エ
ス
コ
貿
易

と
カ
ワ
ク
ス
は
ア
ー
ケ
ー
ド

機
を
中
心
に
T
V
機
を山山回附

し
た
。
と
く
に
初
出
展
し
た

総
点
問
は
谷
川
内
ア
ー
ケ
ー
ド
出
械

の
ほ
か
附
柊
機
、
パ
ー
ツ
な

ど、
b
出
品
し
取
扱
い
尚
口
聞
の

悩
広
さ
を
示
し
た
。
ま
た
岐

阜
特
機
は
各
メ
ー
カ
ー
の

T

V
ゲ

l
ム
機
新
作
を
出
品
。

し
か
し

一
方
で
布
カ
メ
ー

カ
ー
が
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ

ュ
ー

タ
ー
の
機
能
を
来
た
し
て
い

る
わ
が
同
の
現
状
で
は
、
専

業
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ

1
7
ー

の
地
似
の
降
立
に
は
ま
だ
ま

だ
絞
家
が
続
い
て
い
る
。

品〆ーカーの'fVゲーム除、プライ丈マシン、Iljい機、
その他アーケー ド燃やキャビネ yトなどを総合的に展示

した. セ If社 、 ジャレコ、新Fl4'企I~Ji.大3Rtt終、大森
fE父、ユニエン7ープライズ.7 Iレファ'i[t千、 セイプft

子、および-;>"7トンプ rパーテ・イJ などれ討ゲーム機の

ほか rミニアップロポJ r無人おf，l;1島ンステムJなど。

「コスモヲァイタ-6:11ロ/J rラyキ-:;レーン」 、

今m1i T工業的クレーン機 rプチッコ J のfJ.カカトヴ ~i

作所‘カプコン、f，tEi商事合ど各Hアーケード機.ロボ
ットのACfと戦ヲユニパーサルプレイラン ド狽TVゲー
ム機 Fロポ yトJのほか悶内イj:})ノーカーのTVゲーム

機、またグローリ一日ij待機、地J;Ji昔器具など(，M示した。

サ jレ一/¥ 一一
ミミJr』 tFILEE，eh書世

.，..，~ 

二L

￥TSL01 #A'" 
Aん但.ISL

ンロ卜一

... ••• ••• 4FOUR 

-フ一口

• 

機特阜岐商当証公
II'/C' / 

。
• • 

4 4i 
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同社アーケードゲーム機の小|日lでは、 3機憾のTVゲー

ム俊新作を披露した.ハンマーとプロ yク孫として'敵を

や勺つけてい< rミスタードヮ対ユニコーンJ、ジ;l..'y 

トコースターのレールのJてを歩いてi並む「ゴーゴーコー
スターJ、丸太やシーソーの上をジャンプしながら渡っ

ていく「ジャンピング ・ジヤツクJ を:Jj品。

同剖〆ダノレゲーム機の小間て・は‘スロ yトマンンを 4機

秘展示.3リールlラインの r3コインマルチプライヤ

-J 、3リール5ライン r5ラインベイ』町新製品2f且

と従来機「アメリカーナマーク VJ rダイナマイ トJ・

このほか私出しが趨向迷で紙幣の安楽と'ちらでも議JiIJ可

能な〆 ダル貸機 ruN -8300D XJを出品した。

ドミノ遊びをテー?としたTVゲーム倹 「ドミ -J (テ

クノスジャパン開発)を中心に、 f12光点滅式プライズマ
シン「 ドグマXJ (太陽自動機事Q)、占い機「ラブテラ

ーJ (日創製)を出品。なおハンドルとプレー寺、アク

セル、シ7トレバーを主張作するTVドライブゲーム機rA

ーパーチャージド4Jは未完成のため出品されなかった.

国内メーカーのTVゲーム機新製品にしぼって出品。タ

イト_ rレーザーグランプリ J r女子パレーボールfウ
ルトラ7イズJ、データイースト rスーバーダブルステ

ニス」 ‘新日本企画 r?ングラムQJ、ジャレコ「エク
セリオンJ 、日本物産 「ジャンゴウナイト J 、セイ 7・11t

子「スティンガーJなど。

TVゲーム機、その他アーケードゲーム機のほか両替機

や書11品などむ出品した。セが社、タイト一、コナ E工業、

ユニバーサル、ユニエンタープライズなどの新製品およ

びオルカ製TV宇'市峨争ゲーム機 rドッグファイ トJ も

出品。また友栄、太鶴自動機などのアーケー ド機のほか

光ili3俄材のバ一人前稼機.キャビネ yトb展示.
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ゲームの

しくみと働き

|連載第 2回』

• ビデオ

ーもEH 

• • 

.‘. 品卸.
白

F
剛

!
A酬お

前
臨
は
、
第

・
闘
臼
と
い

ぬ

う
こ
と
も
あ
っ
て
、
ま
ず
、

出

ビ
デ
オ

・
ゲ
|
ム
の
大
ざ
っ

品

ぱ
な
総
成
と
し
て
、

P
C
ポ

出

l
ド
組
立
口
問
、
テ
レ
ビ
総
泣

品

目問
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

・
ポ
l

e
M
 
日叩

ド
団
組
立
回
仰
の
と
つ
の
製
紫
に

日

分
け
ら
れ
る
ニ
と
を
説
明
し

串凹

ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
テ
レ

同

ピ
の
阿
簡
が
、
ピ
ク
セ
ル
(
絵

ふ

紫
ま
た
は
簡
素
)
と
い
う
映

・

咽

}

む

像
の
廿
搭
に
な
る
占
、
で
繍
成
さ

品

れ
て
い
る
こ
と
を
必
明

L
.

，. お

次
い
で
、
ラ
ジ
オ
と
テ
レ
ビ

諸

の
送

・
受
ハ
い
の
し
く
み
の
紛

-z ね

途
を
比
絞
し
て
、
テ
レ
ビ
の

お

場
合
は
、
直
列
伝
送
と
い
う

・・品
伝
送
方
法
が
佼
わ
れ
て
い
る

山

ニ
と
を
説
明
し
ま
し
た
。
そ

•• 
ぬ

し
て
、
最
後
に
、
テ
レ
ビ
の

ロ

場
合
は
、
毎
秒
て一
イ
枚
の
阿

・・ぷ
耐
が
送
ら
れ
て
お
り
、

一
牧

内
J

却

の
嗣
而
品
川
走
し話
輔
の
数
が
五

G

品

二
五
本
で
あ
る
と
い
う
と
こ
走
炎
に
お
け
る
光
恨
の
こ

……

ろ
ま
で
殻
明
い
た
し
ま
し
た
。
と
を
走
資
点

(
ス
キ
ャ
ン
ニ

ぷ

今
回
の
第
二
回
目
は
、
そ
の
ン
グ

・
ス
ポ

ッ
ト
ま
た
は
ス

制

定
資
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
入
キ
ャ
ニ
ン
グ
・ポ
イ
ン
ト
)

M

っ
て
い
き
ま
す
。

と
言
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ

訟

の
走
査
点
が
阿
簡
を
中
走
査
す

川
川

走
査

日

る
こ
と
に
よ
っ
て
儲
か
れ
る

品

い
ま
、
テ
レ
ビ

・
カ
メ
ラ
線
を
定
命
線

(
ス
キ
ャ
ン
ニ

日

(
搬
像
管
)
で
、
あ
る
光
景
ン
グ

・
ラ
イ
ン
)
と
言
い
ま

品

を
城
山似
し
て
い
る
場
合
、
そ

す

。

間

企
雌
像
管
に
結
ば
れ
た
脳
像
こ
の
走
tz
の
H
M
方
は
、
ち

品

一は
、
多
数
の
州
索
か
ら
榔
成
ょ
う
ど
開
制
撤
回き
の
本
を
説
む
の
す
「
下
を
さ
ら
に
友
か
ら

一一
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
と
き
の
税
線

(回
線
と
い
っ
布
へ
走
資
し
て
、
順
々
に
附

ゐ

作

品

そ
の
間
紫
が
も
っ
て
い
る
情
方
が
今
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
じ
こ
と
を
繰
り
返
し
て
次
第

M

報

(光
の
明
階
、
色
)
は

、

が

)
の
動
き
に
似
て
い
ま
す
に
上
か
ら
下
へ
移
っ
て
い
く

泊

カ
メ
ラ
で
写
し
て
い
る
光
訟
の
で
、
ち
ょ
っ
と
恕
除
し
て
と
、
全
阿
前
が

一
線
に
走
査

却

の
変
化
に
と
も
な
っ
て
時
々
み
て
下
さ
い

。
ま
ず
、
祝
拍
糊
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

泊
刻
々
変
化
し
て
い
き
ま
す
。

は
、
本
の
貨
の
最
初
の
行
の
こ
の
場
合
、
体
制
方
向
に
定

出

こ
の
岡
市
系
金
休
の
も
つ
情
報
左
端
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
、
子
ピ
|
ム
を
移
動
さ
せ
る
定

詰

は
、
第
回
目
で
述
べ
た
よ
訂
端
ま
で
い

っ
て
、
そ
こ
で
す
貨
を
水
平
走
貨
と
よ旨
い

、
定

お

ヲ
な
理
向
か
ら

一
括

し

て

電

転

し

て

、
二
行
開
の
丘
抑
制
森
拍
帽
を
上
か
ら
下
へ
少
し
ず

一一

気
銭
円
刀
と
し
て
取
り
出
し
て
へ
移
り
、
そ
こ
か
ら
、
ま
た
つ
ず
句
せ
て
い
く
定
格
を
象

品
並
列
伝
送
す
る
こ
と
は
山
山
米
小
川
端
へ
と
視
線
を
移
品
則
し
て
、
直
走
読
と
Z

一一
一
回
い
ま
す
。
そ
し

一一

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
畑
町
像
行
順
次
、
行
を
下
が
っ
て
い
っ
て
、
こ
の
水
平
定
資
と
霊
前

ゐ
の
中
で
情
報
の
順
序
を
付
け
て
、
最
下
行
ま
で
読
み
終
る
走
査
を
同
時
に
行
っ
て
、
そ

て
.
そ
の
順
序
に
し
た
が
っ
と
次
の
真
に
移
リ
ま
す
。
テ

の

紡

果

、
商
而
に
で
き
る
走

60% 

a 

(.)垂直のニぎり披の場合

し
て
も
あ
る
桟
皮
は
存
在
す

る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
だ
け

画
簡
を
見
に
く
く
し
ま
す
。

そ
こ
で
、
笑
際
の
場
介
に
は
、

送
信
側
で
は
、
水
平
、
愛
也

の
制
線
期
間
を
利
用
し
て
、

回
帰
線
消
去
何
匂
を
閃
期
信
号

と
と
も
に
剛
山
レ
ベ
ル
以
下
の

幻
号
レ
ベ
ル
に
し
て
川
浩
一
倍
し

て
こ
の
影
響
を
な
く
す
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

なわぬ
、
こ
こ
で
、
な
ぜ
飛

越
中
施
設
と
い
う
よ
う
な
後
雑

な
方
法
が
係
則
さ
れ
て
い
る

の
か
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

フ
ィ

ー
ル
ド
走
査
を
行
っ

て
い
る
と
き
に
、
ブ
ラ
ウ
ン

管
の
蛍
光
面
に
で
き
る
予
ス

タ
ー
は
、
電
子
ピ

l
ム
が
蛍
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、

光
休
に
当
た
る
こ
と
に
よ
っ
フ
ィ
ー
ル
ド
の
走
査
時
間
を

て
生
じ
ま
す
。
そ
し
て
発
光
怨
か
く
す
る
こ
と
が
必
婆
に

し
て
い
る
の
は
電
子
ピ
|
ム
な
っ
て
き
ま
す
。
し
た
が
っ

ン

が
蛍
光
体
に
当
っ
て
い
る
川
て
、
フ
レ
ー
ム
の
走
盗
時
間

'

と
、
賞
光
休
の
残
光
特
性
に
が
決
ま
っ
て
い
れ
ば
、

一
回

、〉

よ
っ
て
光
り
方
が
弱
ま
り
な
の
フ
レ
ー
ム
定
士
況
を

一
回
の

マ

が
ら
も
、
な
お
光
が
銭
っ
て
フ
ィ

ー
ル
ド
定
裁
で
行
う
よ

じ

い
る
時
間
だ
け
で
、
そ
れ
以
リ
、

三一
凶
の
フ
ィ
ー
ル
ド
走

i
外
の
時
間
は
、
賃
光
休
は
光
経
に
し
た
十
月
が
+
定
作
吋
問
が

-

F

っ
て
い
な
い
状
態
で
す
。
佼
半
分
に
紛
帥
相
さ
れ
る
の
で
、

〕

一
笹
的
に
み
ま
す
と
、
上
部
が
そ
れ
だ
け
、
ち
ら
つ
き
が
感

h
J
一
定
了
ピ
|
ム
に
よ
リ
光
っ
て
じ
ら
れ
主
く
な
リ
ま
す
。
こ

一
い
た
と
す
る
と
、
中
央
部
は
の
よ
う
本
潔
白
か
ら
、
飛
越

一
定
査
の
直
前
で
す
か
ら
光
っ
走
査
が
採
用
さ
れ
て
い
る
の

一
て
い
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
で
す
。

一
こ
の
よ
う
に
、

一
本
の
フ
ィ

)

-

J

げ

の
こ
ue
り
波

一
!
ル
ド
期
間
中
ラ
ス
タ
ー
は

一
一
線
に
光
っ
て
い
る
の
で
は
ブ
ラ
ウ
ン
管
の
カ
ソ
ー
ド

一
な
く
、
走
資
し
て
い
る
佼
置

(陰
緩
)
か
ら
の
従
チ
ピ
|

号
一

の
明
る
さ
を
頂
点
と
し
て
明
ム
に
よ
り
前
述
の
よ
う
な
水

均
一

る
さ
に
傾
斜
を
も
っ
て
い
る
半
走
森
と
愛
直
走
伐
を
行
、
7

2
一
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
た
め
に
は
、
の
こ

g
リ
波
が

第
一

こ
の
傾
斜
の
皮
〈
円
い
は
間
耐

一
の
明
る
さ
が
明
る
い
は
ど
急

叩
一

に
な
り
、

-
回
の
垂
直
走
査

月
一

の
所
要
時
間
が
臣
官
い
ほ
ど
光

1
一
っ
て

い
る
部
分
の
函
耐
に
対

年
一す
る
面
積
待
度
が
小
さ
く
な

3
一
っ
て
、
人
間
の
日
に
は
ち
ら

8
一
つ
き
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に

日
一
な
り
ま
す
。
二
方
、
図
面
の

一
明
る
さ
は
、
で
き
る
だ
け
明

)
一
る
い
こ
と
が
袈
求
さ
れ
ま
す

げ一

の
で
、
ち
ら
つ
き
を
感
じ
な

，t
、

屯
庄
ま
た
は
氾
流

可よ
庄
ま
た
は
司E
流 l/" Id ¥e 
a : 卜 』

持一一ー拘[効縫合，)輯|制ー+ドべ川崎1111， 
I T 1 対線刻t::ll
持一一一ー一定資期fBJ
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b 

て
順
次
情
報
を
送
り
出
す
よ
レ
ピ
の
場
合
は
、
搬
像
伊
闘
の

う
に
し
ま
す
。
そ
う
し
て
、
簡
崎
町
を
長
成
し
て
い
る
而
お

テ
レ
ビ
の
受
像
管
の

{
ビ
デ
よ
ぴ
交
像
管
の
蛍
光
而
の
上

オ

・
モ
ニ
タ
ー
)
の
中
で
も
を
電
チ
ビ
|
ム
と
い
う
視
線

同
様
な
方
法
で
、
順
次
到
治
で
追
っ
て
い
〈
と
い
う
方
法

し
た
情
報
を
鍛
像
管
に
紡
ぱ
を
と

っ
て
い
ま
す
。

れ
た
阿
品開
の
佼
置
に
対
応
す

ω

る
よ
う
に
順
序
泌
り
に
並
べ

(

て
幽
像
を
荷
現
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
テ
レ
ビ
(
ま

た
は
写
真
伝
送
)
に
お

い
て
、

画
像
を
構
成
す
る
阿
索
に
電

子
ビ

1
ム
(
ま
た
は
光
)
を

一
定
の
順
序
で
あ
て
て
、
電

気
信
号
に
変
換

(分
解
)
し

た
り
、
そ
の
反
対
に
従
気
伝

号
に
応
じ
た
問
索
を
配
列
(
組

立
)
し
て
画
像
を
一舟
現
す
る

こ
と
を
走
査

(
ス
キ
ャ
ン
ニ

ン
グ
ま
た
は
ス
キ
ャ
ン
)
と

言
い
ま
す
。

走
査
点
と
走
牽
線

t 

のこぎリ放の41'直線候
による也i[5iのひずみ

15750% 

(b)水平のこぎり1止の場合

電
圧
ま
た
は
屯
流

必
安
で
す
。
の
こ
ぎ
り
波
と

い
う
の
は
、
閉山
5
図
の
よ
う

に
時
間
と
と
も
に
氾
庄

(ま

た
は
電
流
}
が
直
線
的
に
増

加
し
て
い
き
、
あ
る
航

(b

占
…
)
に
逃
す
る
と
、
こ
ん
ど

は
遂
に
急
減
し
て
し
ま
う
波

形
の
・
』
と
で
す
。

こ
の
波
形
を
水
平
定
住
と

し
て
用
い
た
場
人
引
に
は
、

a

卜
M

…
か
ら
b
占
…
ま
で
が
電
子
ビ

ー
ム
を
左
か
ら
有
に
定
K

怨
す

る
の
に
必
要
な
期
間
で
‘
こ

の
期
間
を
水
平
有
効
先
先
期

間
と
い
い

‘
b
点
か
ら
C
出…

ま
で
が
泡
子
ビ
ー
ム
を
布
か

ら
た
に
走
夜
す
る
の
に
要
す

る
期
間
で
、
こ
れ
を
水
平
総

線
期
間
と
言
い
ま
す
。

ま
た
、
の
こ
ド
さ
リ
波
を
宿

直
定
殺
と
し
て
川
い
た
州
場
人
い

に
は
、

aぶ
か
ら
b
山
…
ま
で

が
従
下
ど
|
ム
を
上
か
ら
下

に
走
併
す
る
の
に
嗣
ー
す
る
期

間
で
、
こ
れ
を
市
夜
布
効
定

作
期
間
と
い
い
、

b
点
か
ら

C
山
…
ま
で
の
則
附
は
近
子
ビ

ー
ム
を
下
か
ら
よ
に
定
作
す

る
の
に
援
す
る
則
問
で
、
こ

れ
を
吊
明
白
保
線
期
間
と
い
い

ま
す
。
あ
5
閃
に
お
い
て
、

a
d

か
ら
b
行
ま
で
の
期
間
が
車

線
で
な
い
と
、
柄
引
6
悶
に
示

す
よ
う
に
刷
耐
に
ひ
ず
み
が

(
走
査
線
)

水
平
走
査
と
垂
直
走
査

こ
の
よ
、
す
に
、
脳
同
を
走

査
す
る
場
介
、
同
而
の
左
上

の
隅
か
ら
お
へ
阿
前
卜
い
を
定

貸
し
て
い
き
、
こ
れ
が
す
む

と
再
び
症
の
端
へ
帰
っ
て
第

働
の
走
査
線
に
接
近
し
て
そ

2 
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図6

で
き
ま
す
。

第
6
図
川
は
頚
也
の
、
}ぎ

り
放
の
場
合
で
、

ー
の
よ
う

に
矧
が
つ
ぶ
れ
て
い
る
と
悩

而
の
下
側
が
ち
ぢ
み
、

2
の

よ
う
に
頭
が
そ
ろ
っ
て
い
る

と
下
側
が
の
び
て
し
ま
い
ま

す
。ま
た
、
川
加
は
水
一干
の
こ
ぎ

り
波
の
場
合
で
、
ー
の
よ
う

に
綴
が
つ
ぶ
れ
て
い
る
と
州

聞
の
れ
側
が
ち
ぢ
み
、
2
め

よ
う
に
そ
っ
て
い
る
と
右
側

が
の
び
て
し
ま
い
ま
す
。
し

た
が
っ
て
水
一午
、
帯型
一位
の
耐

の
こ
ぎ
り
波
と
も
第
6
凶
川
内

と

ωの
市
…
線
で
一
不
す
よ
う
に

直
線
に
な
っ
て
い
な
け
れ
ば

な
リ
ま
せ
ん
。

(8) 

偏
向

制
叩
像
管
内
の
ω
U
ドバ
品協
を
走

査
し
た
り
、
受
像
管
の
蛍
光

簡
を
港
公
し
て
ラ
ス
タ
ー
を

つ
く
る
た
め
に
は
、
受
像
管

の
屯
子
鋭
か
ら
山
山
る
也
子
ピ

i
ム
を
上
下
、
た
布
に
振
ら

せ
る
必
.
袋
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
を
偏
向

(
デ
ウ
レ
タ
ン
ヨ

ン
)
と
ぢ
い
ま
す
。

(1)) 1tt般偏向( .) '1'{t;[1 ([日"・1

守

f
d偏
向

査
線
の
軌
跡
を
ラ
ス
タ
ー
と

い
い
ま
す
。
受
像
符

(ブ
ラ

ウ
ン
符
)
で
は
‘
一
定
部
闘
が
入

っ
て
い
れ
ば
、
阿
像
の
い
じ
川
口
す

を
受
け
て
い
な
い
と
き
に
も

ラ
ス
タ
ー
は
山
山
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば
、
テ
レ
ビ
の
放
送

が
終
っ
て
、
一州
耐
に
何
の
映

像

L
山
主
く
な
っ
た
あ
と
、

岡
山
が
た
だ
白
〈
光
っ
て
い

る
の
が
ラ
ス
タ
ー
で
す
。

(4) 

順
次
走
査
と
飛
越
走
査

付
本
の
テ
レ
ビ
放
送
の
州
場

合
は
、
走
資
総
の
料
叫
が
五
一“

五
本
で
、
岡
山
の
縦
続
比
が

3
対
4
で、

一
秒
間
に
三
十

枚
の
幽
耐
と
い
う
よ
う
に
決

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
走
査
方

法
に
つ
い
て
は
、
先
に
述
べ

I 

電

主

苫

4' 

5' 

走査線

、
こc_ ームー
、

一ーー再三』ぐ国4 ーーーー一

、
__-ーー T 、

ー‘・ー一ー、・、----、

ーーーー・圃・闘停--『礎， ー¥ 、
順次走伝

4量線
1 

2 

' o 

6 

3 

4 

た
い
州
加
の
よ
か
ら
下
へ
脈
々

に
走
存
，
す
る
十
刀
法

(順
次
定

作
)
と
は
少
し
巡
っ
た
方
法

2 

4 

6 

A 
1 

71-ζZアレ二ーュ、」官ご=t---ー
三ニニ包

B 

3 

を
と
る
よ
う
に
決
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

そ
の
少
し
巡
っ
た
方
法
と

い
7
の
は
、
部
川
越
走
脊
.(
イ
ン

タ
ー
レ
l
ス
ド

・
ス
キ
ャ
ン

ニ
ン
グ
)
と
い
う
方
法
で
す
。

第
3
閣
の
よ
う
に
、
A
ぶ

か
ら
走
kmを
は
じ
め
て
、
実

図

B 

川
町
礼
儀
偏
向

水平偏lilJコイル

(H， H，) 

IH 匂'"'I'rEB 
{水平偏lil)"正副()

屯
チ
ビ
ー
ム
は
定
子
の
流

れ
で
す
か
ら
、
屯
界
や
磁
界

の
中
を
通
る
と
き
、
そ
の
影

響
を
会
け
て
、
進
行
十
刀
向
が

品川
げ
ら
れ
ま
す
。
第
7
闘
に

そ
の
原
理
を
示
し
ま
す
。
定

子
ビ

i
ム
を
水
平
方
向
に
偏

向
さ
せ
る
こ
と
を
水
平
一
偏
向

と
い
い
、
恭
一
直
方
'
川
に
偏
向

水
ヂ
偏
向

帆
柑
の
通
リ
忠
則
数
番
の
走
資
だ

け
を

B
ι…
ま
で
泌
秒
で
行
い、

次
の
V

揃
秒
で
例
数
帯
日
の
走

資
を
叶慨
柏
帽
の
よ
う
に
行
い
ま

す。
(5) 

フ
ィ
ー
ル
ド
と
フ
レ
ー
ム

飛
越
走
t
況
に
於
て
、

一
本

お
き
の
あ
ら
い
走
査
で
で
き

る
.
幽
耐
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
呼

び
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
l

フ
ィ
ー
ル
ド
の
走
後
線
の
数

は

一
六
ご

・
一点
本
と
な
り
ま

す
。
そ
し
て
、
こ
の
フ
ィ
ー

ル
ド
走
査
を
2
回
行
っ
て
外

ら
れ
る

一
一
絞
め
完
全
な
間
像

を
フ
レ
ー
ム
と
呼
び
ま
す
。

(S) 

帰
線
と
帰
線
期
間

図2

第
4
阿
闘
に
於
て
、
ー
か
ら

r
の
水
平
走
査
に
引
き
絞
い

て
.
2
か
ら
2
の
水
平
走
査

を
行
う
場
A
H
に、

rか
ら
2

へ
知
る
線
(
般
線
)
を
船
級

(ブ
ラ
ン
キ
ン
グ
)
と
言
い

ま
す
。
ま
た
、
そ
の
則
聞
を

帰
線
期
間
(ブ
ラ
ン
キ
ン
グ
・

ピ
リ
オ
ド
)
と
一戸一一日
い
ま
す
。

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
こ

の
同町
線
期
間
は
一級
か
い
ほ
ど

よ
い
の
で
す
が
、
い
く
ら
な

ん
で
も
瞬
間
に

L
ど
す
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
か
ら
、
ど
う

-
4
S
S
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• 

ωH峨
屯
偏
向

{司主砲偏向~~ι1IV 

水平{師向I!<

(H IH，) 

委副{回向絞

(V，V，) 

屯イm銃

さ
せ
る
こ
と
を
添
い
前
偏
向
と

い
い
ま
す
。

あ
8
凶
の

ω関
は
が
叫
鍛
偏

向
の
桃
成
を
一が
し
、

ω閃
は

的
氾
一偏
向
の
開
制
成
を
示
し
ま

す
。
テ
レ
ビ
に
は
こ
の
辺
綴

偏
向
が
係
則
さ
れ
て
い
ま
す
。

電
磁
偏
向
は
、
コ
イ
ル
に

電
流
を
流
す
と
磁
界
が
発
生

(親桁)力 (運動する方向)

磁界 (磁来的方向)

(人さL指)

む制((1)

図 9 フレミング岩手の~"[I

(中指)1ttiitの方ItiJ

偏IftJの117.1'1¥

磁界{φ)

<> 

図7

合 力(P)

人さし指

親指

し
ま
す
が
、
こ
の
磁
界
に
よ

っ
て
屯
子
ビ

i
ム
を
悩
向
さ

せ
る
も
の
で
、
こ
れ
は
あ
9

閃
に
ぷ
す
よ
う
に
、
ワ
レ
ミ

ン
グ
の
ぶ
手
の
法
則
を
応
川

し
た
も
の
で
す
。

飛車車走資• 受像'.1

B:. 
Eヨ

平
素
は
柑
惜
別
の
お
引
き
立
て
を
賜
り
、

げ
ま
す
。

こ
の
た
び
弊
社
が
発
売
予
定
致
し
て
お
り
ま
す
ア
イ
レ
ム

P
T
L
シ
リ
ー
ズ
第
三
弾
「
ス
パ
ー
ク
シ
ョ
ッ
ト
」
は
、
弊

栓
が
独
自
に
開
発
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
製
品
で
あ
り
、
こ
の
製

品
に
関
す
る
一
切
の
権
利
は
弊
社
が
所
有
し
て
お
り
ま
す
。

従
っ
て
、
弊
社
に
無
断
で
こ
れ
を
模
倣
し
、
文
は
類
似
す

る
製
品
を
製
造
販
売
し
、
文
設
置
、
使
用
す
る
等
の
行
為
は
、

工
業
所
有
権
法
等
に
抵
触
し
、
弊
社
の
正
当
な
権
利
を
侵
害

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
の
行
為
の
な
い
よ
う

充
分
ご
注
意
を
賜
り
、
業
界
秩
序
の
維
持
と
、
健
全
な
発
展

の
為
に
、
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

$
6
す
ヲ
。

厚
く
お
礼
申
し
上

昭
和
五
+
八
年
+
月

大
阪
府
松

375 
4官西

2V喜
I!l1Ll一

票訴E
高式 三
嶋会 手
哲社 Z

aュ
Eヨ

平
素
は
格
別
の
お
引
き
立
て
賜
り
、

$
A
V
十
ヲ
。

厚
く
お
礼
申
し
上
げ

こ
の
た
び
弊
社
が
開
発
い
た
し
ま
し
た
新
ゲ
ー
ム
「
ト
ロ

ピ

カ

ル

エ

ン

ジ

ェ

ル

」

は

、

従

来

に

な

い

独

創

的

な

映

像

表
現
を
用
い
、
工
夫
さ
れ
た
画
期
的
な
オ
リ
ジ
ナ
ル
自
信
作

で
あ
り
、
こ
の
製
品
に
関
す
る
一
切
の
権
利
は
弊
社
が
所
有

し
て
お
り
ま
す
。

従
っ
て
ニ
れ
を
無
断
で
模
倣
、
文
は
類
似
す
る
製
品
を
製

造
、
販
売
、
輸
出
、
及
び
こ
れ
ら
の
製
品
を
使
用
し
て
営
業

す
る
行
為
は
、
弊
社
の
正
当
な
権
利
を
侵

害
す
る
ニ
と
に
な

り
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
の
行
為
の
な
い
よ
う
充
分
ご
注
意
を

賜
り
、
業
界
秩
序
の
維
持
、
健
全
な
発
展
の
為
に
皆
織
の
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

昭
和
五
+
八
年
八
月大

阪
府

究官
司 西

2F'喜
取 Ll一

語源2
高式 三
山車会 手
哲社 Z

ガネ

ト

*取リ{・jけ金具、10p;nソケット 、サ

ービス/

・1プレイ、1-4lii1i l'tの切符え可能
・従イライ ?-~)j .l l・機lillH.州iiif[iが

消え、クレジッ トがOになリゲー

ムオーノ〈ーとなる。

.ハリガネ防止機能i'l時間町IfがlWえ.
クレジッ トがOになリゲームオー

ノ〈ーとなる.

ブザー100VI!I(オプション)

・イタズラと同時にブザーがなる。

・ 取り付けは、 ~&fl.iのピンにソケッ

トできし込めばOK.'
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・7勺
いたず.らされると
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ト
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(18) 第三被郎便物程、可

任
天
堂
株
式
会
社

謹

とと
Eヨ

平
素
は
格
別
の
お
引
立
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
で
、
此
度
の
新
製
品

「
ド
ン
キ
l
コ
ン
グ

3
」
は
、
弊
社
が
独

自
に
開
発
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
製
品
で
あ
り
、
こ
の
機
械
に
関
す
る
一

切
の
権
利
の
所
有
者
で
あ
り
ま
す
。

従

っ
て
右
機
械
を
無
断
で
模
倣
、
ま
た
は
こ
れ
に
類
似
す
る
製
品

を
製
造
、
改
造
、
販
売
、
輸
出
、

展
示
等
す
る
行
為
、
も
し
く
は
こ

れ
ら
の
製
品
を
使
用
し
て
営
業
す
る
行
為
は
、
弊
社
の
権
利
を
不
当

に
侵
害
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
、
か
か
る
行
為
の
な
き
ょ
う
充

分
ご
注
意
賜
り
、

業
界
秩
序
の
維
持
、
健
全
な
発
展
の
た
め
に
皆
様

の
ご
協
力
を
・
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

昭
和
五
十
八
年
九
月

ゲームマシン

社
一刻AE--一花

武一
臨

機一
群
豊
一酬明
実
一間
信
一摺

第223号

ドンキーコングがハチたちを引き連れて、

フラワーガーデンで暴れ出した。

戦えノスタンリー，スプレーでむかえ撃て/

1983年 11月1日

• 

• 

• 

• 

第三時郵便物認可

PACHINKO 
r--ダービ_DER町

パソコンコーナーを造りませんか。

本社パーソナルコンビュータ事業部

電話03(742)3171内線661富田

ゲームセンターの!賢官首やコーナー

を利則して今人気のパソコンコーナ

ーをi量りませんか。

セガは時代のニーズに応え、パソ

コンショ ップの内外務}切を絡'!i.な

依段でお引受け し ます。 勿論、勝J~生

から巡営までセガの社員が責任をも

ってご指導致します。

は
じ
い
た
去
が
セ
1
7
穴
に
入
る
と
投
票
馬
の
ス
ピ

ー
ド
が
あ
が
る
/
的
中
す
る
と
メ
ダ
ル
が
払
い
戻
さ

れ
る
熱
中
銭
馬
メ
ダ
ル
ゲ
l
ム
グ

お
な
じ
み
ジ
ャ
ン
ケ
ン
ポ
ン
が
ビ
デ
オ
ゲ
l
ム
に
な

っ
た
。
ジ
ャ
ン
ケ
ン
に
勝
っ
と
ア
ミ
ダ
ゲ
l
ム
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
て
景
品
の
チ
ャ
ン
ス
が

ゲームマシン

• -・ー .圃圃・・. . 圃.・園田

.掌な風格と敏蓄、なメカニズムーー

ルーレツトの真髄を極めた本格的

全自動ルーレット・メダルゲーム。

メダルゲーム搬の設置運営につ事まιては
rメダルゲーム場選営基準J を守ってご使用下さい。

人
気
持
制
挫
折
の
ア
ス
ト
ロ
ン
・
ベ
ル
ト
に
続
く
ビ
デ
オ
デ
ィ
ス
ク

ゲ
l
ム
シ
リ
ー
ズ
第

2
弾
登
場
〆

連
続
す
る
ス
リ
ル
、
迫
真
の
シ

1
ン
、
思
わ
ず
手
に
汗
に

g
る

興
奮
の
ス
ペ
ー
ス
・
ゲ
ー
ム
。

ROULETTE 
KING 

第223号

セガ・スターブレィザー

1983年11月1日( 19) 

ヱク包リオン

議吾火
員火

議ふ1挙喝轡

A
Mン
ョ
ー
を
見
て

J務

森

本
日
は
お
忙
し
い
と
こ

ろ
を
恐
れ
い
り
ま
す
。
早
速

で
す
が
、
社
長
は
札
幌
で
、

ゲ
l
ム
場
の
他
い
ろ
い
ろ
な

事
業
を
お
持
ち
と
伺
っ
て
お

り
ま
す
が
。

須
貝

ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
以

外
に
映
函
館
、
ボ
ー
リ
ン
グ

場
、
駐
車
場
な
ど
手
が
け
て

お
り
ま
す
。

森

当
商
、
北
海
道
地
区
に

お
い
て
、
こ
の
業
界
に
対
す

る
風
当
り
と
か
、
何
か
こ
れ

と
い

っ
た
問
題
は
ご

g
い
ま

す
か
。

須
貝

ま
あ
比
較
的
の
ん
び

り
と
い
う
か
広
さ
か
ら
来
る

土
地
柄
か
ら
、
平
穏
と
い
う

と
こ
ろ
で
す
。

森

さ
て
、
今
回
の
シ

ョ
ー

を
ご
覧
に
な
っ
て
.
そ
の
ご

感
想
は
?

須
良

一
口
に
一吉
田
い
ま
す
と
、

こ
の
業
界
は
将
来
的
に
は
、

大
変
広
範
闘
の
分
野
に
災
献

す
る
だ
ろ
う
し
、
発
展
す
る

だ
ろ
う
、
と
感
じ
ま
し
た
。

議

特

に
目
を
引
い
た
商
品

は
ご
ざ
い
ま
し
た
か
。

須

貝

レ

ー
ザ
ー
デ
ィ
ス
ク

使
用
の
も
の
と
か
大
型
の
も

の
が
自
に
つ
き
ま
し
た
。
中

で
も
船
弁
さ
ん
の
、
イ
ン
タ

ー
ス
テ
ラ
」
が
、
ゲ
ー
ム
性

は
と
も
か
く
と
し
て
、
映
像

的
に
は
紫
哨
し
い
と
思
い
ま

し
た
。
将
来
が
楽
し
み
で
す

ね
。
正
直
な
と
こ
ろ
、
何
が

、妙、m:"1' W理主議議議
保理g

事態
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も

良
い
の
か
ま
だ
鐙
理
が
つ
き

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
ゲ
ー
ム

パ
タ
ー
ン
と
し
て
は
あ
ま
り

変
っ
て
い
な
い
よ
う
に
思
い

ま
す
。
わ
た
し
は
も
う
少
し

違
っ
た
傾
向
の
モ
ノ
が
出
展

さ
れ
る
か
と
期
待
し
て
い
た

の
で
す
が
。

フ

ィ
ン
ガ
i
・
チ
ェ
ッ
ク

森

例
え
ば

須
貝

今
、
札
幌
で

「
フ
ィ

ン
方
l
・
チ
ェ
ッ
ク
」
と
か

い
う
商
品
が
あ
り
ま
し
て
ね
。

簡
単
に
言
え
ば
そ
の
機
械
に

指
を
入
れ
ま
す
と
‘
そ
の
時

の
健
康
状
態
が

一
闘
で
わ
か

る
と
い
う
も
の
な
の
で
す
が
。

こ
れ
が
当
っ
て
ま
す
ね
。
ゲ

ー
ム
場
ば
か
り
で
な
く
ボ
ー

リ
ン
グ
場
や
サ
ウ
ナ
風
呂
に

設
置
さ
れ
て
、
わ
れ
わ
れ
の

ビ
デ
オ
ゲ
l
ム
以
上
の
売
上

げ
を
記
録
し
て
い
ま
す
。
で
、

今
回
の
シ
ョ
ー
に
ク
イ
ズ
も

の
が
ず
い
ぶ
ん
出
て
い
ま
し

た
け
れ
ど
、
そ
れ
に
健
康
に

関
す
る
問
題
を
入
れ
て
、
例

え
ば
医
者
の
問
診
的
な
も
の

と
か
、
ビ
タ
ミ
ン
と
か
栄
餐

バ
ラ
ン
ス
と
か
、
つ
ま
り
e
健

康
と
の
組
合
せ
e

と
い

っ
た

よ
う
な
も
の
が
欲
し
か
っ
た

で
す
ね
。

森

な
る
ほ
ど
。

須
貝

大
体
、
最
近
の
お
客

さ
ん
は
遊
び
な
が
ら
学
ぶ
と

い
う
方
向
に
む
い
て
き
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
ま
あ
、
見

方
に
も
よ
り
ま
す
が
。
従
っ

て
ゲ
l
ム
オ
升
刻
何
か
と
い

う
形
を
考
え
れ
ば
、
も
っ
と

絡
の
広
い
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
後

姐
怖
が
可
能
で
す
よ
ね
。
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
附
途
は
も
と
よ

り
、
教
育
虚
業
と
か
さ
き
ほ

ど
の
健
康
関
連
産
業
と
か
と

の
ド
ッ
キ
ン
グ
で
す
ね
。
ウ

l
ン
、
ゲ
l
ム
場
に
健
康
維

持
あ
る
い
は
管
寝
あ
る
い
は

ア
ド
バ
イ
ス
す
る
機
織
が
あ

っ
て
、
例
、え
ば
血
圧
に
関
心

の
あ
る
人
が
毎
日
百
円
を
持

っ
て
針
。
に
来
る
図
な
ん
て

ど
う
で
し
ょ
う
。
ま
あ
、
ミ

も

ヰ

の
業
務
は
や
り
方
次
第
で
、

あ
ら
ゆ
る
分
野
に
参
加
で
き

る
と
い
う
‘
』
と
で
す
。

森

会
場
が
変
っ
た
こ
と
に

つ
い
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

わ
た
し
の
場
合
は
札

幌
か
ら
で
す
か
ら
、
こ
の
会

場
は
羽
聞
に
近
い
ぶ
ん
晴
海

よ
り
は
便
利
で
す
。
し
か
し

会
場
の
中
は
い
け
ま
せ
ん
ね
。

三
会
場
に
な
っ
て
い
る
と
ど

う
し
て
も
ウ
ロ
ウ

ロ
し
て
し

ま
い
ま
す
。

森

他
に
お
気
付
き
に
な
っ

た
点
は
?

須
貝

な
に
か
悪
口
の
よ
う

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、

会
場
の
構
成
が
ど
う
も
毎
年

同

一
パ
タ
ー
ン
で
面
白
く
な

い
で
す
ね
。
統

一
が
な
い
と

い
う
か
不
繊
切
と
い
う
か
、

た
だ
単
に
機
械
を
泣
い
て
、

た
だ
容
に
見
て
く
れ
、

で
し

ょ
う
。
大
部
分
の
お
客
さ
ん

は
頭
が
泌
乱
し
た
ま
ま
帰
っ

ち
ゃ
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
?

も
う
少
し
、
機
械
の
並
べ
方

に
し
て
も
全
体
の
配
列
に
し

て
も
統

一
し
て
い
た
方
が
、

見
る
側
か
ら
は
い
い
と
思
い

ま
す
ね
。
そ
れ
か
ら
ほ
と
ん

ど
説
明
が
な
い
で
す
ね
。
で

す
か
ら
、
ゲ
ー
ム
パ
タ
ー
ン

の
変
化
な
ど
は
解
ら
な
い
も

の
が
多
か
っ
た
し
、
イ
ン
ス

循
環
奥
奥
行
様
式
会
縫

ゲ
ス
ト

須
員
富
安
社
長

ヱ
ス
コ
貿
易
総
式
会
役

岨
聞
き
手

森

健

次

郎

ト
ラ
ク
タ
ー
は
見
当
ら
な
い

し
:
・:
。
大
体
、
こ
れ
だ
け

の
お
金
を
か
け
て
メ
ー
カ
ー

は
何
を
ね
ら
っ
て
る
ん
で
し

ょ
う
か
ね
。
あ
る
い
は
協
会

は
?
念
載
が
ど
こ
に
あ
る
の

か
、
ど
う
も
ハ
ッ
キ
リ
し
な

-島

い
こ
と
で
す
。
メ
ー
カ
ー
か

ら
み
て
、
わ
れ
わ
れ
オ
ペ
レ

ー
タ
ー
は
客
で
あ
る
、
と
思

っ
て
い
る
の
で
す
が
、
そ
の

わ
れ
わ
れ
に
対
す
る
印
象
づ

け
と
か
参
加
怠
欲
を
刺
激
す

る
方
針
が
な
い
よ
う
に
思
え

る
ん
で
す
。
具
体
的
に
申
し

ま
す
と
、
業
界
全
般
の
現
状
、

将
来
性
あ
る
い
は
方
向
、
と

い
っ
た
も
の
を
、
資
料
に
ま

と
め
て
配
布
す
る
と
か
、
セ

ミ
ナ
ー
を
闘
い
て
解
説
を
す

る
と
か
、

育
問
い
視
野

・
M
m
恕

が
欲
し
い
わ
け
で
す
。
年
に

一
回
の
行
事
な
の
で
す
か
ら

そ
の
辺
を
も
う
少
し
繁
備
し
、

わ
れ
わ
れ
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に

指
針
を
与
え
将
来
展
箆
を
持

た
せ
て
、
わ
れ
わ
れ
に
ヨ
|

シ
や
っ
て
や
る
か
と
い

っ
た

窓
欲
を
起
さ
せ
る
動
機
づ
け

の
場
に
し
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
ね
。

「き
あ
、
』
い
」
と

い
う
姿
勢
を
笠
み
た
い
で
す

ね。森

最
後
に
全
般
的
な
ご
意

見
を
。
。
。

須

貝

映

両
業
界
で
す
が
、

宇
宙
も
の
や
ら

S
F
も
の
で

復
活
し
ま
し
た
よ
ね
。
そ
れ

が
最
近
は
ま
た
、
人
間
主
体

の
も
の
に
戻
っ
て
来
た
ん
で

す
よ
。
つ
ま
り
原
点
、
基
本

に
戻
っ
た
と
い
う
わ
け
で
す
。

と
か
く、

利
潤
ば
か
り
に

股
が
行
き
が
ち
で
す
が
、
本

来
は
利
潤
は
後
か
ら
米
る
も

の
で
す
か
ら
、
骨
骨
の
ニ
|
ズ

を
把
む
、
対

応
す
る
ゲ
ー

ム
を
柑
提
供
す

る
。
そ
れ
に

は
大
局
に
立

っ
た
幅
広
い

服
カ
が
ま
す

ま
す
必
要
に

な
る
と
思
い

ま
す
。

森

ど
う
も
、

い
ろ
い
ろ
と

食
重
な
ご
教

示
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
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に
不
公
味
で
す
。
巨
人
の
ブ

ー
ツ
は
レ
|

ル
の
よ
に
乗
っ

て
い
て
、
絶
え
ず
ぐ
る
ん
、
る

歩
き
同
っ
て
い
る
の
で
す
。

小
さ
な
子
ど
も
が
'
』
の
巨
人

を
見
た
ら
び
っ
く
り
す
る
だ

ろ
う
.
と
思
わ
ず
に
は
い
ら

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

小
さ
な
動
物
同
と
ベ
ッ
ト

コ
ー
ナ
ー
は
と
て
も
人
%
が

あ
リ
ま
す
。
動
物
の
数
は
少

な
い
で
す
が
‘
シ
マ
ウ
マ
や

ラ
ク
ダ
は
だ
れ
の

U
L
引
く

動
物
で
す
。
小
本
は
楽
し
い

で
す
ね
。
そ
れ
に
ロ
パ
が
た

く
さ
ん
い
て
、
そ
の
そ
ば
に

ロ
パ
に
や
る
少
景
の
え
さ
を

交
る
完
桁
が
あ
り
ま
す
。
木

々
が
武
闘
を
つ
く
っ
て
い
る
湖

の
周
鴎
に
派
手
な
色

め
フ
ラ

ミ
ン
ゴ
の
群
が
ゐ
り
、
メ
リ

バ
l
ク
の
た
ぶ
ん
一
番
き
れ

い
な
コ
ー
ナ
ー
に
な
っ
て
い

ま
す
。

間
以
唱
の
総
隊
で
す
。
こ
の
新

製
品
は
、
前
究
開
で
大
成
功
を

収
め
て
い
る
ト
ル
ネ
|
ド

・

プ
ロ
ダ
ク
ト
討
の
別
品
で
す
。

こ
れ
は
と
て
も
い
い
溢
同
地

ぷ
で
す
。
船
だ
け
で
な
く
、

ト
ル
ネ

l
ド
村
は
耶
む
れ
っ

て
い
ま
す
が
.
取
の
州
場
合
定

行
帥
刊
を
必
る
の
で
た
ぶ
ん
そ

れ
は
ど
人
公
を
附
ば
な
い
で

し
ょ
・
ヲ
。

メ
リ

・
パ

1
ク
の
食
事
施

設
も
紫
附
し
く
、
九
つ
以
上

の
さ
ま
ぎ
ま
な
レ
ス
ト
ラ
ン

が
あ
り
、
令
部
で
・
一
千
七
卜

人
も
の
人
が
何
時
に
食
下
で

き
る
ほ
ど
で
す
。
%
に
妥
山
勺

な
前
川
刊
で
お
い
し
い

ノ
ニ
ュ

ー
と
な
っ
て
い
ま
す
.

ノ
リ

・
パ

l
ク
は
、
や
仙
恨

の
述
比
い
傾
め
て
人
気
の
あ

る
均
所
で
す
。
蹴
出
品時
に
関
す

る
す
べ
て
の
必
明
と
展
示
は

教
官
的
価
飢
が
あ
る
、
と
々

え
ら
れ
て
お
リ
、

ζ

の
こ
と

は
ミ
ニ
動
物
闘
に
つ
い
て
も

あ
て
は
ま
リ
ま
す
。
家
紋
述

れ
に
も
ぴ
っ
た
リ
の
と
こ
ろ

で
、
索
時
閉
し
い
他
打
ち
が
あ

り
ま
す
。
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ク

by 

の

バー

事副
総
は
A
ー
で
も
ノ
リ

・
パ

ー
ク
の
主
な
テ
!
?
で
す
。

動
く
股
引
で
ζ
の
興
味
深
い

昆
虫
の
生
態
を
明
ら
か
に
す

る
ダ
!
ク
ラ
イ
ド
さ
え
あ
り

ま
す
。
官
町枇
暗
に
関
す
る
す
べ

て
の
こ
と
、
ど
う
や
っ
て
伯
郡

衝
が
作
ら
れ
る
の
か
な
ど
が

常
時
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
も
ち
ろ
ん
、
メ
リ

・

パ
ー
ク
の
良
質
の
峰
蜜
や
畝時

事国
製
品
を
買

っ
て
帰
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

ダ
ッ
ジ
e
h

ム
‘
ジ
ャ
イ
ア
ン

ト

・
ス
ウ
ィ
ン
グ
.
モ
ノ
レ

ー
ル
が
設
遣
さ
れ
て
い
ま
す
.

う
ち
モ
ノ
レ
ー
ル
は
欧
州
に

は
め
っ
た
に
な
い
む
の
で
、

こ
れ
に
采
っ
て
メ
リ

・
パ
ー

ク
周
辺
の
美
し
い
長
色
を
限

な
く
栄
し
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。こ
の
近
く
に
可
童
話
の
森
L

へ
の
入
口
が
あ
リ
、
こ
れ
は

子
ど
む
た
ち
だ
け
で
な
く
大

人
た
ち
も
楽
し
ま
せ
て
い
ま

す
。
モ
デ
ル
(
人
形
や
筏
型
)

は
入
念
に
そ
し
て
恕
像
た
く

ま
し
く
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

木
々
の
聞
か
ら
突
然
ト
シ
も

の
狩
た
け
の
日
人
か
歩
き
川

わ
る
の
を
見
る
の
は
、
本
AT4

メ
リ

・
パ
ー
ク
で
行
な
わ

れ
る
シ
ョ

ー
の
ひ
と
つ
に
、

公
を
出
じ
る
オ
ウ
ム
が
あ
リ

ま
す
。

ζ
れ
は
現
ぶ
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
で
人
公
を
集
め
つ
つ
あ

る
ア
イ
デ
ア
で
す
。
ま
た
ダ

ン
ス
を
す
る
噴
水、

-・・・・圃・ベルギ

• 

ウ
ォ

ヨーロツパ通信員

タ

i
シ
ン
フ
方
ニ

ー
も
あ
り

ま
す
。

メ
リ

・
パ
ー
ク
は
毎
年
開

円
か
ら
九
月
ま
で
悶
悶
し
て

い
ま
す
。
ベ
ル
ギ
ー
の
気
候

は
不
幸
に
ら
、
久
、
の
遊
園
地

に
過
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
そ

れ
で
も
拙師事
山
や
鈴
略
国
製
品
の

先
的
だ
け
は
年
中
笹
川
休
で
聞

い
て
い
ま
す
。

メ

まi主;クす周ラそヶ機
す路震の 。采iの|をい
‘馳iこ物外ド設ま
大設の機にゲ ili人
すにはが l.iIす 公
べはか ili多ムるの
リ コメか数場小あ
台剛!リれのがきる
がて浪て・て子bあなゲ
あ 141パいどや)ア 1
t)激Elまも 、|ム

ゲームマシン

バ
ン
列
車
に
す
ご
く
人
気
が

あ
り
、
こ
れ
以
外
に
チ
ェ
ア
・

オ

・
ブ
レ
ー
ン
‘
大
剛
飢
覧
幌
、

ポ
プ
ス
レ
|
、
そ
の
他
の
ス

リ
ル
ラ
イ
ド
か
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ら
す
べ
て
の
そ
ば
に
は

下
人
れ
の
行
き
聞
い
た
維
が

あ
り
、
木
々
か
あ
り
ま
す
。

ね
が

一、
.
-.
迎
間
的
に
知
山

市
を
白川
い
た
オ
ラ
ン
ダ
の
ド
・

エ
フ
テ
リ
ン
グ
滋
附
地
か
・
り

係
リ
入
れ
た
ア
イ
デ
ア
か
・
』

こ
に
は
-e
つ
あ
り
ま
す
・

ひ

と
つ
は
‘
峨
貨
を
入
れ
る
と

ひ
ど
く
び
っ
く
リ
さ
せ
る
と

こ
ろ
か
ら
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を

山
山
す
ド
ン
キ
ー
で
す
。
メ
リ
・

パ
ー
ク
の
ド
ン
キ
ー
は
、
ド
・

エ
フ
テ
リ
ン
グ
と
同
じ
デ
ザ

イ
ン
で
な
く
、
ま
た
さ
ほ
ど

人
公
を
呼
ぶ
場
所
に
置
か
れ

て
い
な
い
の
で
、
比
批
私
的
人

影
は
ま
ば
ら
で
す
。
J
U
う
ひ

と
つ
は
、
し
ゃ
べ
る
ク
ズ
入

れ
で
、
こ
れ
は
通
る
人
に
紙

ク
ズ
や
ゴ
ミ
を
入
れ
て
く
れ

る
よ
う
初
り
か
け
‘
何
か
口

に
入
れ
ら
れ
る
ご
と
に
お
礼

を
お
う
の
で
す
。
子
ど
も
た

ち
に
大
変
人
公
が
あ
り
、
大

す入
。た
b 
vヲ

三，
I創
白
カぎ
つ
-r 

u、
ま

人
気
の
あ
る
動
物

2
つ
の
乗

物

機

区

始
ま
リ
と
な
っ
た
の
で
す
。

今
日
‘

メ
リ

・
パ
ー
ク
は

と
て
も
大
き
く
な
っ
て
、
い

く
つ
か
の
ゾ

l
ン
に
分
か
れ

て
い
ま
す
.
ほ
と
ん
ど
の
人

は
、
そ
れ
以
上
の
科
金
を
払

う
こ
と
な
し
に
、
す
べ
て
の

滋
岡
崎
注
と
乗
り
物
を
好
き

な
だ
け
利
則
で
き
る
「
パ

y

ク
」
入
場
券
を
利
用
し
て
い

ま
す
.
こ
の
方
法
で
入
場
す

る
人
た
ち
は
手
前
に
ス
タ
ン

プ
を
押
し
て
も
ら
う
の
で
、

チ
ケ
ッ
ト
な
し
で
も
問
題
は

起
ら
な
い
の
で
す
。

人
び
と
は
望
む
な
ら
も
っ

と
安
い
入
場
料
で
入
り
、
お

金
を
払
い
自
分
の
好
き
な
遊

間
施
設
を
利
用
す
る・
』
と
も

で
き
ま
す
。
例
え
ば
、
ミ
ニ

動
物
関
や
ペ
ッ
ト
の
コ
ー
ナ

ー
に
だ
け
興
味
が
あ
っ
て
、

来
物
機
に
興
味
め
な
い
人
た

ち
も
い
ま
す
。
こ
の
方
式
は

AOT.
体
と
し
て
は
う
ま
く
い
っ

て
い
る
よ
う
で
す
.

品用
物
機
の
一
以
州
は
こ
つ
あ

り
、
ひ
と
つ
は
人

n
の
す
ぐ

そ
ば
に
あ
り
、
向
転
木
町内、

さ
ら
に
行
く
と
‘
ふ
た
つ

め
の
乗
物
機

・
ゲ
ー
ム
般
一
似

州
に
な
り
ま
す
。
ピ
ー
タ

l

ベ
ル
ギ
ー
海
路
で
絞
も
人

公
の
あ
る
遊
関
崎
訟
は
、
大

衆
的
リ
ゾ
ー
ト
地
で
あ
る
ド

パ
ン
の
す
ぐ
近
く
に
あ
る
ノ

リ

・
パ
ー
ク
で
す
.
こ
の
遊

附
地
は
と
て
も
興
味
深
い
縦

史
を
持
っ
て
い
ま
す
.
 

.
 九
}目

附
年
、
ア
ル
ベ
リ

ッ
ク

・
フ
ロ
リ
ゾ

l
ン
氏
と

い
う
人
物
が
、
ド
パ
ン
の
す

ぐ
外
側
に
あ
る
ア
デ
ィ
ン
ケ

ル
ク
で
養
蜂
業
を
開
始
。
素

晴
し
い
録
蜜
を
生
産
し
、
道

路
わ
き
に
鋒
蜜
の
小
さ
な
先

腐
を
作
り
ま
し
た
.
脇
田
宮
虫
を

山貝
い
に
来
る
客
た
ち
は
、
こ

こ
の
蜜
蜂
の
巣
に
む
同
様
の

興
味
を
示
す
の
で
し
た
。

仕
事
が
と
て
も
う
ま
く
い

っ
た
の
で
、
同
じ
年
か
れ
は

さ
ら
に
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
ブ
ラ
ン
コ
な
ど
を
設
置
し

た
り
、
迷
路
a
u
作
り
ま
し
た
・

そ
し
て
こ
れ
が
.
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
鍛

L
成
功
し
て
い
る
レ

ジ
ャ
ー
遊
間
地
の
ひ
と
つ
の

。唱
。-zrhwz

v-ω
『

〕

『
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上
の
写
真
は
人
気
の
高
い
ベ

y
ト
コ
ー
ナ
ー
の
ロ
パ
.
下
の
写
真
低
木
々
の
中
骨
造
事
ピ
I
タ
ー
バ
ン
列
車

ょ
の
写
真
俗
オ
ウ
ム
の
シ
ョ
ー
が
行
な
わ
れ
る
電
品
開
帯
、
大
型
雇
需品
開
織
。
下
の
写
真
は
人
気
の
あ
る
小
型
a
需品
明
圃司

• 

• 

• 

• • 

• 

• 

• 

い
る
.
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
氏
は
ウ
ィ

リ
ア
ム
ズ
祉
を
石
川
九
年
に
去

リ
、
カ
リ
フ
本
ル
ニ
ア
州
パ

l
ム

・
ス
ト
リ
ン
グ
ス
で
過

ご
し
て
き
た
ニ
と
に
な
る
が
、

米
間
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の

こ
の
間
七
九
年
以
降
ス
タ

l

全
米
協
会
(
支
部
は
な
い
)

ン
祉
の
削
相
談
役
と
し
て
ピ
ン

A
M
O
A
で
は
九
月
十
二
H

ポ
l
ル
開
発
に
一
再
び
着
手
し
、
付
で
、
全
米
各
地
に
あ
る

T

「
フ
ラ
イ
ト

2
0
0
0」
か

V
ゲ
|
ム
僚
の
約
五
O
%
が

ら
「
チ
ー
タ

l
L
ま
で
六
機

A
M
O
A
会
員
に
よ
っ
て
速

神
を
手
が
け
た
.
か
れ
は
、

営
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら

A
M
機
業
界
以
外
で
も
、
米
か
に
し
た
。

同
で
初
め
て
ジ
ェ

ッ
ト

機

を

も

ち

ろ

ん

米

同
で
む
、
A

例
人
で
品
川
士
官
し
た
人
と
し
て

M
O
A
に
加
入
し
て
い
な
い

む
知
ら
れ
て
い
る
・

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
い
る
こ
と

加柿
m闘
は
サ
ン
タ
モ
ニ
カ
で
を
示
し
て
い
る
わ
け
だ
が
、

行
な
わ
れ
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
ニ
の
澗
K

吋
結
果
は
か
な
り
耐

の
築
地
に
か
れ
の
阪
は
期
務
白
い
。
ま
ず
ニ
ニ
で

A
M
O

さ
れ
た

A
会
只
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と

バ
う
と
き
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

を
般
公
し
て
い
る
メ
ー
カ
ー

や
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ

ー
タ
ー

は
除
か
れ
て
い
る
。
純
粋
な

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
で

A
M
O
A

会
対
ど
け
に
焦
点
を
勺
て
て

い
る
の
で
あ
る
。

本
紙
輸
出
制
号
本
側
で
も
紹

介
し
た

A
M
O
A
依
似
に
抜

づ
く
パ

l
ン
ス
タ
イ

ン
社
の

調
脊
結
果
に
よ
れ
ば
、

}
九

八
三
年
末
に
T
V
ゲ
ー
ム
機

は
全
米
に
h
ニ
l
五
万
六
千

台
設
霞
さ
れ
る
と
予
測
さ
れ

て
必
リ
、
こ
の
数
ん
一十
が
か
な

り
現
実
的
と
さ
れ
て
い
る
。

サ
ム

・
ス
タ
ー
ン
氏
が
共
川

経
営
者
と
し
て
入
村
、
そ
し

て
-h
九
年
に
は
制
"
を
ウ
ィ

リ
ア
ム
ズ
氏
か
ら
w
H
い
と
っ

て
し
ま
っ
た
。
ス
タ
ー
ン
氏

は
六
七
年
阿
佐
を
シ
|
パ
|

グ
社
に
先
却
、
そ
の
後
シ
カ

コ
コ
イ
ン
社
を
買
い
と
る
か

た
ち
で
ス
タ
ー
ン

・
エ
レ
ク

ト
ロ
ニ
ク
ス
社
(
制
U
K
は
息

下
の
ゲ
イ
リ
|
-
ス
タ
ー
ン

氏
)
を
設
荻
し
た
。
ウ
ィ
リ

ア
ム
ズ
H

刊
は
シ
|
パ

l
グ
社

の
千
か
ら
エ
ッ
ク
ス
コ
ア
祉

の
千
へ
絡
り
、
さ
ら
に
八

一

年
資
本
を
仙
相
似
し
た
ウ
ィ

リ
ア
ム
ズ
什
は
税
作

L
布
放

の
ウ
リ
ッ
パ
|
、

T

V
ゲ
ー

ム
機
の
メ
ー
カ
ー
て
あ
り
、

川
崎
ぷ
お
の
れ
前
を
と
ど
め
て

ン
ポ

l
ル
削
品
化
お
の
ひ
と
リ

と
し
て
省
名
人
と
な
っ
た

し
か
し
制
祉
は
あ
ま
り
に
小

さ
く
、
ゲ
ー
ム
機
の
メ
ッ
カ

で
あ
る
シ
カ
ゴ
か
ら
途
す
ぎ

た
。
か
れ
は
弓
六
年
シ
カ
コ

へ
H
W
リ
、
ロ
ッ
ク
す

l
vフ
祉
‘

エ
ギ
ツ
ピ
ッ
ト

・
サ
プ
ラ
イ

社
、
パ
リ

1
社
で
ビ
ン
ボ
ー

ル
機
開
発
に
給
を
出
し
た
。

振
り
子
を
応
閉
し
た
テ
イ
ル

ト
機
椛
は
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
氏

に
よ
っ
て
発
明
さ
れ
、

J

一問一

年
に
パ
リ
l
u
nか
ら
党
売
さ

れ
た

「
シ
グ
ナ
ル
」
で
初
め

て
制
限
則
さ
れ
た
つ
ま
り
川

氏
は
ブ
-
-
.
年
以
4
4
絶
え
ず
問

時
凡
打
だ

っ
た
わ
け
て
、
そ
の

ね
川
市
ど
・
』
の
メ
ー
カ
ー
が
製

品
化
す
る
か
は
-
.
の
次
ど
っ

た
の
で
あ
る
か
れ
は
“
を

飽
え
る
特
持
秘
者
で
あ
リ
.
 

.
 
』
れ
ら
の
特
併
の
中
に
は
上

記
以
外
に
リ
セ
ヴ
タ
プ
ル

・

ド
ロ
ッ
プ
タ
ー
ゲ
ッ
ト
も
含

ま
れ
て
い
る
。
そ
し
て
同
氏

は
「
私
は
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
と

号
口
う
よ
リ
む
し
ろ
技
術
者
だ

と
怒
っ
て
い
る
」
と
語
っ
て

、
.-c

-
b
S
E
h
 一
九
四
一
年
、
ウ
ィ
リ
ア

ム
ズ
氏
は
ラ
イ
ン

・
ド
ラ
ン

氏
と
共
に
ユ
ナ
イ
テ
ィ
ッ

ド

泌
造
会
科
を
設
立
。
問
:
戸内

に
は
同
札
を
去
り
、
ウ
ィ
リ

ア
ム
ス

・
マ
ニ
今
ァ
ク
チ

ュ
ア
リ
ン
グ
村
(
後
に
ウ
ィ

リ
ア
ム
ズ

・
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ

ク
ス
悦
に
社
名
公
民
}
を
設

立
し
た
戦
後
の
州
し
午
、

全
米
T
V
ゲ
ー
ム
機
、

会
員
が
半
数
を
所
有

A
M
O
A
の

ハリー ・ウィリアムズ氏 (1976年シカゴ
のMOAショー金場で}ーロジャー・シ

ャープ著 'ピンボールJIJ、ら

ガンのため74歳で

アムズ氏死

こ
れ
に
対
し

A
M
O
A
会
員

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
所
有
運
営

す
る
台
数
は
六

te会一，h
ム
日
あ

る

(
閉
じ
く

A
M
O
A
依
績

に
よ
る
ノ

l
ト
ル
ダ
ム
大
学

の
調
査
結
果
か
ら
)
。
こ
れ

ば

A
M
O
A
会
員
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
が
、
全
米
各
地
の

T
V

ゲ
|
ム
機
の
約
五
O
%
を
オ

ペ
レ

l
卜
し
て
い
る
こ
と
を

示
し
て
お
リ
、

j
l
カ
i
や

デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ

l
タ
ー
に

と
っ
て

A
M
O
A
会

μオ
ペ

レ
ー
タ
ー
が
般
大
の
蹴
昨
粋
で

あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
.

と
し
て
い
る
.
ま
た
川
相
剛
山
行

で
は
‘
以
上
に
加
え
て

T
V

ゲ

l
ム
機
以
外
に
百
十
万
台

の
側
代
作
品
別
式

A
M
幽
械
を

A

M
O

A
会

μオ
ペ
レ
ー
タ
ー

が
所
作
巡
九
百
し
て
い
る
、
と

し
て
い
る
。

ま
た
こ
・
』
で
念
の
た
め
に

書
き
添
え
ね
ば
な
ら
な
い
が
‘

A
M
O
A
に
支
部
は
な
い
。

支
部
は
な
い
が
全
米
各
地
に

約
二
十
ほ
ど
の
ほ
ぼ
州
単
位

の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
協
会
が
あ

る
。
こ
れ
ら
の
ロ
ー
カ
ル
協

会
は
決
し
て

A
M
O
A
の
支

部
で
は
な
い
が
‘
さ
ま
ざ
ま

む
活
動
に
お
い
て
花
い
に
協

力
し
A
H
う
こ
と
は
あ
る
・
決

し
て

A
M
O
A
は
ロ
ー
カ
ル

の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
協
会
を
拘

束
す
る
の
で
は
な
く
、
同
仙
助

だ
け
す
る
の
で
あ
る
.
従
っ

て

A
M
O
A
、
ロ
ー
カ
ル
協

会
に
付
し
て
、
オ
ペ
レ
ー
タ

ー
は
い
州

H
と
し
.
あ
る
い
は

一
万
ど
け
加
入
で
き
る
し
、

加
入
し
な
い
で
む
す
べ
レ

l

卜
し
て
い
け
る
.
し
か
し
協

会
リ
出
動
が
正
し
く
盛
ん
で
あ

れ
ば
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は
進
ん

で
加
入
す
る
も
の
で
あ
る

L
B

そ
・ヲ
な
る
よ
・
ヲ
協
会
活
動
を

山地
位
し
て
い
く
む
の
で
あ
る
。

第三械釦縦拘認可

一
一
目
、
米
間
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
や
っ
て
き
た
同
氏
は
山
円
像
一向

ア
州
パ
|
ム

・
ス
ト
リ
ン
グ
家
を
め
M
E
し
、
そ
れ
な
り
の

ス
の
自
宅
で
、
ガ
ン
の
た
め
成
果
を
収
め
た
。
次
に
か
れ

死
去
し
た
。
半
年
七
十
凶
歳
。
が
挑
戦
し
た
の
は
吋
時
の
サ

川
氏
は
硬
貨
作
動
式
ゲ
|

ム
イ
レ
ン
ト
映
耐
の
端
役
だ
っ

機
応
業
界
に
お
け
る
放
少
な
た
。
0

・
0
年
代
の
の
れ
な
パ

い
先
制
聴
い
引
の
ひ
と
り
で
あ
る
レ
ン
チ
|
/
峡
州
に
も
か
れ

と
と
も
に
.
と
く
に
同
氏
の
は
山
似
し
た
。
紡
川
か
れ
は

功
績
は
際
・
託
っ
て
い
た
・
日

川
州
パ
ロ
|
ア
ル
ト
に
あ
る

氏
は
ニ
ニ
じ
年
問
、
ガ
ン
と
ス
タ
ン
プ
湾
|
ド
大
小
を
か
T

の
附
山
刑
午
前
を
続
け
て
い
た
。
於
。
し
ぼ
・
り
く
し
て
a

・
九
年
¥

ハ
リ
|
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ

A
M
業
凶
作
に
デ
ィ
ス
ト
リ
ピ

氏
は
・
九
O
九
年
、
ニ
ュ

ー

ュ
l
タ
ー
と
し
て
入
っ
て
き

ヨ
ー
ク
で
生
ま
れ
た
が
・

向

た。

分
は
カ
リ
フ
en

ル
ニ
ア
が
加
H

AE-
時
ピ
ン
ポ
|
ル
は
ブ
ー

に
A
n
っ
て
い
る
と
々
、
ぇ
、
後
ム
(

一一

年
か
ら
)
を
迎
え

に
西
海
待
へ
移
っ
て
い
っ
た
。
つ
つ
あ
っ
た
が
、
ウ
ィ
リ
ア

て

0
年
代
初
め
に
内
海
作
へ
ム
ズ
氏
は
か
な
り
の
疑
問
を

感
じ
て
い
た
。
そ
し
て
同
氏

は
偶
然
従
公
級
品
メ
ー
カ
ー

を
訪
れ
た
と
き
、
エ
レ
メ
カ
・

ピ
ン
ポ
ー
ル
が
一
政
の
巾
に
浮

か
び
、
こ
れ
が
後
に
ピ
ン
ボ

ー
ル
の
大
改
革
を
生
む
こ
と

に
な
っ
た
。
ぺ
一
年
か
れ
は

エ
レ
ク
ト
ロ

・
メ
カ
ニ
カ
ル

技
術
を
使
則
し
た
初
の
ピ
ン

ポ
|
ル
機
「
コ
ン
タ
ク
ト
」

の
閃
光
に
成
功
し
た
。
向
機

は
ソ
レ
ノ
イ
ド
を
み
人
し
、

ボ
|
ル
の
動
作
ス
ピ
ー
ド
に

公
化
を
つ
け
、
さ
ら
に
パ
ッ

ク
パ
ネ
ル
の
仰
点
H
d
・
-
小
を
つ

け
た
@
そ
し
て
ヴ
物
品
刈
川市
が

初
め
て
と
り
つ
け
ら
れ
た
。

Z
.
例
年
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
氏

は
ワ
レ
ヴ
ド

・
マ
ク
レ
ナ
ン

氏
と
共
に
バ
ン
プ
イ

y
ク

・

ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
H
U
を
設

立
、

『
コ
ン
タ
ク
ト
」
の
メ

ー
カ
ー
と
し
て
大
成
功
を
収

め
た
。
か
れ
は
こ
う
し
て
ピ

“ピンポールの父

ウィ

の
出
肺
結
常
、
そ
し
て
機
関
銃
な

ど
の
式
総
a

ト
七

Mmと
同
級

併
な
ど
を
含
む
こ
行・
三
十
・六

占…
.
こ
の
彼
盆
は
ず
っ
と
憾

街
で
行
な
わ
れ
て
い
た
が
‘

仙
波
伐
の
大
き
な
手
が
か
り
と

な
っ
た
ゴ

i
チ
ャ
女
史
の
行

動
を
賞
識
し
、
米
関
陸
軍
航

空
隊
婦
人
操
縦
士
隊
員
(
む

ん
と
長
い
名
前
か
。
略
称
W

A
S
P
H
ワ
ス
プ
)
に
ち
な

ん
で
、
彼
女
を
・
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
(
ゲ

l
ム
出
慌
の
運
営

と
い
う
怠
味
の
他
に
抽
問
先
活

動
と
い
・
ヲ
意
味
む
あ
る
)
ワ

ス
プ
・
と
呼
ぴ
‘
市
議
会
で

炎
影
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

摘
は
表
、
起
訴
は
終
了
し
た

後
、
サ
ン
ノ
ゼ
刷
汀
向
酬
は
ゲ
ー

ム
俄
:一
台
と
キ
ャ
シ
ュ
ポ
ヴ

の
オ
ペ
レ
ー
シ

ョ
ン机

umと

林
し
て
、
刷
川
山
日
が
内
山
川
を
必

々
と
進
め
、
つ
い
に
今
年

川
-
}|
川
、
同
作
僚
は
サ
ン

タ
ク
ラ
ラ
併
前
日
と
ア
ル
コ
ー

ル

・
タ
バ
コ

・
ビ
ス
!
ル
取

締
円
刊
の
協
力
を
待
て
‘
大
包

附
綱
て
こ
の
山
を
取
り
閤
ん

で
.

「
古
門
に
験
挙
し
た
。

ニ
の
惑
の
巣
で
抑
収
さ
れ

た
の
は
千
五
有
万
ド
ル
相
当

市
長
か
ら
感
謝
状

ゲームマシン

サ

ン

ノ

ゼ

警

察

の

媛

査

に

協

力

し

て

.
ピ
ン
ポ

l
ル
の
父
'
と

ら
呼
ば
れ
て
い
る
ハ
リ

l
-

ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
氏
が
九
月
十

米
関
の
ア
タ
リ
社

(本
社

カ
リ
フ
方
ル
ニ
ア
州
サ
ニ

l

ベ
イ
ル
、
ジ
ェ

l
ム
ズ

・
モ

ー
ガ
ン
会
長
)
で
は
、
八
月

一
十
阿
日
、
伺
社
コ
イ
ン
オ

プ
(
業
務
用
ゲ

l
ム
機
)
混

門
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
で
あ
る

ス
l
・
ゴ

i
チ
ャ
次
史
が
、

川
州
サ
ン
ノ
ゼ
の
市
議
会
に

お
い
て
、
ト
!
?
ス

・
マ
ク

ネ
リ

l
市
長
か
ら
感
謝
状
を

受
け
と

っ
た
こ
と
を
‘
九
月

十
九
日
に
明
ら
か
に
し
た

ニ
れ
は
ア
タ
リ
社
の
コ
イ

ン
オ
プ
部
門
が
‘
サ
ン
ノ
ゼ

制
作
技
に
よ
る
犯
貯
抽
日
食

γ
大

い
に
協
力
し
た
こ
と
が
必
め

ら
れ
た
む
の
盗
み
と
前
肺
疾

の
取
引
地
と
な
っ
て
い
た
サ

ン
ノ
ゼ
市
内
の
パ

1
.
ラ
ス

&
ロ
ジ

l
ズ
・
に
付
し
て‘

サ
ン
ノ
ゼ
m
m
J
・Mmは
殺
伐
の
手

を
焼
い
て
い
た
が
‘
前
年
七

月
間
柄
目
前
4
4

の
依
頼
に
よ
リ
、

ア
タ
リ
社
コ
イ
ン
オ
プ
部
門

の
ゴ

l
チ
ャ
女
史
が
後
夜
協

カ
に
応
じ
、
ょ
の
市
川
に
六
ム
け

の
T
V
ゲ
|
ム
機
を
オ
ベ
レ

ー
ト
す
る
た
め
設
笥
し
た
い

と
申
し
入
れ
、
う
ま
く
い
っ

た
。
そ
の
後
こ
れ
ら
の
機
械

サンノゼ市自由会1:τ8月24日、岡市のトーマス ・マクネり一市長{左}
から感謝状を受11取ったアタリ枇のマネ世ジャー、 ゴーチャ世史

NATIONAL AMUSEMENT 
て合".._‘. 

ク
ス
に
入
っ
た
お
金
を
す
べ

て
ア
タ
リ
朴
に
返
却
し
、
市
。

ね
て
お
礼
の
え
淡
を
巾
し
述

べ
た
と
の
ζ
と
で
あ
る
。

. 
21t' ー
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第223号

ア
タ
リ
社
、
米
任
天
堂
も

米
国
で
改
造
キ
ッ
ト
発
売

1983年 11月1日

j毎

タ
ー
ン
社
に
続
い
て
今
秋
ア

タ
リ
社
・
米
側
任
天
立
が
故

小
川
キ
ヴ
ト
問
問
先
に
昨吊
り
出
す

こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
す
べ
て

A
M
O
A

シ
ョ

ー
で
披
採
さ
れ
る
。

米
側
の

T
V
ゲ
|
ム
倹
メ

ー
カ
ー
は
例
外
を
除
い
て
改

造
刈
キ
ッ
ト
の
版
先
を
し
て

い
な
い
が
、
い
よ
い
よ
キ
ッ

ト
飯
光
が
本
給
す
る
。
パ
リ

l
・
ミ
ッ
ド
ウ

A
l
u也
、
ス

(21 ) 
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れたに収納さ、ソスケOMおよびディR 

• • 

作権

インターナショナル社

グラムの

• 、-ZLユフフォー

プロ

対

• 

コンビュータ社

タピュ

アプル・

ンコ
収
納
さ
れ
た
別
の
ア
ブ
ル

・
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
名
称
で
あ
る
・
0
。
ω
ω

い
'
Z
何
回も

「。

お
よ
び
ア
プ
ル

・
イ
ン
テ
ガ
|
∞

〉
ω目。
は
、
ア
プ
ル
が
デ
ィ
ス
ケ
ッ
ト

に
収
納
し
て
販
売
す
る
他
の
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ

・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
名
称
で
あ
る
・

当
裁
判
所
は
、
本
件
の
訴
訟
係
属
中
、

被
告
が
出
問
機
ま
た
は
ト
レ
ー
ド

・
ネ
ー

ム
と
し
て
、

『
パ
イ
ン
ア
プ

ル
」
の
名

称
ま
た
は
「
ア
プ
ル
」

の
諮
を
取
リ
入

札
た
、
も
し
く
は
そ
の
他
の
原
告
の
繭

械
と
泌
川
を
生
じ
さ
せ
る
ほ
ど
綴
似
し

た
そ
の
他
の
名
林
を
使
用
す
る
こ
と
を

必
し
止
め
る
。
し
か
し
.
こ
の
差
止
め

は
、
級
品
H

の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ま
た
は
被

作
の
キ
ッ
ト
か
ら
製
作
し
た
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
を
入
れ
た
谷
線
ま
た
は
枯
仰
の
形
態

ま
た
は
コ
ン
フ
ィ
ギ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に

つ
い
て
被
告
を
差
し
止
め
る
む
の
で
は

点
。ぃ
。
訴
訟
係
属
中
に
フ
方
l
ミ
ュ
ラ
が
ア

プ
ル
の
脊
作
品
惜
の
あ
る
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
・

プ
ロ
グ
ラ
ム
、
す
な
わ
ち
オ
l
ト
ス
タ

ー
ト
、
ア
プ
ル
ソ
フ
ト
、
エ
何
「
「
O
'

。。
ωω
・ω
お
よ
び
ア
プ
ル

・
イ
ン
テ
ガ

l

∞
〉
巴
の

め
コ
ピ
l
て
あ
る
、
ま
た

は
そ
れ
を
合
む
物
品
を
阪
先
す
る
・
-
と

を
訴
し
化
め
る
予
備
的
浸
止
命
令

L
.

原
告
の
申
立
て
に
従
っ
て
ニ
れ
を
与
え

る
。
こ
の
差
止
め
は
‘
原
告
の
証
拠
が

こ
れ
ら
の
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ

・
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
お
け
る
原
告
の
著
作
織
の
侵
害
を

政
由
と
す
る
訴
え
に
お
け
る
勝
訴
の
可

能
性
を
十
分
に
日
説
明
す
る
と
い
う
認
定

に
基
づ
く
む
の
で
あ
る
・

こ
の
決
定
を
な
す
に
あ
た
っ
て
.
当

国• • • 

1983年4月11日判決)

園困園聞

(合衆国地方裁判所カリフォルニア中部地区

回園囚日困困国固

早稲田大学教授土井輝生
• • 

政
問
所
は
、
郊
九
w
松
岡
区
で
適
用
さ
れ

る
下
術
的
澄
汁
め
を
与
え
る
か
犯
絶
す

る
か
の
成
都
を
々
噂
し
た
一
ニ
れ
は
.

あ
と
で
も
っ
と
作
綱
に
波
間
す
る

II 

著
作
権
法
の
議
論

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
著

作
続
適
格
性
に
関
す
る
詳
縞
な
法
律
検

を
開
始
す
る
前
に
‘
本
件
に
お
い
て
な

さ
れ
た

一
定
の
波
歩
を
犯
録
し
て
お
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
織
告
は
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ

・
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関
す
る
官
制

作
他
訴
必
に
お
け
る
こ
れ
ま
て
の
彼
此
け

が
争
っ
た
い
く
つ
か
の
命
題
を
符
認
す

る
。
ウ
方

i
ミ

f
フ
は
、
次
の
命
題
を

争
わ
な
い
。

-

問

題
の
フ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
著
作

締
法
第

一
O
二
条

ωの
文
言
の
も
と
で
、

「
有
形
の
表
現
煤
体
に
開
定
さ
れ
た
」

も
の
で
あ
る
。

ソ
ー
ス

・
コ
l
ド
か
ら
オ
ブ
ジ

ェ
ク
ト

・
コ
ー
ド
に
変
換
し
て
ら
‘
以

前
に
務
作
怖
を
保
滋
さ
れ
て
い
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
か
ら
若
作
総
保
必
は
奪
わ
れ
な

、
。
o
v
 内

4
U

2 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

・
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
な
か
に
は
釘
効
に
符
作
織
を
取
得
で

き
る
も
の
が
あ
る
.
す
な
わ
ち
.
表
現

を
含
む
も
の
で
あ
る
・

(
被
告
は
、
著

作
権
迎
絡
で
わ
ゆ
い
の
は
、
機
械
の
ユ
ー

ザ
ー
に
対
し
て
直
接
に
視
覚
的
コ
ミ
ユ

ニ
ケ
|
シ
ョ
ン
を
行
主
わ
な
い
機
械
の

オ
ベ
レ
l
y
ヨ
ン
と
一
体
を
な
し
て
い

る
も
の
で
あ
る
と
い
う
。)

従
っ
て
、
本
件
に
お
け
る
主
た
る
箸

、

土井章章生氏の略E重 大正15年9月5回全れ。昭和29年
早稲図大学大学院法学研究科修土a程修T、その後32
年まで米国へ留学ミシシッピー大学、ハーバード大学

で法学を勉学、33年早稲園大学に勤務、現在は法学舗

数鍵 (国際私法、工象所有権it<lo文化斤の著作姐'償
金獲員、著作償法学会会長などを業佳Lτいる。

事

実

原
告
ア
プ
ル

・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
祉
は
‘

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
お
よ
び
関
連
周
辺
器
材

な
ら
び
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

・
プ
ロ
グ
ラ

ム
そ
の
他
の
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
周
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
の
製
泣
販
売
を
行
な
っ
て
い
る
。

ア
プ
ル
は
‘

-
九
七
六
年
に
芯
立
さ
れ

た
に
す
ぎ
な
い
が
、
会
惜
し
界
に
製
品
を

版
必
す
る
円
ト
〈
な
か
来
に
な
っ
た
@
そ

の
年
州
総
必
卜
げ
は
、
数
億
ド
ル
に
の

ぼ
っ
て
い
る
・
ア
プ
ル
の
主
要
製
品
の

な
か
に
は
‘
ア
プ
ル
日
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

が
あ
る
。
こ
れ
は
、
家
庭
内
や
小
企
業

の
事
務
所
で
倒
人
的
に
使

mさ
せ
る
よ

う
に
設
川
付
さ
れ
た
小
刑
事
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

で
あ
る
。
ア
プ
ル
は
、
ア
プ
ル

H
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
に
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る

純
々
の
周
辺
総
材
ら
製
造
し
て
い
る
。

そ
の
な
か
に
は
‘
デ
ィ
ス
ケ
ヴ
ト
む
あ

・φ
。ア
プ
ル

日
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
は
、

R

O
Mに
物
納
さ
れ
た
多
〈
の

コ
ン
ビ
ム

l

p
-
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
つ
い
て
い
る
・

ア
プ
ル

・
デ
ィ
ス
ケ
ッ
ト
に
'
u
・
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ

・
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
絡
抽
制
さ
れ

て
い
る
。
本
件
で
問
題
に
な
っ
て
い
る

の
は
、
。h
つ
の
ア
プ
ル

・
コ
ン
ピ
ュ
1

7

・
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
そ
の
な
カ

の
，
つ
、

オ

l
ト
ス
タ
ー
ト
と
ア
プ
ル

ソ
フ
ト
と
は
、
R
O
M
に
絡
仙
制
さ
れ
て

い
る
。
他
の
一
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
Z
何

「
「
。

と

。
。
ω
ω
ω

と
ア
プ
ル

・
イ

ン
チ
ガ

|

∞〉

ω-の
と
は
.
デ
ィ
ス
ケ

ヴ
卜
に
怖
納
さ
れ
て
い
る
ニ
れ
ら
・
九

つ
め
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
、
遺
骨
州
事
制
作
伶
法

に
必
づ
い
て
時
u
n服
さ
れ
て
い
る

本
件
で
問
題
と
な
っ
て
い
る

R
O
M

に
は
‘

R
O
M
に
蔽
緩
プ
リ
ン
ト
す
る

か
、
ま
た
は

R
O
Mを
取
リ
付
け
た
回

路
基
板
の

R
O
M
に
近
接
し
た
務
分
に

プ
リ
ン
ト
す
る
か
の
方
法
で
、
者
作
権

υ寓
一ホ
が
付
さ
れ
て
い
る
・
本
件
で
問
題

と
な
っ
て
い
る
デ
ィ
ス
ケ
ッ
ト
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
そ
の
ぷ
耐
に
持
作
品
問
表
示
が

利
さ
れ
て
い
る
・

被
ι
山H
ウ
方
|
ミ
A
ラ

・
イ
ン
タ
ー
十

シ
ョ
ナ
ル
祉
は
、
川
也
子
蝿
開
削
耐
を
小
九
品
リ

お
よ
び
却
先
り
す
る
大
き
い
作
引
を
・
つ

作
総
訟
の
問
題
は
、
す
べ
て
の
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ

・
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
有
効
に
皆
作

摘
を
取
仰
で
き
る
か
、
ま
た
は
限
定
さ

れ
た
M

判断州
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

・
プ
ロ
グ

ラ
ム
だ
け
が
脊
作
繍
遁
絡
で
あ
る
か
で

あ
る
。ω
著
作
権
法
の
規
定

一
九
七
六
年
以
前
に
お
い
て
は
、
ど

ん
な
種
類
の
も
の
で
あ
れ
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ

・
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
著
作
権
保
護
の
範

図
内
に
は
い
る
か
は
明
縫
で
な
か
っ
た
。

一
九

O
九
年
務
作
締
法
を
含
む
旧
法
の

も
と
に
お
い
て
は
、
品
収
じ
仏
政
判
所
が
ホ

ワ
イ
ト
・ス
ミ
ス
川
町
ア
ポ
ロ
祉
事
件
ご

九

O
八
年
)
に
お
い
て
述
べ
た
よ
う
に
、

保
護
は

「人
附
が
知
覚
す
る
こ
と
が
で

き
る
コ
ピ
ー
ー
ー
埋
.
解
の
で
き
る
符
号

に
よ
っ
て

:・

汚
か
れ
、
ま
た
は
印
刷

さ
れ
た
物
」
に
だ
け
与
え
・
つ
れ
た
。
結

局
、
筑
む
こ
と
が
で
き
る
プ
リ
ン
ト
ア

ウ
ト
の
形
式
の
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ

・
プ
ロ

グ
ラ
ム
は
、
著
作
術
開
品
録
の
た
め
に
受

諾
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
に
対
し

て
も
、
法
的
保
必
が
与
え
ら
れ
る
か
は

疑
問
で
あ
っ
た
・

総
判
所
の
判
決
に
は
、

打
内
止
の
も
の
と
t

内
定
の
む
の
と
の
.
向
万

が
で
た
。
法
律
総
柏
崎
の
高
文
は
、
さ
か

ん
に
級
治
し
た
.
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
が

保
泌
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
場
合
で

L
、

R
O
M
に
収
納
さ
れ
た
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
・

コ
ー
ド
の
よ
う
な
他
の
形
式
の
ま
た
は

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
直
核
使
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
形
式
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
ま
で
著

作
絡
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
か
は
は
っ

き
り
し
な
か
っ
た
・

一
九
七
六
年
務
作
山
制
法
第
一

0
.
条

以
下
は
、
多
く
の
分
野
に
お
い
て
若
作

総
似
峨
の
畑
町
聞
を
大
き
く
紋
大
し
た
.

ニ
の
法
仰
は
、
仰
を
保
広
附
す
る
か
を
明

械
に
す
る
た
め
.

い
く
つ
か
の
飛
裂
な

文
言
を
魯
き
直
し
、
多
く
の
新
し
い
文

一吾一一
一
聞
を
使
用
し
た
。
新
し
い
文
言
の
中
に

は
、
保
護
は
「
現
在
知
ら
れ
て
い
る
、

ま
た
は
将
来
開
発
さ
れ
る
有
形
の
表
現

媒
体
で
あ
っ
て
‘
そ
れ
か
ら
直
接
に
ま

た
は
機
械
も
し
く
は
楽
器
の
助
け
を
借

り
て
知
覚
し
‘
品
開
制
副
し
、
ま
た
は
そ
の

他
の
ん
法
で
伝
述
す
る
ニ
と
が
で
き
る

も
の
に
凶
山冠
さ
れ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
持

作
物
』
に
ら
え
ら
れ
る
と
規
定
す
る
郊

一
0
・
-
粂

ωが
あ
る
・

.
九
七
六
年
改
正
著
作
体
制
法
の
第
一

持
っ
て
い
る
。
そ
の
主
た
る
営
業
は
.

Mm
q
め
氾
川
A

部
品
の
版
先
で
あ
る
・
ヲ

ォ
l
ミ
A
ラ
が
飯
必
す
る
部
品
は
、
内
川

分
で
製
造
し
た
も
の
で
は
な
い

.
コ
ン

ピ
ュ

ー
タ
製
品
の
級
売
に
よ
る
収
入
は
、

フ
庁

|
ミ
ュ
ラ
の
令
販
売
収
入
の
わ
ず

か
な
部
分
を
し
め
る
に
す
ぎ
な
い
。

現
在
ま
で
、
フ
ォ
l
ミ
ュ
ラ
は
、
組

み
立
て
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
販
売
し
た

ζ
と
は
な
い
。
一
九
八
二
年
五
月
、
フ

庁
|
ミ
ュ
ラ
は
、
「
パ
イ
ン
ア
プ
ル
」

と
い

7
尚
燃
を
縫
っ
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・

キ
ッ

ト
の
版
必
を
始
め
た
・
こ
の
キ
ッ

ト
の
な
か
に
あ
る
資
H

刊
を
級
み
立
て
る

と
、
ア
プ
ル

H
の
よ
う
な
、
山
本

-M内
や

小
企
業
内
で
の

Mm
人
使
用
に
帥
附
さ
れ
る

コ
ン
ピ
ナ
l
タ
が
で
き
あ
が
る
@
組
み

立
て
ら
れ
“
た
パ
イ
ン
ア
プ
ル
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
の
外
観
は
、
ア
プ
ル

H
の
外
相
眠
と

ほ
と
ん
ど
区
別
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

。

パ
イ
ン
ア
プ
ル
の
用
途
と
能
力
は
.
ア

プ
ル

H
の
そ
れ
と
同
一
で
は
な
い
と
し

て
も
、
非
情
に
よ
く
似
て
い
る
@
そ
の

う
え
、
ヲ
才
|
ミ
ュ
ラ
は
、
パ
ー
ソ
ナ

ル
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
給
付
も
阪
必
し

て
い
る
そ
の
い
く
つ
か
は
.
ア
プ
ル

が
似
必
す
る
む
の
と
川
じ
て
あ
る
。

ア
ブ
ル
は
っ
す
・
1
1
fフ
に
汁
し
、

脊
作
仙
制
限
巾
札
口
、
品
川
凶
M
U
H
引
日
必
よ
ひ
e
小
正

融問品
干
の
訴
え
を
巡
飢
地

H
m蹴
判
所

{
カ

リ
フ
庁
ル
ニ
ア
中
潟
地
区
)
に
提
起
し
、

か
っ
、
こ
の
訴
訟
の
係
柄
小
に
予
備
的

産
止
め
を
申
し
立
て
た
。

ア
ブ
ル
は
、
フ
ォ
l
ミ
ュ
ラ
の
キ
ッ

ト
お
よ
び
そ
の
周
辺
機
絡
が
ア

7
ル
の

R
O
Mお
よ
び
デ
ィ
ス
ケ
y

ト
に
収
納

さ
れ
て
い
る
上
必
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

・
フ

ロ
グ
ラ
ム
と
ほ
と
ん
ど
同

L
コ
ン
ビ
A

ー
タ

・
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
収
納
し
た

R
O

M
N
よ
ぴ
デ
ィ
ス
ケ
γ

ト
を
只
備
し
て

い
る
と
い
う
証
拠
を
総
出
し
た
・

噌』の

事
実
の
・
ヱ
川
加
は
、
争
わ
れ
て
い
な
い
の

フ
ォ
l
ミ
ュ
ラ
は
、
そ
の
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ

・
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
著
作
権
を

主
張
し
て
い
な
い

。
フ
ォ

i
ミ
ュ
ラ
の

キ
ッ
ト
は
.
台
湾
や
香
港
に
あ
る
独
立

の
合
業
が
組
み
立
て
た
も
の
で
あ
る

ワ
本

i
ミ
ュ
ラ
は
.
ニ
れ
ら
の
企
業
の

い
く
つ
か
は
フ
搾
-
ミ

f
フ
の
指
図
お

よ
び
仕
憾
に
従
っ
て
キ
y

ト
や
町
山
口
聞
を

御
池
し
て
い
る
ニ
と
を
必
め
て
い
る

ア
プ
ル
の
予
備
的

njw.め
の
巾
似
て

に
刈
し
、
7
8
|
ミ
ュ
ラ
が
終
弁
代
刊
を

• • 

O
一
条
は
、
さ
ら
に
、
第

一
O
一
-条

ω

が
似
川
す
る
虫
裂
な
掛

『世
刊
形
の
袋
税

似
体
に
同
定
さ
れ
た
」
を
定
出
棺
す
る
-

m
.
0
一
条
は
『
著
作
物
は
:
・
・
ぬ
制
点

物

(
コ
ピ
l
)

・
:
へ
の
n
H
副
叫
が
、

時
的
な
持
続
期
間
以
上
の
期
間
に
わ
た

っ
て
、
そ
れ
を
知
覚
し
、
複
製
し
、
ま

た
は
そ
の
他
の
方
法
で
伝
達
す
る
こ
と

が
で
き
る
ほ
ど
十
分
に
永
久
的
で
あ
り
、

か
つ
安
定
し
て
い
る
時
、
有
形
の
表
現

媒
体
に
『
悶
定
さ
れ
た
』
も
の
と
す
る
日

と
規
定
す
る
。

こ
れ
ら
の
制
定
訟
に
よ
る
依
拠
は
、

m.
七
条
が
な
く
て

'u、
そ
の
時
点

に
お

い
て
コ
ン
ビ
A
l
p
-
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
保
議
の
範
附
に
つ
い
て
疑
義
を
の

ぞ
く
こ
と
に
大
き
く
窃
与
し
た
.
一
九

七
六
年
法
の

一
部
と
し
て
第

一一

七
条

も
制
定
さ
れ
た
。
第
一
一
七
条
は
、
コ

~ 

〈コ

.cr 

E手

{;J 

ン
ビ
ュ
1
7
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
著
作
俗

迎
似
性
に
つ
い
て
.
既
存
の
法
が
な
に

で
あ
る
か
を
明
備
に
定
凝
す
る
こ
と
な

く
、
川
凶
行
の
法
の
状
態
を
存
置
し
た
.

既
存
の
状
態
は
、
議
会
が
さ
ら
に
研
究

を
し、

あ
と
で
決
定
を
す
る
ま
で
存
置

さ
れ
た
。

議
会
は
、

一
九
八

O
年
に
決
定
を
し

た
。
こ
の
年
、
談
会
は
、
第
一
一
七
条

を
廃
止
し
、
削
除
し
た
。
(
議
会
は
、

第

一一

七
条
と
し
て
新
し
い
文
言
を
そ

う
入
し
た
が
、
本
件
の
問
題
と
は
関
係

が
な
い
。
}
ま
た
‘
議
会
は
、
第
・

0

.
条
に
、

「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

・
プ
ロ
グ

ラ
ム
』
の
広
い
定
義
を
加
え
た
.

一
九
八

O
年
の
官
制
作
締
法
改
正
以
来
、

級
判
所
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

・
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
「
特
作
物
」
で
あ
リ
.

R
O
M
 

総
出
し
た
時
点
に
お
い

て
‘
フ
有
l
ミ

f
フ
は
パ

イ
ン
ア
プ
ル

・
キ
ッ
ト
を
問

卜
九
制
服
必
し
た
だ
け
て
あ
る
・
こ
れ

ら
の
キ
ッ
ト
の
版
必
は
現
在
中
止
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
‘
7
s
l
ミ
ム
ラ
は
、

新
し
い
帥
刊
紙
の
バ
イ
ン
ア
プ
ル
の
キ
ッ

ト
を
ρ
H
.
伝
し
.
か
っ
販
売
に
供
し
て
い

る
。
ニ
の
キ
y

ト
か
ら
は
、
前
の
型
お

よ
び
ア
プ
ル

日
の
も
の
と
同
じ
能
力
お

よ
び
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

・
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

持
っ
た
パ
ー
ソ
ナ
ル

・
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ

を
組
み
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
@

判

決

予
備
的
差
止
め

の
申
し
立
て

ア
プ
ル
の
申
立
て
は
.
本
件
の
訴
訟

係
属
中
、
フ
方
|
ミ

ュ
ラ
に
次
の
行
為

を
差
し
止
め
る
こ
と
を
絞
判
所
に
求
め

る
む
の
で
あ
る

川

組

以

て
た
、
ま
た
は
キ
ッ
ト
の

形
パ
の
パ
イ
ン
ア
フ
ル

・
コ
ン
ビ
A
1

7
を
拠
治
し
、
愉
人
し
ま
た
は
販
必
ず

る
こ
と
。

間

ア
プ
ル

H
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
ケ

ー
ス
の
コ
ン
フ
ィ
ギ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

模
倣
し
た
ケ
l
ス
を
仙
収
用
す
る
こ
と
。

ω
ア
プ
ル
の
商
穏
や
ト
レ
ー
ド

ネ
ー
ム
を
似
倣
し
た
パ
イ
ン
ア
プ
ル
そ

の
他
の
凶
日
常
ま
た
は
名
休
を
使
則
す
る

よ
と
.
仰

す

l
ト
ス
タ
ー
ト
、
ア
プ
ル
ソ

フ
ト
、
Z
開

F
F
O
、
。
。
ω
ω
・ω
お
よ
び
ア

ブ
ル

・
イ
ン
テ
ガ
|∞
〉
包
の
を
含
む
ア

プ
ル
が
符
作
似
を
取
得
し
た
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ

・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
コ
ピ
ー
で
あ
る
・

ま
た
は
こ
れ
を
含
む
物
口
聞
を
販
売
す
る

、
}
ル
ら
。
照
合
は
、

l
一記
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

・

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
す
べ
て

R
O
Mま
た
は

デ
ィ
ス
ケ
ッ
ト
に
同
定
さ
れ
て
い
る
と

J
っ
て
い
る
。

こ
ζ

で
は
、
ま
ず
、
こ
れ
ら
の
各
口
山

口
に
つ
い
て
必
附
す
る
の
が
迩
当
で
あ

ゑ制。
R
O
Mは
刃
向
出
品
。
三
司
玄
。
ョ
。
ミ

の

州
文
ハ
ー
で
あ
る
・

R
O
M
は
、
定
化
円
f

的
に
イ
ン
プ
リ
ン
ト
し
た
シ
リ
コ
ン

は
こ
の
都
制
作
物
の
『
布
形
の
ぷ
現
媒
体
』

で
あ
る
と
判
決
し
た
.
設
判
所
は
、

M

M
叩に
、
R
O
Mに
入
れ
ら
れ
た
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
『
行
形
の
総
体
に
閥
定
さ
れ
た
」

も
の
で
あ
り
、
ソ
ー
ス

・
コ
i
ド
ま
た

は
オ
ブ
ジ
五
ク
ト

・
コ
ー
ド
へ
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
表
現
は
「
絞
裂
物
」
(
コ
ピ

|
)
と
し
て
保
護
さ
れ
る
と
判
決
し
た
。

第
三
巡
回
区
技
訴
裁
判
所
は
、

「コ

ン
ピ
ュ
ー
タ

・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
著
作
権

適
絡
性
は
、
著
作
権
法
の
一
九
八

O
年

改
正
後
し
っ
か
リ
と
確
立
さ
れ

〔た〕」

と
述
べ
て
い
る
。

本
件
の
被
告
は
、

上
記
の
判
例
の
す

べ
て
に
つ
い
て
、
引
用
し
た
点
に
闘
し

そ
の
比
削
減
を
秘
め
て
い
る
・
雄
主
固
め
法

刑
法
制
は
、
い
く
分
狭
い
区
別
を
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
・
彼
告
は
、
た
だ
、

R
O
M、
デ
ィ
ス
ケ
ッ
ト
ま
た
は
そ
の

~ 

d‘ 

い
瓜凶
U

〈ヌ他
の
形
式
の
ど
れ
に
聞
出
止
さ
れ
た
も
の

で
あ
っ
て
も
‘

‘
定
の
限
定
さ
れ
た
種

類
の

コ
ン
ピ
ュ

ー
タ

・
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

務
作
愉
過
絡
で
は
な
い
と
主
期
間
す
る
の

で
あ
る
。

Mm
A円
は
.
波
判
所
に
、
被
告

の
官
裁
に
よ
れ
ば
‘
「
オ
ペ
レ
ー
テ
ィ

ン
グ
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
す
な
わ
ち
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
の
オ
ベ

レ
l
Y
2
ン
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
す
る
た
め
に
使
用
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
、
か
つ
、
直
接
に
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
の
ユ
ー
ザ
ー
が
認
議
す
る
こ
と

が
で
き
る
彬
像
ま
た
は
可
表
現
」
を
作

り
山
さ
な
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ

・
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
著
作
俗
漉

肋
怖
か
ら
の
ぞ
か
せ
よ
う
と
す
る
む
の
で

あ
る
。被
此H
は
、
こ
の
よ
う
な
主
張
ヰ
与
す
る

に
あ
た
っ
て
、

一
九
七
六
年
に
そ
う
入

チ
ッ
プ
で
、
微
小
な

『
ピ
ッ
ト
」
の
形

式
で
仙
川
側
聞
を
都
内
制
す
る
む
の
で
あ
る
・

ピ
y
ト
は
‘
た
ん
な
る
オ
ン
と
オ
フ
の

ス
イ
ッ
チ
で
あ
る
・
こ
れ
ら
の
ス
イ
ッ

チ
を
作
動
す
る
パ
タ
ー
ン
‘
シ
ー
ケ
ン

ス
お
よ
び
度
数
は
、
機
械
に
指
令
を
与

え
、
い
ろ
い
ろ
な
モ
l
ド
で
そ
の
機
械

を
機
能
さ
せ
る
。

R
O
M
に
イ
ン
プ
リ

ン
ト
さ
れ
た
バ
タ
l
ン
全
体
が
、

一一
般

に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

・
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
呼

ば
れ
て
い
る
も
の
を
織
成
す
る
の
で
あ

。

'
A
V
 川町
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

・
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

内
政
す
る

R
O
Mま
た
は
デ
ィ
ス
ケ
ッ

ト
を
製
治
す
る
に
は
附
犬
(
た
と
え
ば

フ
ロ
l
・チ
ャ
ー
ト
)
で
、
ま
た
は
「
ソ

ー
ス

・
コ
i
ド
」
{
.
般
に
.
人
聞
が

剛
川
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
ハ
イ
レ
ベ
ル

の
コ
ン
ビ
斗

i
タ
言
一
鴨
川
)
で
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
符
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の

閃
式
ま
た
は
ソ
i
ス

・
コ
ー
ド
は
、
そ

れ
自
体
者
作
権
を
取
得
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
ワ
ロ

i
・
チ
ャ
ー
ト
を
用
い
る

時
は
、
プ
ロ
グ
ラ
マ
が
こ
れ
を
ソ
l
ス
・

2
1
ド
に
す
る
の
で
あ
る
・
ソ
ー
ス

・

コ
ー
ド
の
形
態
は
、

し
ば
し
ば
.
文
庁
いヘ

数
ヤ
お
よ
び
年
号

{
ア
セ
ン
ブ
リ
汁
却

と
川
町
ば
れ
る
ニ
と

L
あ
る
}
に
飢
決
さ

れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
ソ
l
ス

・
コ
ー

ド
&
い
し
ア
セ
ン
ブ
リ
苫
認
は
、
円
以
後

に
、
機
微
に
使
用
さ
せ
る
機
械
言
組
問
で

あ
る
「
オ
プ
ジ

ふ
7
1
・
コ
ー
ド
」
と

呼
ば
れ
る
も
の
に
翻
訳
さ
れ
る
。
そ
し

て
‘
絞
終
的
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
オ
ブ

ジ
ェ
タ
ト

・
コ
ー
ド
は
光
化
学
的
に
ま

た
は
包
子
的
に
シ
リ
コ
ン

・
チ
ッ
プ
ま

た
は
デ
ィ
ス
ケ
ッ
ト
に
イ
ン
プ
リ
ン
ト

さ
れ
る
の
で
あ
る
ア
プ
ル
は
‘
本
什

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
.
い
ろ
い
ろ
な
形
式

で
、
す
な
わ
ち
ソ
ー
ス

・
コ
1
ド

L
し

く
は
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト

・
コ
ー
ド
ま
た
は

刷
万
の
ヴ
T
1
ジ
ョ
ン
で
著
作
機
を
取

得
し
、
公
表
さ
れ
て
い
る
と
主
張
す
る
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

・
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
与
え

ら
れ
る
者
作
権
保
設
の
範
留
は
、
表
作

肱
慨
を
取
得
し
た
時
の
形
式
に
よ
る
も
の

で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
・
本
件
の
当
事

お
の
い
ず
れ
も
、
そ
う
で
あ
る
と
は
‘£

似
し
て
い
な
い

.

『
オ
l
ト
ス
タ
ー
ト
」
は
、
ア
プ
ル

R
O
Mに
収
納
さ
札
た
特
定
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
名
休
で
あ
る
.

「ア
プ
ル
ソ
フ
ト
』
は‘

R
O
M
に

• • 

さ
れ
た
著
作
権
法
の
第
一

O
-
一条

ωの

文
台
だ
け
を
桜
拠
と
し
て
い
る
.
第
一

O
ニ
糸
川
聞
は
、
次
め
よ
う
に
規
定
す
る
・

『
い
か
な
る
場
合
に
も
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
な
著
作
物
の
著
作
償
係
議
は
、
そ
の

著
作
物
に
お

い
て
記
述
さ
れ
、
明叫
明
さ

れ
、
図
解
さ
れ
、
ま
た
は
具
現
さ
れ
て

い
る
形
式
を
問
わ
ず、

ア
イ
デ
ィ
ア
、

手
続
、
プ
ロ
セ
ス
、
シ
ス
テ
ム
、
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
、

概
念
、
原
理
ま

た
は
発
見
に
は
お
よ
ば
な
い
.
」
(
太

字
は
追
加
)

本
官
の
見
解
で
は
、
被
告
は
‘
第

一

O
一一
条
の
問
的
お
よ
び
効
梁
を
誤
解
し

て
い

る
・
本
宮
に
と
っ
て
は
、

第

二

υ

ニ
糸
川
仰
の
目
的
が
著
作
権
適
格
性
と
特

許
適
物
性
と
を
区
別
す
る
に
あ
る
こ
と

が
あ
き
ら
か
な
よ
う
に
忽
わ
れ
る
・
事

実
、
注
釈
合
衆
国
法
曲
慨
に
印
刷
さ
れ
た

こ
の
条
に
付
さ
れ
た
委
員
会
の
注
は
、

次
の
よ
う
に
Z
E--

一回
っ
て
い

る
。

「第

一
O
二
条

ωは
、
:
:
現
行
法

の
も
と
に
お
け
る
著
作
継
保
護
の
範
闘

を
拡
大
し
ま
た
は
削
減
す
る
も
の
で
は

な
い
。
そ
の
目
的
は
、
新
し
い
単

一
の

辿
邦
務
作
山
刑
制
度
の

コ
ン
テ
キ
ス
ト
に

お
い
て
、
袋
現
と
ア
イ
デ
ィ
ア
の
総
本

的
な
阪
別
は
変
ら
な
い
こ
と
を
リ
ス
テ

イ
ト
す
る
こ
と
で
あ
る
J

地
方
裁
判
所
の
判
例
一
件
を
の
ぞ
い

て
裁
判
所
の
先
例
を
引
用
す
る
こ
と
な

く
、
被
告
は
、

オ
ペ

レ
ー
テ
ィ
ン
グ

・

コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
・

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
第
一

O
二
条

ωの
も
と
で
「
ア
イ
デ
ィ
ア
』
、

「手
続
」
、
「
シ
ス
テ

ム
」
ま
た
は
可
オ

ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
』
で
あ
る
と
主

娘
す
る
。
こ
の
主
抑
制
移
自
宅
ヲ
ら
づ
け
る
た

め
に
、

織
作
は
‘
ア
プ
ル
の
従
業
者
の

こ
の
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
説
明
す
る

に
あ
た
っ
て
こ
れ
ら
の
お
の

一
も
し
く

は
こ
以
上
ま
た
は
こ
れ
と
類
似
の
表
現

を
用
い
た
代
終
供
述
容
を
断
片
的
に
引

用
す
る
。
長
い
ん
H
J
哲
供
述
舎
の
な
か
に

お
け
る
こ
の
よ
う
な
不
用
意
な
誇
の
使

用
は
、
供
述
者
が
問
題
の
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ

・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
後
能
お
よ
び
目
的

を
正
確
に
ま
た
は
法
律
的
に
定
義
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
は
な
い
こ

と
は
あ
き
ら
か
で
あ
る
・
引

m
m分
は
、

文
脈
と
山附
係
が
な
い
.
こ
れ
ら
の
供
述

符
の
引
用
部
分
を
忍
従
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。

被
告
は
、

ま
た
.

「
表
現
』
と
「
使
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と
の
区
別
を
あ
き
ら
か
に
し
た
非

常
に
古
い
最
尚
裁
判
所
の
判
例
ベ
イ
カ

|
対
セ
ル
デ
ン
事
件
ご
八
七
九
年
)

に
依
拠
す
る
。
こ
の
判
例
、
と
く
に
判

決
怠
見
が
志
す
こ
れ
ら
の
訟
の
区
別
は
、

被
告
が
主
張
す
る
命
題
の
裏
付
け
と
は

な
ら
な
い
。
本
来
、
R
O
M
お
よ
び
テ

イ
ス
ケ
ゾ
ト
に
一具
現
さ
れ
て
い

る
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ

・
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
す
べ
て
、

最
終
的
に
は

ユ
ー
ザ
ー
に
対
し
な
ん
ら

か
の
宥
用
な
コ
、
、
、
ユ
ニ
ケ
l
シ
ョ
ン
を

も
た
ら
す
よ
う
な
方
法
で
l

!
こ
れ
が

そ
の
目
的
で
あ
る
|
|
機
械
を
操
作
す

る
こ
と
を
意
図
す
る
も
の
で
あ
る
。
ど

の
よ
う
に
し
て
著
作
権
法
上
コ

ン
ピ

ュ

ー
タ

・
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
、
直
接
こ
の
よ

う
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
も
た
ら

す
か
、
剖
砧
栄
的
に
こ
の
よ
う
な
表
現
を

作
リ
出
す
一
定
の
機
械
作
用
を
指
令
す

る
に
す
ぎ
な
い
か
に
よ
っ
て
、
ご
つ
の

秘
類
に
分
類
し
て
、
一
方
の

Mm類
に
は

保
穫
を
与
え
、
他
方
に
は
与
え
な
い
よ

う
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
は
、
狸

解
す
る
こ
と
が
雌
惜
し
い
。
R

O
M
お
よ

び
デ
ィ
ス
ケ
ッ
ト
に
具
現
さ
れ
た
プ
ロ

グ
ラ
ム
は
、す
べ
て
、

「
ア
イ
デ
ィ
ア
、

手
紙
、
シ
ス
テ
ム
、
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

の
+
刀
法
」
に
該
当
す
る
か
ら
除
外
さ
れ

る
か
、
ま
た
は
、
こ
れ
ら
の
誌
に
該
当

し
な
い
か
ら
保
護
さ
れ
る
か
の
、
ど
ち

ら
か
で
あ
る
。
機
械
の
な
か
で
い
と
な

む
機
能
に
よ
っ
て
コ
ン
ビ
斗

l
タ

・
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
然
な
る
級
制
酬
の
も
の
が
あ

り
、
国
間
な
る
給
栄
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と

を
出
品
味
す
る
文
言
は
法
律
の
な
か
に
な

tv
 被
告
の
立
場
を
支
持
す
る
2υ
の
の
よ

う
に
談
む
こ
と
が
で
き
る
た
だ
F

つ
の

地
方
裁
判
所
の
判
例
は
、
ア
プ
ル
対
フ

ラ
ン
ク
リ
ン
市
中
件

ご

九
八
二
年
)
で

あ
る
。
こ
の
判
例
は
、
正
し
く
判
決
さ

れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
区
別
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
こ
れ
は
、
あ
と
で
も
っ
と

詳
細
に
検
討
す
る
。

岡
山
立
濠
の
沿
革

現
在
あ
る
文
言
の
著
作
権
法
が
ど
の

よ
う
に
問
定
さ
れ
て
い
る
と
を
問
わ
ず

あ
ら
ゆ
る
料
類
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

・
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
保
設
す
る
も
の
で
あ
る
か

と
い
う
疑
問
は
、

一
九
八

O
年
法
の
立

法
の
沿
道
・
お
よ
び
と
く
に

C
O
N
T
U

の
作
業
を
検
討
す
れ
ば
解
消
す
る
。

C
O
N
T
U
は
、
Z
乞
5
2
と
の
。
ョ
ョ
-

カタログから)(Apple II 

に
ア
イ
デ
ィ
ア
自
体
に
つ
い
て
特
許
を

与
え
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
、
本
件
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な

事
実
は
存
サ
忙
し
な
い
。

反
対
に
、
白
陶
に
コ
ピ
ー
で
き
る
と

す
れ
ば
、
被
告
は
、
原
告
の
実
質
的
な

研
究
開
発
の
費

mを
自
分
自
身
の
使
用

の
た
め
に
利
用
で
さ
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
な
利
用
は
、
き
わ
め
て
可
能

で
あ
る
。
こ
の
申
立
て
に
わ
ぬ
い
て
提
出

さ
れ
た
専
門
家
の
証
言
は
、

R
O
M
ま

た
は
デ
ィ
ス
ケ
ッ

ト
に
入
れ
て
使
用
可

能
な
形
式
に
さ
れ
る
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

後
初
し
ま
た
は
コ
ピ
ー
す
る
プ
ロ
セ
ス

は
、
ぱ
か
気
た
ほ
ど
術
単
で
あ
る
こ
と

を
線
認
す
る
。
デ
ィ
ス
ケ
ッ
ト
は
、
初

歩
的
な
技
能
と
わ
ず
か
数
個
の
総
白討
さ

え
あ
れ
ば
だ
れ
で
も
わ
ず
か
む
波
別
て

コ
ピ
ー
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

R
O
M

は
、
ほ
ん
の
わ
ず
か
難
し
い
だ
け
で
あ

ヲ告
。ア
プ
ル
は
、
本
件
に
お
い
て
、
ア
イ

デ
ィ
ア

{す
む
わ
ち
、
機
械
に
特
定
の

機
能
を
い
と
な
ま
せ
る
)
の
保
識
で
は

な
く
、
特
定
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
形
式
の

こ
れ
ら
の
ア
イ
デ
ィ
ア
の
特
定
め
表
現

の
保
穏
を
求
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ

し
て
、
フ
オ
|
ミ
ュ
ラ
は
、
こ
れ
ら
の

去
細
引
を
、
こ
れ
を
開
発
す
る
に
袋
す
る

多
額
の
資
金
と
多
く
の
労
働
力
を
投
下

す
る
こ
と
な
く
利
用
し
阪
先
す
る
特
権

を
欲
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
単
純
な
経

済
学
に
よ
る
と

フ
オ

|
ミ
ュ
ラ
の
戦

略
は
、
コ

ン
ピ
ュ

ー
タ
市
場
に
お
け
る

鋭
争
と
革
新
と
を
促
進
で
は
な
く
阻
答

す
る
も
の
で
あ
る
。
自
分
が
作
り
出
し

. 

品

wmwgs
。
3
2
宮
司
叶
2
73
。
一。
包
円
。
-
Cω
。
ω

。
向
。
。
之
町
長
}ユ
立
話
。
ユ
ω(著
作
権
の

あ
る
著
作
物
の
新
投
術
に
よ
る
使
用
に

関
す
る
委
員
会
)
の
頭
文
字
で
あ
る
。
、

}

の
委
-U
同
会
は
、

一
九
七
四
年
、
連
邦
議

会
が
、
著
作
憎
め
分
野
に
お
け
る
議
会

の
関
心
事
で
あ
る
、
主
要
な
公
の
政
策
の

問
題
を
審
議
す
る
た
め
に
訟
還
さ
れ
た
。

委
員
会
は
、
著
作
秘
法
の
著
名
な
専
門

家
、
公
衆
の
代
表
な
ら
び
に
著
作
権
問

題
に
直
接
関
係
す
る
出
版
お
よ
び
関
連

絵
業
の
代
表
に
よ
っ
て
柑
構
成
さ
れ
た
。

談
会
が
委
員
会
に
検
討
す
る
こ
と
を
命

じ
た
問
題
の
な
か
に
は
、
コ
ン
ピ
ュ

ー

タ

・
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
著
作
権
法
に
よ
っ

て
保
殺
す
る
限
界
が
あ
っ
た
。

C
O
N
T
U
が
い
か
な
る
方
法
で
問

。
。

。

。
。

。札止
さ
札
、
い
か
な
る
綴
能
を
行
な
う
も

の
で
あ
れ
す
べ
て
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

・

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
宕
作
機
保
殺
の
対
象
と

す
る
よ
う
に
勧
符
し
た
こ
と
は
、
非
郊

に
明
縫
で
あ
る
。
談
合
が
こ
の
勧
告
を

受
け
入
れ
て
、
こ
れ
を
紘
制
作
品
慨
法
の

一

九
八

O
年
改
買
に
取
り
入
れ
た
こ
と
に

つ
い
て
も
、
疑
問
が
お
こ
る
は
ず
は
な

、。
-
UV
 

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
委
員
会
は
、

全
員

一
致
の
意
見
で
は
な
か
っ
た
。
反

対
怠
見
を
奇
い
た

ハ
i
シ
l
委
員
は
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

・
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い

て
は
限
定
さ
れ
た
保
泌
を
与
え
る
こ
と

だ
け
を
勧
告
し
た
。

ハ
|
シ
|
委
員
は
、

「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
た
め
に
使
用
す

• • 

た
も
の
を
だ
れ
で
も
白
自
に
銀
製
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
す
れ
ば
、
新
し
い
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
す
る
た
め
に
時
間
と

資
源
を
校
下
し
よ
う
と
す
る
会
社
は
ほ

と
ん
ど
な
い
で
あ
ろ
う
。
開
発
糊
闘
が
か

か
ら
な
い
と
い
う
だ
け
の
た
め
に
創
作

者
よ
り
も
・伝
い
似
段
で
販
売
す
る
こ
の

よ
う
な

「
競
争
者
」
は
、
前
十
新
品
引
が
自

分
の
投
資
を
回
収
す
る
必
要
の
あ
る
市

場
を
破
綾
す
る
で
あ
ろ
う
。

本
件
の
滋
俄
岱
耐
に
お
い
て
2
0

、
技

術
や
法
律
の
文
献
に
お
い
て
も
、
コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

・
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
な
ん
ら
か

の
保
護
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
前
提
の

も
と
に
著
作
権
が
段
良
の
保
絡
の
形
態

で
あ
る
か
に
つ
い
て
相
当
な
議
論
が
な

さ
れ
て
い
る
。
著
作
品
開
法
は
こ
の
純
の

新
技
術
を
経
絡
さ
せ
る
た
め
に
も
っ
と

も
適
切
な
場
所
で
あ
る
か
も
わ
か
ら
な

い
し
、
ま
た
、

い
く
人
か
の
論
市
川
品
引
が

提
案
し
て
い

る
よ
う
に
、
川悦
成
の
ま
た

は
ま
っ
た
く
新
し
い
形
式
の
保
泌
を
考

祭
す
べ
き
で
あ
る
か
ら
わ
か
ら
な
い
。

し
か
し
、
二
れ
は
談
会
の
仕
事
で
あ
る
。

当
裁
判
所
は
、
た
と
え
叫
臥
し
て
も
、
新

し
い
保
織
の
形
式
を
考
案
す
る
特
絡
を

狩
っ
て
い
な
い
。

公
の
政
策
を
表
明
す

る
こ
と
が
で
き
る
絶
倒
に
お
い
て
、
当

裁
判
所
の
選
択
は
.
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ

・

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
な
ん
ら
の
保
設
も
与
え

な
い
こ
と
に
対
し
て
、
現
存
す
る
同
州
制
酬

の
法
的
保
放
の
も
と
に
，
』
れ
を
お
く
こ

と
で
あ
る
。
前
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

・
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
m
開
設

を
与
え
る
に
つ
い
て
は
、
強
い
政
策
的

河
一
闘
が
あ
る
。
保
穫
の
崎
川
類
に
つ
い
て

は
、
当
裁
判
所
は
、

C
O
N
T
U
が
l

l
特
許
、
営
業
秘
宮
お
よ
び
不
圧
競
争

を
含
め
て
|
|
す
べ
て
の
代
替

T
段
を

検
討
し
、
「
こ
れ
ら
の
保
訟
の
形
式
は
、

著
作
権
よ
り
む
大
き
く
情
報
の
伝
迷
を

抑
制
し
、
競
争
を
制
限
す
る
こ
と
が
で

き
る
」
と
結
論
し
た
。

I
 

H
U
 

予
備
的
差
止

め
の
基
準

中
立
人
の
似
差
止
め
を
京
当
化
す
る

資
任
は
、
控
訴
裁
判
所
の
削
で
異
な
る
。

当
巡
回
区
に
お
い
て
は
、
次
の
こ
と
を

町説
明
す
れ
ば
、
」
の
由
貿
任
が
架
さ
れ
叫
る
‘

川

本

案

に
つ
い
て
の
勝
訴
の
可
能

性
と
回
復
不
能
の
綴
答
を
受
け
る
可
能

性
の
両
方
。

る
こ
と
が
で
き
る
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
保

穫
の
対
象
か
ら
除
外
す
べ
き
で
あ
る
と

ま
渡
し
た
。
本
件
の
被
告
も
、
こ
れ
と

同
仁
、
}非
核
を
し
て
い
る
。

被
告
は
、

ニ
?
|
委
員
も
同
じ
立
場

を
と
っ
て
い

る
と
主
同
情
す
る
。
当
裁
判

所
の
見
解
で
は
、
被
告
は
ニ
マ
l
の
立

場
を
誤
解
し
て
い
る
。

ニ
マ
|
教
授
は
、

現
行
法
は
単
に
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
の
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
た

め
に
使
用
す
る
こ
と
の
で
き
る
形
式
に

具
現
さ
れ
た
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ

・
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
係
議
か
ら
除
外
す
る
よ
う
に
珊
円

か
れ
て
い
る
と
言
う

ハ
|
シ
|
委
員
の

勧
告
に
参
加
し
な
か
っ
た
。
ニ
マ
ー
は
、

自
分
は
こ
の
よ
う
な
制
限
に
つ
い
て
は

後
で
考
え
る
、
そ
し
て
、
す
べ
て
の
コ

ン
ピ
ュ
l
タ

・
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
抑
制
制
限

の
若
作
権
保
殺
を
与
え
る
多
数
窓
見
が

「
不
当
に
制
限
的
」
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
時
は
そ
れ
を
勧
告
す
る
か
も
わ

か
ら
な
い
、
と
述
べ
た
。

従
っ
て
、
ニ

7
l
教
授
は
、
当
裁
判
所
と
同
じ
よ
う

に
多
数
勧
告
を
解
釈
し
て
、
少
な
く
と

も
そ
の
当
時
は
こ
の
勧
告
を
支
持
し
た

の
で
あ
る
。

ニ
7
l
教
授
は
、
当
時
、

ハ
i
シ
l
委
員
や
本
件
被
告
が
提
言
し

た
制
限
を
拒
否
し
た
。

も
う

一
人
の
委
員
で
あ
る
カ
l
パ
ト

キ
ン
女
史
は、

別
個
の
反
対
立
一見
に
お

い
て
、
多
数
意
見
を
す
べ
て
の
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ

・
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
会
)則
的
か
っ

完
全
な
著
作
権
保
穫
を
与
え
る
こ
と
そ

勧
告
す
る
も
の
で
あ
る
と
解
釈
し
て
、

山

京
市
宮
な
問
題
が
扱
起
さ
れ
て
い

る
こ
と
、
お
よ
び
耐
当
事
者
の
苦
難
を

比
較
し
た
場
合
中
立
人
の
者
維
の
方
が

大
き
い
こ
と
。

も
っ
と
新
し
い
第
九
巡
白
区
の
判
例

は
、
上
記
の
二
つ
の
泉
地
中
は
章
一
八
際
に
は

別
似
の
抜
一
識
で
は
な
く
、
出
血
?
の
連
続

休
の
「
外
へ
の
広
が
り
」
で
あ
っ
て
、

申
立
人
の
北
口
鰍
が
大
き
い
ほ
ど
本
楽
に

つ
い
て
勝
訴
す
る
可
能
性
の
証
明
は
少

な
く
て
よ
い
こ
と
を
指
摘
す
る
。

当晶
批
判
所
は
、
ア
プ
ル
が
回
復
不
能

の
抜
出
品
口
を
受
け
る
危
険
は
明
白
で
大
き

い
が
、
本
停
止
に
つ
い
て
判
決
が
下
さ
れ

る
ま
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
市
場
に
も
っ
と

広
純
に
参
入
す
る
の
が
巡
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
フ
オ
|
ミ
ュ
ラ
が
受
け
る
苦
燃

は
、
と
く
に
攻
筏
フ
オ
|
ミ
ュ
ラ
の
営

業
に
よ
る
販
売
の
と
る
に
た
ら
主
い
位

伎
を
見
る
と
、
わ
ず
か
で
あ
る
と
認
定

す
る
。
従
っ
て
、
適
用
さ
れ
る
幕
端
午
め

も
と
で
、
ア
プ
ル
は
、
著
作
権
を
理
由

と
し
て
禁
止
め
の
数
摘
を
う
け
る
資
絡

が
あ
る
。

W 

ア
プ
ル
対
フ
ラ

ン
ク
リ
ン
事
件

終
わ
る
ま
え
に
‘
当
裁
判
所
は
、

u

d

幼
弁
論
中
に
言
及
さ
れ
た
ア
プ
ル

・
コ

ン
ビ
み

|
タ
社
対
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
・
コ

ン
ピ
ュ

ー
タ
社
事
件

(一

九
八
二
年
)

に
お
け
る
ニ

ム
l
カ
マ

1
判
官
干
の
判
決

を
議
論
し
、
本
件
と
灰
一
別
す
る
の
が
適

切
で
あ
る
。
こ
の
事
件
の
分
析
は
、
判

決
め
窓
見
が
周
到
で
字
術
的
で
あ
る
か

ら
ば
か
り
で
な
く
、
原
告
が
同

一
人
で

あ
り
、
か
つ
訴
状
が
本
件
訴
状
と
ま
っ

た
く
同
じ
よ
う
に
桃
成
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
も
重
要
で
あ
る
。
そ
の
う
え
、

こ
の
事
件
で
は
、
本
件
に
関
係
す
る
も

の
と
向
じ
ア
プ
ル

R
O
M
や
デ
ィ
ス
ケ

ッ
ト
が
関
係
し
、
被
告
フ
ラ
ン
ク
リ
ン

は
、
本
併
に
お
け
る
と
問
機
に
、
競
争

製
品
バ
l
ソ
ナ
ル

・
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
を

製
造
す
る
に
あ
た
っ
て
こ
れ
ら
を
コ
ピ

ー
し
た
資
任
を
附
わ
れ
た
。

当
数
判
所
は
、
熟
慮
し
た
後
、
い
ろ

い
ろ
な
時
白
か
ら
、

予
備
的
差
止
命
令

を
与
え
る
こ
と
を
拒
絶
し
た
ニ
ュ
ー
カ

?
|
判
事
に
従
わ
な
い
こ
と
に
す
る
。

第
一
に
、
当
第
二
京

~ω区
に
お
け
る
予

備
的
経
止
め
の
甘市
総
は
災
な
り
、
も
っ

と
原
告
に
と
っ
て
厄
介
で
あ
る
。

ニ
ム

も
っ
と
限
定
し
た
保
泌
を
与
え
る
べ
き

で
あ
る
と
、
蕊
搾
取
し
た
。

ニ
マ
|
委
員
を
同
調
者
と
考
え
て
も
、

反
対
者
は
ご
く
少
数
で
あ
る
。
そ
の
う

え、

委
員
会
の
多
数
派
は
、

「
ニ
マ
l

媛
県
常
」
と
呼
び
な
が
ら
、

ハ
ー
シ
ー
の

立
場
に
言
及
し
、
こ
れ
を
矩
否
し
た
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
委
員
会
は
次
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。

司
、
}
の
区
別
は
、

一
九
七
六
年
法
の

意
図
す
る
と
こ
ろ
に
反
す
る
。
こ
の
法

律
は
、
あ
き
ら
か
に
、
す
べ
て
の
著
作

物
を
有
形
の
表
現
嫁
休
に
回
定
し
た
瞬

間
か
ら
保
殺
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
は
、
著
作

物
に
つ
い
て
そ
の
用
途
と
関
係
な
く
務

作
権
保
慾
を
認
め
る
過
去
お
よ
び
割
引
を

。の
新
作
権
償
行
と
-
致
し
な
い
。
書
い

た
ゲ
ー
ム
の
ル
ー
ル
や
機
械
を
操
作
す

る
シ
ス
テ
ム
の
著
作
権
法
上
の
地
位
は
、

こ
れ
ら
の

ル
l
ル
が
ゲ
l
ム
を
プ
レ
ー

し
ま
た
は
プ
ロ
セ
ス
を
遂
行
す
る
者
の

行
動
を
指
示
す
る
と
い
う
本
笑
に
よ
っ

て
影
響
を
受
け
る
も
の
で
は
な
い
。

ま

た
、
著
作
物
は
、
実
用
約
性
質
だ
け
の

た
め
に
著
作
権
を
否
認
さ
れ
な
い
。
従

っ
て
、
さ
ら
に
著
作
権
を
付
与
さ
れ
る

著
作
物
を
作
成
す
る
た
め
に
使
用
す
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
そ
う
で
な
い
プ
ロ
グ
ラ

ム
と
を
区
別
す
べ
き
で
は
な
い

J

あ
ら
ゆ
る
絞
殺
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
対
し
て
完
全
な
保
護
を

与
え
る
と
い
う
勧
告
の
目
的
を
迷
成
す

る
た
め
、

C
O
N
T
U
は
、
第

一一

七

• • 

ー
カ

マ
|
判
事
が
嬰
約
し
た
第
三
巡
回

区
の
基
準
は
、
次
の
豆
町
机
を
要
求
す
る
。

「

川
本
山
北
に
つ
い
て
勝
訴
す
る

ん
口
期
的
な
可
能
性
。

ω
波
止
め
を
受
け
る
被
告
の
抜
笠
一闘

を
越
え
る
原
告
の
回
復
不
能
な
損
害
。
」

(第
三
巡
回
区
で
は
こ
の
ほ
か
に
も
要

件
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
本
件
で
は
関

係
が
な
い。

知

m
.-
巡
削
区
の
娘
一
滋
・
、
と
く
に
卜
一記

の
仰
を
適
用
す
る
に
あ
た
っ
て
、
ニ
ュ

ー
ヵ
7
l
判
事
ば
、
被
比
円フ
ラ
ン
ク
リ

ン
は
問
題
と
な
っ
て
い
る
バ
|
ソ
ナ
ル

・

コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
の
製
造
以
外
の
事
業
を

行
な
っ
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
す
る
。

従
っ
て
、
予
備
的
差
止
命
令
を
与
え
る

と
、
被
告
に
「
破
媛
的
な
効
果
」

を
お

よ
ば
す
こ
と
に
な
る
。
ょ
に
述
べ
た
よ

う
に
.
ワ
ォ
|
ミ
ュ
ラ
は
、
ま
っ
た
く

異
な
る
立
場
に
あ
る
。

第
ニ
に
、
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
小
件
の
判

決
が
下
さ
れ
た
こ
ろ
、
ニ
A
l
カ
マ
|

判
事
の
巡
回
尽
の
控
訴
裁
判
所
は
、
ウ

ィ
リ
ア
ム
ス

・
イ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ッ
ク
ス

社
対
ア
!
テ
ィ
ッ
ク

・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル
社
事
件
判
決

ご

九
八

}年
)

を
下
し
た
。

ウ
ィ

リ
ア
ム

ス
事
件
に
お

け
る
著
作
権
巡
絡
め
恭
本
的
問
題
は
、

当
裁
判
所
に
制
限
起
さ
れ
て
い
る
も
の
と

よ
く
似
て
い

る
。
ウ
ィ
リ
ア
ム
ス
事
件

の
被
告
は
、
R
O
M
は
す
べ
て
著
作
総

保
明
暗
か
ら
除
か
れ
る
と
主
猿
し
た
よ
う

に
見
う
け
ら
れ
る
。
し
か
し
、
ウ
ィ

リ

ア
ム
ス
事
件
の
被
告
が
述
べ
た
概
論
的

娘
拠
は
、
本
件
に
お
い
て
フ
本

|
ミ
ュ

ラ
が
、主
張
す
る
理
論
的
綴
拠
と
同
じ
で

あ
っ
て
、
R
O
M
は
機
械
の
前
動
を

コ

ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
た
め
に
使
用
さ
れ
る

か
ら
、
そ
れ
は
粁
作
他
係
議
が
お
よ
ば

な
い
「
笑
用
的
」
使
用
で
あ
る
と
い
う

こ
と
に
あ
る
。
ウ
ィ
リ
ア
ム
ス
事
件
の

被
告
は
、
こ
の
、王
町
加
の
恨
拠
を
第

一
O

二
条
川
聞
に
お
い
て
い
る
。
ま
た
、
か
れ

ら
は
、
デ
ー
タ

・
キ
ャ
ッ

シ
ュ
シ
ス
テ

ム
ズ
社
対

G
S
&
A
グ
ル
ー
プ
相
事
件

ご

九
七
九
年
)
の
地
方
裁
判
所
判
決

に
犬
き
く
依
存
し
て
い
る
。

{将
司川
的

に
、
当
裁
判
所
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
第

七
巡
回
区
控
訴
裁
判
所
が
地
方
裁
判
所

の
デ
|
夕

、キ
ヤ

ア
ン
ュ
事
件
の
判
決

な
見
を
取
扱
っ
た
方
法
は
、
第
一
等
裁

判
所
の
恕
見
の
先
例
と
し
て
の
織
成
を

完
全
に
損
う
も
の
で
あ

っ
て
、
本
件
の

条
を
廃
止
す
る
こ
と

(そ
し
て
、
関
連

す
る
が
異
な
る
問
題
に
つ
い
て
こ
の
条

文
径
一号
の
も
と
に
新
し
い
規
定
を
も
う

け
る
こ
と
)
、
お
よ
び
第

一
O
一
条
に

「コ

ン
ピ
ュ
ー
タ

・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の

訟
の
広
い
定
義
を
加
え
る
こ
と
を
勧
告

し
た
。
議
会
は
、

{本
件
で
は
関
係
の
な
い

わ
ず
か
な
変
更
を
除
い
て
)
修
正
ま
た

は
追
加
を
す
る
こ
と
な
く
こ
の
多
数
勧

告
を
そ
の
ま
ま
著
作
権
法
に
取
り
入
れ

た
。
従
っ
て
、
議
会
は
「
さ
ら
に
者
作

権
を
付
与
さ
れ
る
著
作
物
を
作
成
す
る

た
め
に
使
用
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
「
機

械
を
操
作
す
る
シ
ス
テ
ム
」
を
具
現
す

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
を
区
別
す
る
意
図
を

持
っ
て
い
な
か

っ
た
こ
と
に
な
る
。

問

公

の

政

策

当
裁
判
所
は
、
す
で
に
‘
現
行
の
若

作
権
法
は
機
能
や
目
的
の
い
か
ん
を
問

わ
ず
す
べ
て
の
コ
ン
ビ
み
l
タ

・
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
保
護
を
与
え
る
こ
と
を
指
摘

し
た
。
た
と
え
こ
の
点
に
つ
い
て
著
作

品
似
法
が
不
明
際
で
あ
る
と
し
て
も
、
こ

の
よ
う
ら
結
果
と
な
る
こ
と
は
立
法
の

沿
革
を
見
れ
ば
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
さ

ら
に
、
当
裁
判
所
は
、
こ
の
解
釈
は
公

の
政
策
と
合
致
す
る
こ
と
を
認
め
る
。

後
告
は
、
政
策
上
、
著
作
織
法
は
本

件
の
沿
っ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
著
作
権
保

識
を
総
立
し
こ
れ
を
強
行
す
る
ア
プ
ル

の
訴
、
え
を
支
持
す
る
よ
う
に
解
釈
す
べ

き
で
は
な
い
と
主
張
す
る
。
被
告
は
、

本
併
を
大
規
模
の
確
立
し
た
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
会
社
が
そ
の
市
場
に
お
け
る
地
位

を
維
持
し
か
っ
競
争
を
妨
げ
る
企
図
の

一
部
で
あ
る
と
考
え
る
。
こ
の
主
張
は
、

経
験
と
も
本
件
に
お
け
る
証
拠
と
も
合

欽
し
な
い
。

近
年
、
非
常
に
多
く
の
独
立
し
た
会

羽
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
機
総
や
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
分
野
に
参
入
し
、
そ
の
多
く
は
実

質
的
成
功
を
と
げ
て
い
る
。
事
実
、
こ

れ
ら
の
企
業
の
多
く
は
、
ア
プ

ル

・
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
の
た
め
の
ソ
フ
ト
ウ
£
ア

を
作
っ
て
い

る
。
歴
史
上
で
ア
プ

ル
の

よ
う
な

一
つ

の
大
き
い
会
舗
が
こ
の
よ

う
な
拡
大
す
る
市
場
を
「
支
配
す
る
」

こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
示
す
も
の
は
な

に
も
な
い
。

そ
れ
と
は
反
対
に
、
ア
プ
ル
は
、
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
舎
〈
会
社
の
成
長
を
制
限

す
る
欲
望
を
持
っ
て
い
な
い
。

コ
ン
ピ

被
告
フ
才
|
ミ
ュ
ラ
は
デ
1
7
・
キ
ャ

ッ
シ
ュ
事
件
に
頼
ら
な
い
こ
と
を
明
言

し
て
い
る
)。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
事

件
の
第
三
巡
回
区
控
訴
裁
判
所
は
、
草引

作
品
悦
者
の
た
め
に
永
久
的
差
止
命
令
を

出
す
こ
と
を
支
持
し
た
。
こ
の
判
決
意

見
は
、
正
一
幽
か
ら
R
O
M
は
す
べ
て
そ

の
「
笑
用
的
」
機
能
と
関
係
な
く
著
作

権
適
格
で
あ
る
と
判
示
し
て

い
る
よ
う

に
恩
わ
れ
る
。
裁
判
所
は
、
次
の
よ
う

に
古
っ
て
い

る
。

「被
告
は
、
総
起
き
れ
ル
る
謀
本
的
な

問
題
は
、
被
告
が
機
械
の

一
部
と
考
え

る
R
O
M
は
務
作
品
悦
法
に
言
う
著
作
品
怖

の
あ
る
著
作
物
の
『
複
裂
物
』

{
コ
ピ

!
)
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
か
で
あ

る
、
と
主
張
す
る
。
被
告
は
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ

・
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
従
子
記
憶
装

巡

(R
O
M
)
に
入
れ
ら
れ
、
機
械
の

作
動
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
た
め
に
使

用
さ
れ
る
時
は
、
そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

著
作
権
は
侵
害
さ
れ
な
い

、
と
主
張
す

る
。
被
告
は
、
こ
の
使
用
は
、
著
作
償

法
の
範
囲
に
な
い
実
用
的
な
も
の
で
あ

る、

と
主
渡
す
る
。
:
:
・
こ
の
被
告
の

主
桜
に
対
す
る
回
答
は
、
著
作
倫
法
の

文
言
の
な
か
に
あ
る
よ
緩
製
物
』
(
コ

ピ
l
)
は
、
者
作
物
が
『
現
在
知
ら
れ

ま
た
は
将
来
開
発
さ
れ
る
方
法
に
よ

っ

て
』
同
定
さ
れ
た
、

『そ
れ
か
ら
、

臨

機
に
ま
た
は
機
械
も
し
く
は
装
置
の
助

け
を
借
り
て
、
そ
の
著
作
物
を
知
覚
し、

復
製
し
ま
た
は
そ
の
他
の
+刀
法
で
伝
達

す
る
ニ
と
が
で
き
る
』
有
休
物
を
含
む
、

と
定
義
さ
れ
て
い
る
。
著
作
椛
法
第
一

O
一
条

(太
字
は
追
加
)
。
こ
の
ひ
ろ

い
文
言
に
よ
っ
て
、
機
会
は
、
本
件
に
お

け
る
電
子
装
笹
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る

よ
う
な
妓
術
的
進
歩
を
包
摂
す
る

『閤

定
』

お
よ
び
円
続
出
製
物
』(コ
ピ
!
)
の
諮

の
拡
大
的
解
釈
を
逃
ん
だ
。
当
裁
判
所

は
、
こ
の
ひ
ろ
い
文
言
を
談
会
が
あ
き

ら
か
に
保
護
す
る
こ
と
を
意
図
し
た
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
・プ
ロ
グ
ラ
ム
の
誉
作
権
適

格
性
を
大
き
く
制
限
す
る
よ
う
に
解
釈

す
る
、豆
町
加
を
矩
否
す
る
も
の
で
あ
る
。」

フ
ラ
ン
ク
リ
ン
は
、
役
訴
し
た
。

そ

し
て
、
こ
の
綾
訴
審
に
お
け
る
弁
総
は

す
で
に
な
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
‘
地

方
裁
判
所
の
意
見
の
効
力
は
不
踏
ん
疋
で

あ
る
。フ
ラ
ン
ク
リ
ン
事
件
判
決
に
お

い
て
.

ュ
l
タ
の
ハ

ー
ド
ウ
ェ
ア
を
買
う
者
は
、

ど
れ
を
買
う
か
の
選
択
に
お
い
て
、
特

定
の
モ
デ
ル
に
コ
ン
パ
テ
ィ
ブ
ル
な
ソ

フ
ト
ウ
ェ

ア
が
あ
る
か
ど
う
か
に
大
き

く
影
縛
さ
れ
る
。
ア
プ
ル

・
コ
ン

ビ
ム

1
タ
に
使
用
す
る
太
め
に
作
ら
れ
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
種
類
が
多
い
ほ
ど
、
ア
プ

ル

・
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
の
ア
ピ
ー
ル
は
大

き
い
。
も
ち
ろ
ん
、
本
件
で
問
題
と
な
っ
て

い
る
の
は
、
ア
プ
ル
自
体
が
作
っ
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
保
穫
で
あ
る
。
し
か
し
、

ア
プ
ル
は
、
被
告
が
ア
プ
ル
自
身
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
と
ま
っ
た
く
同
一
の
機
能
を

い
と
な
み
ま
た
は
目
的
を
達
成
す
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
販
売
す
る
権
利
を
有
す
る

こ
と
を
争
っ
て
い
な
い
。
原
告
の
訴
え

の
要
旨
は
、
被
告
に
原
告
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
と
ま
っ
た
く
同
一
の
方
法
で
同

一
の

機
能
を
い
と
な
む
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
販
売

さ
せ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
当
裁
判
所
の
判
決
の
も
と
で
、
被

告
は
、
機
械
の
な
か
で
原
告
の
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
が
な
す
と
同

一
の
計
算
、
セ
y

ト
ア
ッ
プ
、
メ
モ
リ

・
ロ
ー
デ
ィ
ン
グ

等
を
行
な
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
っ
て
、

ソ
フ
ト
ウ

兵
ア
の
市
場
で
原
告
と
競
争

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、
被
告

は
.
原
告
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
機
械
を
操

作
さ
せ
る
の
と
問
じ
バ

イ
ト
ま
た
は
ア

イ
テ
ム
の
数
お
よ
び
シ
ー
ケ
ン
ス
を
コ

ピ
ー
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
C
O
N

T
U
報
告
舎
が
適
切
に
述
べ
て

い
る
よ

う
に
、

「
だ
れ
で
も
、
若
作
権
の
あ
る

著
作
物
を
と
り
つ
け
た
時
と
同
様
に
、

機
械
に
同
じ
こ
と
を
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
。
し
か
し
、
そ
う
す
る
こ
と
が
で

き
る
の
は
、
盗
用
で
は
な
く
自
分
自
身

の
創
作
努
力
に
よ
っ
て
だ
け
で
あ
る
J

こ
の
よ
う
な
「
制
限
L

が
市
場
に
お

け
る
綬
争
の
自
由
を
閉
答
す
る
と
は
考

え
ら
れ
な
い
。
原
告
は
、
ア
プ
ル
の
コ

ン
ビ
斗

l
タ
と
「
九
八
パ
ー
セ
ン
ト
も

コ
ン
パ
テ
ィ
ブ
ル
な
」
、
し
か
し
原
管

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
著
作
権
を
侵
害
す
る

ほ
ど
原
管
の
具
体
的
な
シ
ー
ケ
ン
ス
と

は
類
似
し
な
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
る
多

く
の
+
刀
法
が
あ
る
、
}
と
を
示
す
証
拠
を

提
出
し
た
。
被
告
は
、
也
按
こ
れ
を
争

わ
な
い
。
特
定
の
機
能
を
持
っ
た
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
書
く
方
法
が

一
っ
か
二
つ
し

か
な
い
と
す
れ
ば
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
著

作
権
保
護
を
与
え
る
と
、
そ
の
著
作
者

• • 

ニ
ュ
l
カ
7
|
判
事
が
著
作
品
情
通
絡
め

問
題
に
つ
い
て
な
に
も
判
示
し
て
い
な

い
こ
と
に
も
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
エ

ユ
|
カ
マ

|
判
事
は
、
ア
プ
ル
に
よ
る

務
作
総
適
格
伎
の
主
張
に

対
し
て
疑
問

を
事
説
明
す
る
こ
と
に
と
ど
め
て
い
る
。

と
も
あ
れ
、
阿
判
事
は
、
こ
れ
ら
の
、五

開
放
を

「
強
力
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

間
判
事
の
判
示
は
、
予
備
的
援
止
申
立

て
の
目
的
上
、
当
事
者
間
の
公
平
を
は

か
リ
、
か
つ
第
三
巡
回
区
の
基
準
を
適

用
し
て
、
予
備
的
差
止
命
令
を
出
さ
な

い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ニ
ュ

l
カ
7
|
判
事
の
判
決
に
と

っ

て
は
重
大
で
は
な
い

が、

当
裁
判
所
は
、

同
判
示
の

C

O
N
T
U
多
数
窓
見
の
説

明
に
注
目
す
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
同

判
事
は
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
そ
れ
を

正
縫
に
迎
解
し
た
と
は
関
心
え
な
い
。

要
す
る
に
、
本
管
は
、
フ
ラ
ン
ク
リ

ン
事
件
に
お
け
る
地
方
裁
判
所
の
立
見

は
、
著
作
権
法
の
範
聞
に
関
し
て
、
ウ

ィ
リ
ア
ム
ズ
事
件
判
決
に
よ
っ
て
大
き

く
効
力
を
損
わ
れ
た
と
結
論
す
る
。
加

え
て
、
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
事
件
は
、
異
な

る
差
止
め
の
法
織
の
も
と
で
、
明
帥
慨
に

判
示
さ
れ
な
か
っ
た
、
凶
損
な
る
事
件
で

あ
る
。
従

っ
て
、
こ
れ
は
、
当
裁
判
所

の
指
針
と
は
な
ら
な
い
先
例
と
見
る
べ

き
で
あ
る
。解

説

本
件
は
、
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ

プ

ロ

グ

ラ
ム
を
収
納
し
た

R
O
M
や
デ
ィ
ス
ケ

ッ
ト
は
そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
コ
ピ
ー
す

な
わ
ち
後
制
収
物
で
あ
っ
て
、
著
作
品
悦
保

絡
が
お
よ
ぶ
こ
と
を
明
般
に
判
示
し
た

注
目
す
べ
き
判
例
で
あ
る
。

裁
判
所
は
、

R
O
M
は
実
用
品
で
あ
る
と
い
う
潔
白

で
こ
れ
に
著
作
権
保
識
を
お
よ
ぼ
す
こ

と
を
疑
問
刊
枕
し
た
ア
プ
ル
対
ワ
ラ
ン
ク

リ
ン
事
件
判
決
を
こ
ま
か
く
検
討
し
て

批
判
し
た
。
こ
れ
ら
の
判
例
で
さ
か
ん

に
引
用
さ
れ
て
い
る
C
O
N
T
U報
告

舎
は
、
問
題
の
解
明
に
大
き
い
.賀
献
を

し
た
。
と
く
に
、
反
対
意
見
も
縄
げ
ら

れ
て
い
る
こ
と
は
、
R
O
M
や
デ
ィ
ス

ケ
ッ
ト
の
宥
作
権
法
上
の
地
位
を
あ
き

ら
か
に
す
る
た
め
大
き
い
意
義
が
あ
る
。
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フ
ダウン」

ト通過しながら

イ
「アップン ・

s
z
o
g
 

患
の
走
行
を
テ
!
?
と
し

た
T
V
ゲ
ー
ム
機
「
ア
ッ
プ

ン
・ダ
ウ
ン
」
が
、
印
刷
セ
ガ
・

エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ゼ
ス
{
本

社
東
点
、
中
山
隼
級
相
官
げ
と

か
ら
九
月
二
十

H
発
売
と
な

っ
た
。こ
れ
は
レ
バ
ー
で
取
を
操

作
し
設
定
さ
れ
た
コ
|
ス
を

ど
ん
ど
ん
走
行
し
、
チ

ェ
ッ

ク
ポ
イ
ン
ト
{
十
色
あ
る
)

を
通
過
し
て
い
く
と
い
う
ゲ

ウ
も

く

ドラ上下
セガ社から

カ
ト
ウ
か
ら

「
ガ
ン
ガ
ン
ダ
チ
ョ
ウ
」

ダ
チ
ョ
ウ
を
テ
!
?
に
反

射
神
経
を
試
す
ア
ー
ケ
ー
ド

ゲ

l
ム
後

「
ガ
ン
ガ
ン
ダ
チ

ョ
ウ
」
が
、
幽
開
カ
ト
ウ
製
作

所
(
本
社
東
京
.
加
藤
イ
サ

ム
社
長
)
か
ら
寸
月

一
日
発

売
と
な
っ
た
。

こ
れ
は
後
部
ボ
ッ
ク
ス
内

に
五
匹
の
ダ
チ
ョ
ウ
が
隠
れ

て
お
リ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
対
応

し
た
木
の
岡
山
が
乎
前
に
あ
る
.

硬
貨
投
入
後
ラ
ン
ダ
ム
に
ダ

チ
ョ
ウ
が
首
を
出
す
の
で
、

そ
の
す
ぐ
前
の
本
の
般
を
ハ

ン
マ
ー
で
力
い
っ
ぱ
い
叩
き
、

• • 

-、句、
句、

アップン・ダウン

は
前
進
し
て
い
る
時
だ
け
で

φ川
の
引
を
し
し
か
ら
抑
し
つ

ぶ
す
場
合
.
②
他
の
コ

l
ス

に
変
泌
す
る
地
介
、
@
川
の

迎
い
取
を
a
m
ぴ
抽
唱
す
場
合
な

ど
に
用
い
る
が
、
コ
ー
ス
外

に
着
地
す
れ
ば
ア
ウ
ト
他

市
と
途
中
で
現
わ
れ
る
・
ボ

ー
ナ
ス
カ

1
.
を
柵
押
し
つ
ぶ

す
と
高
得
点
ま
た
コ

l
ス

上
の
風
絵
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
、
桁
子
な
ど
を
取
る
と
ポ

-
ム
。
場
面
は
野
原
、
山
、

俗
、
海
岸
な
ど
多
彩
な
皮
肉

を
見
せ
る
。

コ
ー
ス
は
ジ
グ
ザ
グ
を
繰

り
返
し
、
途
中
で
い
く
つ
も

の
分
か
れ
道
や
ス
ロ
ー
プ
、

途
切
れ
た
部
分
な
ど
が
出
現

す

る

。

州

附

ト

に

は

常

に

他

デ

i
タ
イ
ー
ス
ト
掬

{
本

の
小
が
数
台
返
っ
て
お
り
、

社

東

京
‘
釘
問
問
智
夫
社
長
)

他
巾
に
ぶ
つ
か
れ
ば
ア
ウ
ト
.
か
ら

D
C
シ
ス
テ
ム
の

T

V

ジ
ャ
ン
プ
ボ
タ
ン
が
付
い
て

ゲ

l
ム
カ
セ
ッ
ト
「
ス

l
パ

お
り
、
ジ
ャ
ン
プ
で
き
る
の

l
ダ
ブ
ル
ス
テ
ニ
ス
」
が
.

九
川
.
一
卜
六
日
党
完
と
な
っ

•• a
't引

ジ
ャ
レ
コ
か
ら

『
エ
ク
セ
リ
オ
ン
」

異
次
元
の
空
間
戦

本格的な 6人制をTV機で

回

り

こ

み

な

が

ら

敵

を

迎

撃

回
舟
次
元
で
の
空
中
戦
を
テ

!

?
と
し
た

T
V
ゲ
l
ム
機

『
エ
ク
セ
リ
オ
ン
」
が
、
山
側

ジ
ャ
レ
コ
(
本
社
東
京
、
金

沢
義
秋
社
長
)
か
ら
十
月
四

日
発
売
と
な
っ
た
。

こ
れ
は
八
万
向
レ
パ

l
で

“
フ
ア
イ
タ

l
E
x
-
を
録

作
し
集
団
で
出
現
す
る
敵
を

次
々
と
勘
平
破
し
て
い
く

L
の

で
、
相
川
放
が
立
体
的
に
ス
ク

ロ
ー
ル
し
、

7
7
イ
タ

l
E

X
が
州
前
ト
し
を
向
山
向
先
に

品
川
ぴ
阿
れ
る
こ
と

{
レ
バ
ー

に
対
応
し
た
な
め
ら
か
な
品
開

ー競技
タイトーカ、ら10月発売へ
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女子バレ

き
)
な
ど
が
符
徴
。
全
部
で

八
パ
タ
ー
ン
あ
り
、
敵
の
攻

般
車
パ
タ
ー
ン
も
多
彩
。

敵
は
グ
ル
ー
プ
で
次
々
と

刷
費
な
る
動
き
で
上
方
か
ら
現

わ
れ
る
の
で
、
こ
れ
を
二
つ

の
発
射
ボ
タ
ン
(
述
射
可
能

な
シ
ン
グ
ル
ビ

i
ム
砲
と
、

友
h

伯
尚
爽
か
ら
発
射
す
る
デ

ュ
ア
ル
ビ

i
ム
砲
)
で
惨
似

し
て
い
く
.
シ
ン
グ
ル
ビ
ー

ム
胞
は
縛
数
に
制
限
が
あ
り
、

五
ト
発
ま
で
党
射
で
き
る
が
、

敵
を
一
般
常
破
す
る
ご
と
に

・
党
ず
つ

mえ
る
(
伐
リ
め

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
T

V
ゲ

ー
ム
幽
開
化
し
た
、
女
千
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
」
が
、

川
棚
タ
イ
ト

l
(本
社
東
氏
、
コ
ー
ガ

ン

社
長
}
か
ら
十
月

一
日
発
売

と
な
っ
た
.

こ
れ
は
女
子
の
六
人
制
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
ゲ

l
ム
で
、
実

際
の
ル

i
ル
に
悲
づ
い
て
サ

l
プ
か
ら
時
間
器
攻
懇
ま
で

い
ろ
い
ろ
な
テ
ク

ニ
y
ク
を

駆
使
し
、
初
手
チ

l
ム
の
コ

川
押
数
は
山
由
床
下
に
炎
ぷ
)

こ
の
山
現
知
数
が
ゼ
ロ
に
な
れ

ば
シ
ン
グ
ル
ビ
ー
ム
砲
は
発

射
で
き
な
い
。
凶
パ
タ
ー
ン

ご
と
に
無
敵
と
な
っ
て
敵
を

悠
破
で
き
る
ボ
ー
ナ
ス
パ
タ

ー
ン
が
あ
る
。
敵
を
令
滅
さ

せ
る
と
次
の
パ
タ
ー
ン
へ
と

進
む
。
な
お
背
景
は
全
部
で

マ司，明司血p-..... ~出画，

ン
ピ
ュ

l
タ

l
と
刈
峨
す
る

レ
バ
ー
で
総
作
す
る
の
は

色
め
亦
い
選
手

(機
械
側
が

自
動
的
に
指
定
)
で
.
前
術

は
左
布
の
み
、
後
衛
は
前
後

+
配
布
に
移
動
で
き
る
。
ま
ず

サ
|
ブ
は
後
衡
の
赤
い
選
手

を
動
か
し
似
郡
山
を
決
め
る
と

ボ
l
ル
が
打
た
れ
、
同
時
に

レ
バ

ー
で
方
向
が
変
え
ら
れ

る
。

レ
シ
ー
ブ
は
ポ
|
ル

の

治
下
地
点
に
移
動
す
れ
ば
自

----og 

ー
ナ
ス
得
点
が
加
刊
沖
さ
れ
る
。
仙
川
に
タ
イ
ム
に
応
じ
て
ポ
|

卜
色
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
ナ
ス
外
出
一
が
加
算
さ
れ
る

{O

を
泊
治
す
れ
ば
.
パ
タ
ー
ン
紗
か
ら
五
|
九
秒
ま
で
五
段

ク
リ
ア
と
な
り
、
次
の
バ
タ
帥
聞
に
分
け
ら
れ
.
鋭
い
タ
イ

|
ン
へ
と
進
む
が
、
パ
タ
|
ム
ほ
ど
尚
外
出
…
)。

取
が
三

ン
を
追
う
ご
と
に
似
耐
が
急
品
目
ア
ウ
ト
で
ゲ
|
ム
終
了
だ

勾
配
に
な
っ
た
り
途
切
れ
た
が
、

，
定
得
点
以
上
で
棋
が

滞
分
が
H
H
く
な
る
な
ど
、
ゲ

a

ム口
追
加
さ
れ
る
。
同
社
柏
村

l
ム
は
錐
し
く
な
っ
て
い
く
。
制
棋
の
カ
ラ

1
ス
チ
ー
ル
制
以
テ

な
お
一
パ
・

7
1
ン
ク
リ
ア
の

1
ブ
ル
型

(同日
H

M

)

キ
ャ
ビ

タ
イ
ム
が
六
十
秒
以
内
の
場
、
平
y
ト
使
用
で
、
定
価
五
十

九
日
は
、
そ
の
パ
タ
ー
ン
終
了

二
万
向
。

デ
ー
タ
イ
ー
ス
ト
D
C
シ
ス
テ
ム

新
ダ
ブ
ル
フ圃

-
ス

タ
イ
ミ

ン
グ
、

ガンガンダテaウ

ニ
れ
は
テ
ニ
ス
の
ダ
ブ
ル

ス
を
T

V
ゲ

l
ム
化
し
た
む

の
で
.
相
手
チ

l
ム
は
コ
ン

ピ
ム

l
タ

i

プ
レ
イ
ヤ
ー

は
ボ
タ
ン
操
作
に
よ
っ
て
前

衛
と
後
衡
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

で
き
る
.
薗
.
白
川
山
千
仰
が
プ

レ
イ
ヤ
ー
の
コ

l
ト
で
上
部

が
相
手
側
コ

l
ト

中

央

右

側
に
審
判
、
左
側
に
ポ

l
ル

ガ
|
ル
が
い
る
。

ま
ず
プ
レ
イ
ヤ
ー
憾
の
サ

ー
ブ
か
ら
試
合
開
始
。
八
方

向
レ
バ
ー
で
後
衛
の
位
置
を

決
め
、
赤
ボ
タ
ン
を
押
す
と

ポ
l
ル
が
打
た
れ
る
・
相
手

側
が
打
ち
返
し
て
き
た
ポ
ー

ル
は
、
同
じ
く
赤
ボ
タ
ン
で

返
球
す
る
・
川
地
域
は
ラ
ケ
ッ

ト
の
手
前
の
一
定
範
聞
に
求

首
を
出
し
た
前
の
木
の
棋
を
町
く
と

ダ
チ
ョ

て
.
皮
に
.
川
、
:
.
似
の
ダ

チ
ョ
ウ
が
汁
を
山
す
よ
う
に

な
り
、
さ
ら
に
そ
の
テ
ン
ポ

も
泌
く
な
勺
て
い
く
。
タ
イ

マ
ー
制
で
六
十
秒
経
過
す
れ

ば
ゲ
ー
ム
終

f
。
飛
び
上
が

う
ま
く
タ
イ
ミ
ン
グ
が
合
う
ら
せ
た
ダ
チ
ョ
ウ
の
数
に
よ

と
ダ
チ
ョ
ウ
が
び
っ
く
り
し

り
J

・ラ
ン
ク
の
実
力
表
示
が

て
飛
び
上
が
る
と
い
う
も
の
。
な
さ
れ
“
る
。
定
価
八
卜
e

万

ゲ
l
ム
が
進
行
す
る
に
つ
れ
向
。

• • 
阿
佐
鎖
あ
リ
、
ラ
ン
ダ
ム
に

変
化
す
る
・
フ
ァ
イ
タ

l
E

X
が
二
機
ア
ウ
ト
で
ゲ

l
ム

終
了
だ
が
、

一
定
得
点
以
上

で
一
機
追
加
さ
れ
る
・
テ
ー

ブ
ル
M
M
H

，
muで
定
価
問
十
八

万
円
。
な
お
廿
帯
拡
慨
は
十
月
十

七
日
発
売
で
定
価
卜
三
万
八

千
円
。

山 岨・ E ・・ a. 

富ふ|

~・~
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動
的
に
行
な
う
・
前
出
聞
の
均

A
H
、
ト
ス
は
レ
シ
ー
ブ
と
同

じ
要
領
だ
が
、
ボ
タ
ン
を
仰

す
と
--
段
攻
輸
事
が
で
き
る

ま
た
ト
ス
を
打
つ
タ
イ
ミ
ン

グ
を
う
ま
く
ず
ら
せ
ば
、
一

人
時
間
差
や
ク
イ
ッ
ク

L
可

能
。
プ
ロ
ッ
ク
を
す
る
に
は

ボ
タ
ン
を
押
す
が
、
そ
の
場

合
近
く
の
他
の
選
手
に
接
触

す
れ
ば
、
そ
の
選
手
も
プ
ロ

ッ
カ
ー
と
な
る
。

こ
う
し
て

一
試
An.-
ニ
ゲ

l
ム
の
ス
コ
ア

を
ト
ー
タ
ル
で
十
五
点
先
取

す
れ
ば
、
次
の
試
合
に
進
み

相
子
側
は
別
の
チ

i
ム
に
変

わ
る

ご
式
会
ご
と
に
快
界

各
闘
の
チ
!
ム
と
対
戦
す
る

と
い
う
設
定
}
.
た
ど
し
.

ゲ
l
ム
瓦
点
ず
つ
先
取
し
な

い
と
ゲ

l
ム
終
了
に
な
る

テ
ク
ニ
ッ
ク
を
駅
仙
波
す
る
ご

と
に
得
点
と
な
リ
・
-
ゲ
ー

ム
-K点
先
取
ま
た
は

一
試
合

旬、旬、
旬、

高
き
で
変
化
す
る

た
時
に
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
ボ

タ
ン
を
棚
押
す
が
、
円
十
円
に
打

っ
と
左
方
向
へ
、
官
山
村
に
打

っ
と
布
方
向
へ
飛
ん
で
い
き
、

ま
た
ポ

l
ル
の
刈
さ
に
よ
っ

て
む
品
川
ぴ

hnが
変
化
す
る
の

で
、
少
し
テ
ク
ニ
ヴ
ク
を
泌

す
る
.
ス
マ
ッ
シ
ュ
の
チ
ャ

ン
ス
が
ポ
た
仰
は
‘
日
掛
川
↑
〈

山
川
ボ
タ
ン
を
剛
押
す
と
プ
レ
イ

ヤ
ー
の
操
作
す
る
選
予
が
後

衡
か
ら
前
衛
に
砂
る
の
で
う

ま
く
赤
ボ
タ
ン
を
仰
す
.

問
の
ミ
ス
で
一
ポ
イ
ン
ト
と

な
リ
、
抑
制
千
側
に
凶
ポ
イ
ン

ト
先
取
さ
れ
れ
ば
プ
レ
イ
ヤ

ー
が
一
回
ア
ウ
ト
。
三
回
ア

ウ
ト
に
な
れ
ば
ゲ
ー
ム
終
了

だ
が
、
勝
ち
進
め
ば
叫
吋
附
無

制
限
に
プ
レ
イ
可
能
。
プ
レ

イ
ヤ
ー
が
州
ポ
イ
ン
ト
先
取

す
れ
ば
a

ゲ

i
ム
(
一
パ
タ

ー
ン
)
ク
リ
ア
と
な
リ
、
ゲ

ー
ム
進
行
と
と
も
に
縦
し
く

な
っ
て
い
く
・
ジ
ュ
ー
ス
に

な
っ
た
時
は
、
.
一
ポ
イ
ン
ト

M
附
け
て
取
れ
ば
勝
ち
・
六
ゲ

ー
ム
取
れ
ば
一
セ
ッ
ト
勝
ち
、

J
.

セ
ッ
ト
取
れ
ば
.
マ
ッ
チ

勝
ち
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
両

日
間
下
部
に
ぷ
.
刑
さ
れ
る
.
ま

た
州
而
布
上
に
は
プ
レ
イ
ヤ

ー
の
持
ち
数
、
レ
シ
ー
バ
ー

と
サ
ー
バ
ー
の
数
な
ど
を
表

ポ
。
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
厳
価

六
万
八
千
円
。

十
五
点
先
取
す
れ
ば
ボ
ー
ナ

ス
得
点
が
加
算
さ
れ
、

一
定

得
点
以
上
で
-
試
合
追
加
と

• • 

な
る
・
完
備
は
テ
ー
ブ
ル
M
m

H

，
型
五
十
四
万
円
、
ミ
ド
ル

タ
イ
プ
五
十
a
ハ
万
内
。

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
と
ゲ
l
ム
性
誇
る

戦宇
争宙

ス
テ
イ
ン
ガ

i

セ
イ
ブ
電
子
開
発
、

宇
宙
戦
争
を
テ
ー
マ
に

L

・h・-~T
V
ゲ

l
ム
機

「
ス
テ
ィ

ン
ガ
|
」
が
、
シ
グ
マ
商
事

総
(
本
社
東
京
‘
真
鍋
勝
紀

校
長
)
か
ら
九
月
一F
-

十
円
発

売
と
な
っ
た
・

こ
れ
は
川
社
が
削
機
を
間

鴨
ん
し
た
仰
セ
イ
ブ
也
子
か
ら

仙
郡
山
的
販
必
出
酬
を
削
げ
た
も
の
.

八
万
向
レ
バ
ー
で
んl
山
山
帆
制
作
ス

テ
ィ
ン
ガ
!
・
ウ
ル
ツ
作
を

川
刊
作
し
‘
敵
機
を
攻
然
し
な

が
ら
敵
め
山
由
子
市
総
地
に
似
入

し
て
い
く
と
い
う
ゲ

i
ム。

ス
テ
ィ
ン
ガ
|
・
ウ

ル
フ

は
ん
千
街
空
間
を
(
幽
州
在
か

ら
ト
引
へ
)
進
ん
で
い
く
と
、

廷
設
中
の
倣
比
借地
が
現
わ
れ
、

大
き
な
球
体
と
そ
の
周
聞
に

い
る
敵
機
"
ギ
ガ

・
ス
フ
ィ

ァ
・
が
攻
雌
惜
し
て
く
る
の
で

こ
れ
を
撃
破
。
球
体
は
中
心

部
が
ラ
ン
ダ
ム
に
附
い
て
お

リ
、
間
附
い
た
中
心
部
に
ブ
ラ

シ
グ
マ
発
売

ス
タ

l
砲

(
ボ
タ
ン
)
を
数

度
命
中
さ
せ
る
と
大
爆
発
を

起
こ
す
。
さ
ら
に
進
む
と
味

方
の
前
哨
法
地
が
あ
り
、
ロ

ボ
ッ

ト
ぷ
小
ン
ゴ
伽
が
い

る
・

そ
こ
へ
税
陀
し
タ
イ
ム
ゲ
ー

ジ
が
い
っ
ぱ
い
に
な
る
と
ボ

ン
ゴ
が
・
つ
附
え
る
。
ニ
の

ポ
ン
ゴ
は
ボ
タ
ン
を
仰
す
と
、

危
険
な
仰
に
腕
時
に
倣
を
破

酬
明
し
て
く
れ
る
。
次
に
宇
宙

刈居
間
と
な
り
巨
大
戦
V
制
御
ギ

ガ
ン
ト
・
が
山
税
、

他
怒
し

て
く
る
・

以
後
に
敵
基
地
中

心
部
の
は
叩
勿
バ
イ
オ
ト
ロ
ン
e

を
破
域
す
れ
ば

一
パ

タ
ー
ン

終

7
.
パ
タ
ー

ン
を
迫
う
ご

と
に
ゲ
|
ム
は
縦
し
く
な
る
。

ス
テ
ィ
ン
ガ

1
・
ウ

ル
フ
三

機
ア
ウ
ト
で
ゲ
|
ム
終
了
だ

が
、

エ
疋
得
点
以
上
で

~
機

追
加
さ
れ
る
。
テ
ー
ブ
ル

川崎

勺
刷誕
定
価
四
十
八
万
円
、
基

板
定
価
十
三
万
五
千
問
。

本
紙

m
mHV本

側
に
ぬ
載
し
た

ア
イ
レ
ム
「
ト
ロ
ピ
カ
ル
エ

ン
ジ
ェ
ル
」
の
本
体
写
真
は

同
機
で
は
な
く
「
ム

i
ン
パ

ト
ロ
ー
ル
」
の
写
真
で
し
た
・

柑
組
ん
で
訂
正
し
ま
す
。

国

スティンガー

クリアf
トアウ

イタズラされると
子ライター・ハリガネ完全シ

.7.-パーダプルステニス

⑨ JANPACHI (雀8)⑧ ⑧ 
に注目Inギッタリ"'}::::;) c:コ

ぐミシEコ一方

λ阪市東淀川区上新庄3・14-11 

(スーパースナイパー】

ゆ株式会社M.I.P

、1ノ電干ライター防止微調v
画面~クリア L、クレジ γ ド o "と

な句、ブザー@断続音で知らせます.

(v最釣・針金防止機能y

髄簡をクリアL、クレジ yト..0"と

なり、ブザー@ 腕菅で知らせ草す.

①スビーカー管でガンガン瞥線〆

"A網干"をスピーカーロ織統する

と、ブザー曹の代りにスピーカーよ

円。 77ンファン管・ を出せます.

@常減 "ON"時的クレジッ ト上η等

のトヲプ)0(1符無です.

⑤ヨイン枚数の明換え可能

1‘3牧師硬貨・1プレイの切換え炉、

ディ yプスイッチで簡単にできます.

ツ

(lJ 

1811 

自}反乱クト口二クス(掛

W9S 

コてトひい

・骨E腕8授のみて役作り+して下とい
・点;:J(ガ桟ら似いよう白んで干とい

peOker"I用
~7~~患のROM

書き込み、ワンタッチ

アダプター

• 
まず、お電話して下さい

06 (326)6700 〒577東大飯市f墨田東4丁目56 n(06)788-885鮒噂
NITTO ELECTRONICS 1-56 Nagatahi，..h，.Hi，..hios・k・.577

• 
儲

け

u
R
h
q

-

2

 

0
E
岨

3

で

ス

引

一

人
目

4

1

1
ベ

届

0

.。ス

宜

8

理
で

回

聾
み

組

2

の
横

行

5

庫
段

鎖

。

書

2

樺東

L

l

円の

E

霊
山
畑
町
一
耐

T

一
向
四
で

同
制
込

3

E
M
m的
援
時

ト

=

凶

掛

岬

一樹
一

知
{

m

F

世

尭

島

園

附

社

向

+

阿

玄
削

ヨ
畑

，同

司
昭

-

S

A
F
い
H

E
畑
一
一
胡

口
U

EM何

M
制

名

療を痛めてからでは遅いのです

手.(;I. f~LτもOK
テープルの.~...も簡単

高品質のスイッチング電源
.マイコン.TVゲーム
.他ー鍛用

.三出力電源

後ろの座席は偶Lτいません
マルチパン、小書パンでもOK

総発売元

ブラックタイプ

0ご好苦手を頂いて発売中のGS

のスイッチングパワーサプラ

イに、プラァクタイプGS-

37Aカ旬日わりました

0輸出用の180-264V入力のG

S -37Cも力日わりました.

+GS-37A仕綴

1ft庄/AC90V -132V 
出力1[1庄/+5V +12V 

11¥カ11t流/ 7A lA 

害支面目

-5V 

lA 

ー一一一一 番a・:3のオーダーメイドも最っておりますー一一一

GS株式会社

|[CI;Jパワーサプライ

陸盟

口
紅

中部渇事
〈様込先〉住友銀行庄内支庭内エム・アイ・ピー$212524関筒柑孟銀行」ヒ紙産宣廊崎:J:J..アイ・ピ-e216232



(28) 第三純量s便物辺、可ゲームマシン

-・

第223号1983年11月1日第三陀郵便物認可ザームマシン第223号1983~手 1 1月1日、‘，，，
A
叫
J
V

内
y'
・
(
 

/
 

、

。

¥

人

心

。
、

i

‘
・弘、

・
‘
e

j

p

，

i

もも・1

-Xい
に
山
一
飢
/

JIt--
f
，
'
1
d
v
千
'

l

'

'

t

、
¥
、
~
，
，
'
，
1
1
1
1
1
3
・
，
リ
U
'
e

川
、
川
、
ぷ
1
J

，
f'γ，
，
'

J

，f
，

-Hi
，
リ
ー

、

，

、、、、

.

J

'

a
'tsl

あ
れ
は
峠
だ
、
と
呼
ん
で

も
う
幾
年
こ
え
な
い
人
が

向
こ
う
の
村
に
こ
ち
ら

の
村
に
住
ん
で
い
る
こ

と
だ
ろ
、
っ

e 

'，Y-

eJ，， 

9

・。
ナ八

句
自
動
車
絶
望
工
場
』
に

で
て
く
る
ト
ヨ
タ
は
勿
論
ト

ヨ
タ
と
い
う
限
定
さ
れ
た
後

聞
の
問
題
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
の
で
は
な
く
て
、
全
日
本

の
縮
図
が
こ
こ
に
あ
る
。

全
日
本
の
い
ろ
ん
な
困
鰍

な
問
題
が
後
絡
さ
れ
汲
拙
制
さ

れ
て
ト
ヨ
タ
に
噴
出
し
て
い

。

且》

鎌
聞
の
ト
ヨ
タ
を
読
む
こ

と
は
同
時
に
全
日
本
を
読
む

こ
と
に
通
じ
る
で
あ
ろ
う
。

『自
動
車
絶
望
工
場
』
に

は
そ
れ
だ
け
多
様
な
記
号
が

融
問
り
こ
ま
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
鎌
邸
惑
が
季
節
工

と
し
て
ト
ヨ
タ
で
労
働
し
た

六
ヶ
月
聞
の
日
甲
山
と
い
う
形

を
と

っ
た
絞
れ
た
ル
ポ
ル
タ

ー
ジ
ュ
で
あ
る
。

|
|

「
労
働
の
細
分
は
人
氏

の
時
殺
で
あ
る
」

マ
ル
ク
ス
は
よ
H

本
総
』

の
中
で
ア
|
カ
|
ト
の
こ
の

句
を
引
用
し
た
あ
と
で
、
分

業
が

「
倒
別
的
労
働
者
を
不

同
県
化
さ
せ
』

「
労
働
に
対
す

当
世
風
徒
然
草

⑤ 

曲F
だ時
けに

人
が
通
る
、
そ
れ

あ
れ
は
峠
だ
、
と

朝

夕

こ
こ
ろ
に
呼
ん
で
。

|
|
石
垣
り
ん
|
|

一
一円
に

一
度
、
あ
る
い
は

五
目
、
十
日
に
ひ
と
り
、

ふ
た
リ
、
通
る
と
い
う
、

そ
れ
だ
け
の
|
|

1
1そ
れ
だ
け
で
い
つ
も

峠
に
は
人
の
思
い
が
懸
か

。
ヲ
争

併
の
早
川
で
は
な
く
て
、
労

働
組
合
と
日
本
に
つ
い
て
の

話
で
あ
る
が
、
日
本
の
労
働

組
合
と
は

一
体
全
体
何
で
あ

る
の
だ
ろ
う
か
。

自
分
た
ち
の
首
を
締
め
る

た
め
の
綱
代
を
自
分
た
ち
で

負
担
す
る
よ
う
な
、
よ
く
世
間

、え
ば
お
人
よ
し
、
は

っ
き
り

む
え
ば
馬
鹿
な
組
織
が
日
本

の
労
働
組
合
以
外
に
も
こ
の

地
球
上
に
存
在
し
て
い
る
の

だ
ろ
、ヮ
か
。

鎌
凶
懇
の
今
や
世
界
的
な

名
草
刊
で
あ
る
ぷ
自
動
車
絶
望

工
場
』
が
講
談
社
文
山
崎
に
は

い
っ
た
機
会
に
こ
れ
を
読
み

か
え
し
て
ま
ず
そ
う
お
も
っ

そ
ニ
を
こ
え
て
ゆ
く
人

そ
こ
を
こ
え
て
く
る
人

あ
の
商
い
山
の

あ
の
深
い
木
蔭
の

そ
れ
と
わ
か
ぬ
小
径
を
通

っ
て
姿
も
み
え
ぬ
そ
の
ゆ
き
か

峠
よ
、

• 1・
DECO CASSETTE 

ン
ベ
ア
の
動
き
に
巡
れ
て
し

A
に
会
う
。

ま
う
と
い
う
。
労
働
者
の
動
街
風
は
涼
し
く
な
っ
た
の

・

き
は
そ
の
微
納
な
と
こ
ろ
ま
に
飴
い
汗
を
か
き
な
が
ら
半

.

で
ま
さ
に
秒
刻
み
で
管
喫
さ
ぽ
う
つ
け
た
附
郁
子
で

A
が
入

園

れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
き
た
。

.

る
。

「

疲
九
て
ね
。
も
う
仕
事

国

し
た
が
っ
て
ト
ヨ
タ
の

労

以

外
の
こ
と
は
何
も
考
え
る

圃

働
者
は
み
な

一
応
ヒ
ト
で
あ
気
が
し
な
い
し
、
帰
っ
て
飯

圃

る
こ
と
を
断
念
し
て
ロ
ボ
ッ
を
く
っ
て
凝
る
の
で
紛
い
っ

圃

ト
に
な
る
べ
く
必
死
で
努
力
ぱ
い
だ
よ
-

，

を
す
る
の
で
あ
る
が
、
余
緩
あ
れ
だ

r元
気
者
で
、
映

-

タ
フ
で
な
い
と
や
は
り
ヒ
ト

闘
で
も
減
劇
で
も
音
楽
会
で

幽

は
ヒ
ト
で
あ
る
か
ら
ロ
ポ
ッ
も
、
下
手
を
す
る
と
仕
事
が

圃

ト
に
は
な
る
こ
と
が
出
来
な
終
っ
て
か
ら
悌
子
で
回
っ
て

圃

1
1
1
ぃ
。
ロ
ポ
ソ
ト
に
な
る
こ
と
い
た

A
が
す
っ
か
り
生
気
を

.

E

が
出
来
な
か
っ
た
と
自
覚
で
失
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

m

-
き
る
頃
に
は
そ
の
ヒ
ト
は
臨
時

「う
ん
。
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ

・

人
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
ア
と
金
〈
同
じ
だ
よ
。
以
前

園

こ
と
が
多
い
。

パ
ー
ツ
を
十
ヶ
く
っ
つ
け
た

圃

鎌
閉
慈
が
ト
ヨ
タ
に
い
た
ら
よ
か
っ
た
と
こ
ろ
で
二
十

圃

六
ヶ
月
だ
け
の
附
に
も
労
働
ケ
パ
|
ツ
を
つ
け
る
よ
う
に

圃

強
化
は
驚
く
ほ
ど
の
早
き
で
な
れ
ば
労
働
者
が
息
も
絶
え

司

す
す
め
ら
れ
て
い
る
。
絶
え
に
な
る
ん
だ
ろ
う
。

圃

|
|
こ
の
半
年
間
に
勤
務
形
学
絞
ら
パ
|
ツ
の
数
が
増

・

態
は
三
回
変
え
ら
れ
て
い
る
h

や
さ
れ
る
ば
っ
か
リ
だ
よ
。

-

八
月
ま
で
は
H
g
勤
。
九

月

か

そ
う
、
パ
|
ツ
を
増
や
し
て

圃

ら
十
二
月
ま
で
は
迷
統
ニ
交

ベ

ル

ト

コ
ン
ベ
ア
の
ス
ピ
1

1
1
1

符
制
、
そ
し
て

一
月
か
ら
長
ド
を
早
く
す
れ
ば
、
イ
デ
オ

校
二
交
替
制
。
そ
れ
も
労
働
ロ
の
こ
と
主
ど
考
、
え
る
暇
も

者
に
な
ん
の
相
談
も
な
く
。

な
く
れ
ゆ
っ
て
し
ま
う
し
ね
。

た
だ

二
方
的
に
地
加
す
る
生
教
材
研
究
な
ん
て
し
な
い

態
台
数
を
、州
同
化
す
る
た
め
に
よ
う
に
し
な
い
よ
う
に
な
ん

人
員
を
榊
や
さ
ず
、
労
働
時
じ
ゃ
な
い
」

附
(
残
業
)
の
延
長
だ
け
で

『そ
ら
、
そ
の
朝
日
の
タ

切
り
抜
け
て
い
る
l
|

刊

(

九

月

十

九

自

)
に
出
て

一
円
二
十
凶
時
間
を
残
業
い
る
校
長
の
話
。
そ
ん
な
馬

を
入
れ
て
十
二
時
間
ず
つ
の
鹿
な
奴
ば
か
リ
の
さ
ば

っ
て

ニ
交
替
制
、
常
識
で
は
一
日
く
る
ん
だ
よ
。
何
が
校
長
は

二
十
四
時
間
フ
ル
に
稼
動
す
先
生
の
先
生
な
ん
だ
よ
。
イ

る
の
で
あ
れ
ば
八
時
間
ず
つ
ギ
リ
ス
な
ん
か
で
は
、
校
一長

の
三
交
替
に
な
る
と
す
る
よ
は
先
生
の
小
使
だ
か
ら
学
校

う
だ
が
ト
ヨ
タ
で
は
そ
う
で
が
生
き
生
き
し
て
る
ん
だ
よ
。

は

な

い

。

ト

ヨ

タ

の

工
長
と
そ
っ
く
り

『自
動
半
絶
望
工
場
恥
を
の
教
師
も
多
く
な
っ
て
き
た

み
て
い
る
と
『
女
工
哀
史
』
よ
。
自
分
が
し
た
く
な
い
仕

は
膝
史
の
本
に
入
っ
た
過
去
市
中
を
(
自
分
が
や
れ
ば
病
気

の
出
来
事
に
な
っ
て
し
ま
つ
に
な
る
)
増
や
し
て
他
人
に

た
の
で
は
な
く
述
総
と
し
て
お
し
つ
け
る
。
意
味
が
な
い

現
に
今
の
問
題
と
し
て
生
き
仕
相
を
ね
。
で
結
櫛
そ
ん
な

続
け
て
い
る
こ
と
が
分
り
す
奴
を
若
い
教
仰
は
エ
ラ
イ
と

ぎ
る
ほ
ど
分
る
。

お
も
っ
て
み
て
い
た
り
し
て

な
ど
と
お
も
い
な
が
ら
、

ね」

喫
茶
底
で
教
師
を
し
て
い
る

、、
、む

〆@
、与 噂

@ 

ol". 

ミ

ハ
リ
ヘ
ム

る
資
本
の
支
配
の
新
た
な
籍

条
件
を
生
産
す
る
」
こ
と
を

指
摘
し
て
い
る
。
7

ニ
ュ
フ

ア
ク
チ
ュ
ア
に
よ
っ

て
分
解

さ
れ
、
狐
立
化
さ
れ
、
自
立

化
さ
れ
た
務
労
働
は
、
迷
続

性
、

一
様
性
、
規
則
正
し
き
、

秋
昨
庁
、
労
働
強
度
な
ど
で
、

そ
れ
ま
で
の
労
働
を

一
変
さ

せ
た
。
や
が
て
そ
れ
は
、
「細

目
作
業
へ

の
労
働
者
の
生
涯

的
合
体
、
お
よ
び
、
資
本
の

も
と
へ
の
部
分
労
働
者
の
無

条
件
的
隷
属
」
を
完
成
さ
せ

る
。
あ
と
は
、

「労
働
対
象

が
附
じ
空
間
を
よ
り
短
時
間

に
通
過
す
る
」
+
刀
法
が
考
、え

ら
れ
れ
ば
い
い
の
で
あ

る

|

l

(鎌
回
慾
}

ト
ヨ
タ
で
は
人
の
動
き
も

ロ
ボ
ッ
ト
な
み
に
細
分
化
さ

れ、

ニ
歩
で
歩
く
べ
き
と
こ

ろ
を
三
歩
で
歩
け
ば
、
そ
の

時
そ
の
労
働
者
の
動
き
は
ベ

ル
ト
コ
ン
ベ
ア
の
動
き
に
遅

れ
を
と
る
。
お
足
か
ら
歩
き

は
じ
め
る
よ
う
に
品
制
定
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
友
足
か
ら

歩
き
は
じ
め
る
と
ベ
ル
ト
コ

• • 

措置宮纂須干81.措国笥鴫H!莱走J守司
1-1-2前畠ヒル念似詑')!160120 

DATAEAST INC SA~TAClARA C'A 9匁50υSA

本 誼干 1旧東京都l~孟Z上f.. l 31 12ピースr.:'i3¥03!j.9l 41;1 
研 究 所干 1日 寅空耳杉ヱZ夜'"主~! 10テータ〆ース?とJ>t!国l日I544 
名古里宮実崩 干!64畠苔 1"手唖喜田卓 re 2m ，O;Z'i6l SZ?e 
射幸忍デコ ，乱哩干脳九梶田xf!.~=-~-ニ7喜n15n 011 ;52 Z~Iy' 踏ま会社

昭和59年 1月17日(火)出発

昭和59年1月24日(火)帰国
の8日間

フランスのAM君主界を祝祭し、

そのあとはフランクフルトで閥

(li!される IMA:Yヲーを重点的

に机察します。

・旅行費用………￥300.000

' E 
アミューズメント通信社電話06-314-0309附)!
東京観光航空株式会社干101東京都千代聞区内神間ト7・4・
{運輸陣笠 鮫炉 iTi昔話03-295-4111 (代) I 
大 録一 145号) 一般旅行業務取扱主任者側忠彦 E 

.園田 ・回・ ・・・ ・・・ ・・圃・・・

-
E

・E
・-E
E

・E
・-E
E

・E
・E
・-

• 哩

-Jy ストロワラフトに鱗(PTL.!Iリース第2弾

リズ&事組れほ
もっとイキイキf

何
y v 、 戸、
... 可、 F、レ〆 「、』

伽，α
欧州アミューズメント業界視察団

|ビジネスコースI

申込締切.昭和58年11月30日(水)

定 員 25名 (定員に途し次第締切とします)

なお、詳しいカタログの請求やお問い合せは下記まで

-・圃-ー--

昭和59年 1月15日(El)出発

昭和59年1月24日(火)帰国

の10日間

フラン クフJレトでの IMAショ

ーの視察のほか、災関 ・スペイ

ン フランスを回り、市内AM

業界を視察します。

・旅行費用 ー ー￥375，000

後

住竺三弓一一ス|

••••••••••••• • 
l ~onaml@ 1 

• 

--圃・--

撮

企画・主催

-

•••••••••••••••••••• 

• 

謹

l:t=. 
E司

平
素
は
格
別
の
お
引
立
て
を
賜
町
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
た
び
第
引
回
A

M
シ
ョ
l
に
お
い
て
弊
栓
が
発
表
い
た
し

ま
し
た
ビ
デ
オ
ゲ
l
ム
機

『
ハ
イ
パ

ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
は、

当
社
独
自
の
研
究
開
発
に
よ
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
製
品
で
あ
り
ま
す
。

従
っ
て
、

-甲
の
機
械
を
無
断
で
模
倣
ま
た
は
、-
-
れ
に
類
似
す
る

商
品
の
製
造

・
販
売

・
広
告
・
輸
出
お
よ
び
機
械
を
使
用
し
て

営
業
す
る
行
為
は
、

工
業
所
有
縫
法
、

不
正
競
争
防
止
法
、
著

作
権
法
等
に
抵
触
し
当
社
の
諸
徳
利
を
著
し
く
侵
す
こ
と
に
な

り
ま
す
、
ま
た
従
来
の
模
倣
行
為
と
違
い
、
各
国
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
委
員
会
と
の
紛
争
等
国
際
的
な
問
題
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
行
為
の
な
い
よ
う
充
分
な
ご
配
慮

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
万
一
、
違
反
行
為
が
あ
っ
た
場
合
、

当
社
は
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
講
じ
、
断
固
た
る
態
度
で
隙
む
所
存

で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
ニ
こ
に
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

昭
和
田
年
叩
月

コ四ジヤス.リ7'14品、スピード.スリ品、包'7f/-.フレ
‘'11f/三、ビュー予イヲ品、金書Sまと46τ衝撃の宇ビューE
美レい爾の海を舞台に繰り広げられるシミュレーションタイプの水1:

スキーゲーム、トロピカルエンジェル。スラローム・岩・ジャンプ台

サメ・その他豊富怠ゲーム内容。とりわけキュー トで、ちょっぴりセ

クシ-fej:マリンガールの張快なジャンフ、リHースボタン操作での背
面走行尾正ど、本物水主スキー顔負けのトリックライティングガ楽しめ

ます。

コナミはオリンピ yク委員会よリ公式ライセンスを取得しτおります。

コ
ナ
ミ
株
式
会
社
仲

真

良

信

代
表
取
締
役

• 
• ， 

⑥19831REMCORP.ALLR1GHTS RESERVED 

TEL0723(33)5820(サービス部)

.本社/大阪府松原市西大嫁1丁目3番29号 TEL0723(32) 4751 (販売部)
3・29.NishiotsukaI-Chome‘Matsvbara. Osaka町 580
Phone 0723: 3315451 Tel.x63074 IREM 

.東京販売/東京都千代田区猿楽町 1 5 1 TEL03(295)5951 (代表)
(笠島屋本底ピル5'昔)

・松原センター/大阪府松原市西大塚 1丁目5-16 

アイレム稼式会社
IREM CORPORATIO随

①バイオリズムカーブ

①体調②恋愛③運転④セックス⑤旅行

⑥デート⑦勉強⑧仕事⑨パチンコ⑬麻雀

①友達②恋愛③夫婦

4人E参断

相佐官診断
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「あらゆる電予トツからキャビネソトまで、 11 

第三般郵便物認可

返却

81O-E 

| 従来のメカ式タイプのセレクタ-

810・ES ￥100 

810・E ￥500 

810-EC US254 

810鴫 EF その他コイン

810-Eシリーズ

730-AjB 
(￥肌叩 5e)
他各種メタル舟

理
コのス

均
〆

ン
川町
ヨ
伝

わ
J

ι町
一
九

圃

タ
』

l
u

圃

-

致

ケ
M
ト

司
4

か

数

I
ず

枚
必

作

720・A/B
(￥ 100、￥50)

ゲームマシン、、，，-
m《
U(
 

i!II酒煎売し、!l'"Ia.、購入使用し疋習に苅して1;、

主犯出醐巴係る尭拐事実1:1出願公告さきn~膿tこ量
に串づぐ柑慣量モ~;苦し、 Zま庖法広畢ヲ吉使筒を
差し庄められることに，，'<1り夢宅TOで1]1]るコピ

-&lの旬入使用を"'cらぬよう竃缶恕し3:'1.
抱禍7軍7月

貫

時t'J'がl主τ。
_y_~括主思

~\/ヲヲ-~

官~~<\\~悦苦手のメ11式ヲベ'7<:-v 

スパンスプリング

民)

， 

第 223号1983年11月1日

メカ+

信頼と技術のふれあい

.:.平総は本社また

は、営業所宛に

カタログ奇ご錆

求下きい.

本社・本社営業部車京都港区南膏山2・24・15青山タワーピル2F干107tr03(401)6181 

営業所/東京都台東区 電 泉 3- 7 - 3 〒110~03( 876 ) 3405 

a 代現取蹄俊安

謹 告
白瞳障害i塁昭島を鎚費嵐鰍コり純にあり1:1とうござ
いま'1.常手官レヲタ-810・Ela、主陣および昌
83の機構じっき、時前、実尽き持輩、鰻富有面を申闘
して事り、をの-831;、践に聾鰻およU公明書n、
工鋼所向。置にぶつて保樋さnて語りまミ1.
これと伺じ蝿置のコピーSを正当8暗示」ら毛主し巴

MAX. 

一一

金ヒ
Eヨ

つきましでは、これらの行為のないよう充分にご‘注意賜わり業界

の秩序維持、健全な発展のために皆様のご協カをお願い申しよげ、

ます。

株式会社

株式会社

昭和58年10月

日 本企 画

工スヱヌケイヱレクトロニクス

川崎 吉英

新

代表取締役

マ申請中

謹
平素I主格別の御引立を賜わり摩く御礼申し上げます。

さで、この度、弊社が党表数しましたピテeオゲーム機rACWアクウ」

lま弊社が独自に開発製品化したオリジナル製品 であります。

従って、この機械を無断ても模倣またはこれに類似する商品'として

製造、改造、販売、輸出する等の行為をすること及びこれらの機

械を使用して営業することは著作権法、工業所有権諸法、不正競

争防止法等に抵触し弊社の正当な権利を侵害することになります。

Z 

• 

• を

4デラックスミニ
アッフライト

， ， ， 
ー.・.・.・.~，'・.ノ.・」・，す

ミニアッフライト企

971υP 

26インチテーブルタイプ砂

"'18インチテーブルタイプ

本 社大阪市淀川区東三回6丁目1番暗号 〒532宮 (06)396-1621<<tl 

東 京支 庖東京都台東区浅草橋5-4-4ジュエJ"秋繋僚 〒111宮 (03)紛争617S(的
婦 問 営 業 所 繍岡市f曹長区t署長駅東3丁目3-1 611 1 ;膏ビル304~号〒812 C(092)47ト8612-3

東大阪営難所東大阪市吉回7-2-おかワイトシャ ト-1館宇578C (0729) 65二0533

3043 Kashiwa SI'曲 tTorra∞e. (泊lif四nia90505 PhOC1e.(213 )539・2744
主主新日本企画
SNK ELECTRONICS CORP_ 

• • 
ネ土 大阪市東区内本町 t丁目特番地〒担。
TEL(06)946-0 18 1-3 市政柏市9ν'"SC J 

本
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-ノ日
園
日

ワ
幽
日
圃
日

午
F
h
回
四
国

エキサイチインクで了~ne句

es 
.テーブル型新製品

包

rne 

.テーブル型TVゲーム機(TABLEVIDEOS) 

勝 明タ 1
TYPE) 

評価
(RAT1NG) 

V1DEOS -TABLE (NEW 

機種名(メーカー名)
MODEL (MANUFACTURER) 

評価
(RAT1NG) 

機種名(メーカー名)
MODEL (MANUFACTURER) 

熱い興奮、
エクセリオン(ジャ レコ)

Exerion (Jaleco) .. ・・・ー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ . . . . . .・. . . . . . . .9 . 00 

1人でも2人でも
100 

田園田哲rzzづき二|
• スローイン怠どの
警EE?号シw ベースボールに緯く第2弾H

埼玉県上尾市愛宕卜16-9

0487-75，-2412 

一一董翻をパック。

.時代性をとらえた患のながーいヒットする

クイズマシン。

・設置場所{底)は、ヤングの

集まる場所ならどこでもOK .~

・ワープロ使用の鮮明画像で出題。

.テストロケ及fOの体操Jて・高いインカム実証済。

.新プログラムを順次用意。・9も形守量幅:455X高さ1.31事x5制酬(キψスヲー帽}

豆
奴めと守りガでき

てこそサッカーの

護側昧を昧わうこ

とガできる。

(セカザ社)

…"8.00 
ア yプン ・ダウン

Upn Down (Sega) 

女子バレーポール(タイ トー)

Big Spikers (Taito) .............................................8.00 

• ‘ 
エキサイティングサッカー (アルファ電子)

Exciting Soccer (Alpha) ー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ー・・・・7.00

スーパー ダブルステニス (デー タイ ースト)

Super Doubles Tennis (Data East)・・・・・・・・.. . . . . . . ・ .. .一・・7.00

スティンガー (セイブ電子/シグマ)

Stinger (Seibu/Sigma) .............. …・ぃ・・・・・・・・・・・・・ . ....6.40 

エレベー ター・ アクション(タイトー)

Elevator Action (Taito)・・・・・ ・・・・・・・e ・・ ・・・・・・・・・・・・・・6.27

セ・ビウス (ナムコ )

Xevious (Namco)・・・・・・・・・‘・ ・・ ・・・・・e ・・・・・・・・・・ 0・・・・・6.042 

(ユニバーサル)

.......6.00 
ミスタードヴ対ユニコーン

Mr. Do・sCastle (Universal) 3 

チャンピオン ・ベースボールノマート II(アルファ電子)
Cahmpion Basebal1 Partn (Alpha)・・・・・ ・・・・・・・・ 0・・・・・・・・ "5.88 4 

6 

チャンピオン ・ベースボール (アルファ電子ゾセカP社)

Champion Basebal1 (Alpha/Sega) ....，....，.................5.76 

?リオブラザー ズ (任天堂)

Mario Bros. (Nintendo) ー.. . . . . . . . . . . . . . . . . .. . . . . .・-…......5.55

5 

6 

置アップライト、コックピット型TVゲーム機
(UPR1GHT I COCKPIT V1DEOS) 

ギャラカ (ナムコ )
Galaga (Namco) ..................，....，...........・............5.15

ジャントツ(サンリツ)

Jantotsu伶 (Sanritsu) .. ー・・・・ 0・・・・・・・・ ・.• . . . . • . . . . …ぃ・ ー・・5.14

7 

8 

干362

TEL 子株式会社7JD~7jZ1 

ヲロ使用の占い機
初童相f.q

・心理テストを加えた神秘の占い/

.プレイヤーがモニターの画像に対応、する

参菌性の;1;1.、先進タイプ/

・ワードプロセッサーの読みやすい
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スターウォ ー ズ(アタリ)

Star Wars (Atari).... ・・・・ー・ー・・・・・・・・・・ 0・・・・・・・・・ ・・・・ ・・・・7.25

ウルトラクイズ(タイトー)

Ultra Ouiz (Tailo)・・・・・・・・・・・・ ・ ・…・…-…・ー・・・・・・・・・・・・・・・7.00

幻魔大ii現 (データイ ース ト)
Bega's Banle (Data East) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・......6.50

;ttールポジション (ナムコ )

Pole Position (Namco) ....・・・・・・ 0・・・・0・・・・・・・・ぃ ・・一"6.42 

アストロンベルト(セガ社)
Astron Belt (Sega) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ， . . . . . . .・......6.00

4 

5 

ジソビーレース(アイレム)

Zippy Race (Irem) ・e ・・・・・ 0・・・・・・・・・・・・・・-・-・.. . ・e・5.05

T.T.7ージャ ン (タイ トー)
T. T. Mahjong‘(Taito)，....，..............…..................5.00 

プロサッカー (データイースト)
PrO Soccer (Data East) ・・・ー. . . • . . . . . . . . . . . . . • . . . . • . • . . . . . . 4 . 70 

花札 (セタ企画)
Hanafuda‘(Seta) ・・・ ・・・・・ーー.. . . . .・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5.00 

サターン(ジャレコ/ザイレック)

Saturn (Jaleco/Zilec) .. ーー・・・ 0・・・・ 0・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・"'5.00 

9 

10 

13 

10 

10 

幻君主タロ ッ ト (データイース ト)

Genma Tarot (Data East)..............，....，..・..............5.666 
ノ〈ーディーキング2 (タイ トー)
Birdie King 2 (TailO) ・・・ー ・・・0・・・・・・・・・・・・・・・. . . . .・ー...・'4，6614 

• • 
E員の体操(ユニエンター)
Atama No Taisou (Unienter) ・・・.. . . . . … ...............，....4.69 

ズーム 909(セガ社)
Zoom 909 (Sega) ・・ ・・・ー・ー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・ー・4.55

(FLlPPERS) 
。
ツハー.フリ

性格から金運、仕事、相性、恋愛

の運勢を、生年月日と心理テスト

により数命分析し、

驚異の的中率で占いますL

ローヤルフラッシュoX (コ・ットリープ)
Royal Flash DX (Gonlieb) ・・・ ・・・ ・・-ーー・・・・・・・・・・・・・ ・6.80 

アマソ'ンハン ト(ゴット リーブ)

Amazon Hunt (Gonlieb) ーーー・・・ー・・・・・・・・・・・ . . . . .. . . . .. . . . . ，6. 50 

7 

8 

ヲ貨
安

l伝*-教室(新日本企阿)
Mahjong Kyositsu後 (SNK) ...・・・・・・・・・ ・・.. . … ..ー ・ー・・・4.60

バトル ・クルーザ一 M12 (シグマ )
Battle Cruiser M-1 2 (Sigma) .. ・・・・・・0・・・・・・・・・・・・・・・・'''4.57 

ト yプ ローラー(ジャレコ )

Top Rol1er (Jaleco) ...... ・.. .ー・ー・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・......4.53 

マ yピー(ナムコ)

Mappy (Namco) ・・・ー・・ー・・・・ 0・・・・・・・・・・・ . . . . … .. .ー ーー・ー・・4.46

15 

16 

17 

18 

ウォータースキー(タイトー)

W aler Ski (Taito).・・ 0・・・・ 0・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・e ・4.4419 

将飢 (アルワァ徒二n
Shougi後 (Alpha)・・・0・・・・・・・・・ ・・・・-ー・・・・・・・・・・・・・・・・・4.44 19 

エンブリオン (パリ ー )

Embryon (Gottlieb) .....一一......，............................5.333 @;京 (EI '*物産)
Jangou後 (NichibuISu)...... ーー.. . . . . • . . . . . . • . . . . ・・・・ ・'4.2721 
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-占いの判断資料になる心理テストの例題
スーパー オービット(コザット リープ)

Super Orbit (Gottlieb) .......... ーーーー・・・・・・・・・・・・・・・・ .......5.00 

スピリ γ ト(コ。ッ トリーブ)

Spirit (Gottlieb) ・・・・・・・・ ・・・・・・リ ーベ・・・・・一，............4.33

4 

5 

ペンゴ(セyゲキ1)
Pengo (Sega) ....... ー・・・・・・・・・・・・・・・. . . . . . . . . ・・・・・・・・・・・'4.25

1とあわせ(セ夕食刷)
Hana Awase僑 (Seta) .... ・・・・・・ 0・・・・・・・・・・・・..…..…・・・・4.25

22 

22 

の4ジャンル。
・全問正解者には{ものしり博

士号認定証〉を授与。

" 

.ウープロ夜宵雪月必明晋像で出題。

.コンピューター音声でゲームを進行。

.テレビのクイズ番組人気がそのまま、

このマシンに反映。

・外形す量幅 470x

.sヰ陪寸渥
帽 。自国幅

高事。l.830m
奥行:570冊
〈キャスヲー付)

• • 

スタージャッカー (セガセ1:) 
Star Jacker (Sega) ・.. . . . . . . . . • . • . . . . . . . . .・-・・・・・0・・・・・・ 0・・4.00

パ ック&ノりレ (ナムコ )

Pac & Pal (Namco) .....................…. . ..…..........，..4.00 

調査aヶ-'/3ンの設置機嫌を売上げと人気麿か勺見1:ヲランク付けで、告オベレーターの判断
によるデータ を集計、その平岡償令示したもの. 数字の串味(~(0 ニれ以上町い爆尭的な人質
と売上げ、9 すばらしい人気と売上げ.8 : ;1:変いい人気と売上げ、7 いい人気と売上げ‘
6 : !あいい人気と売上げ、5・平均的なもの.4 平均以下{以下省略}

鍋査ご協力后(順不同}

ル十パ-7(東京 ・童話宿)、ロサ・ゲームラン ド(東京 ・池袋).ジョイプラザ21(京都・新京極).タ
イトースベンヤル(大阪 ー梅田)=~柿タイトー; ジ.，..， 7 &ベティ {東京 神間)、UF' 0 (東京 ・混
在}、セガセンFー・ニニ.-光(大阪 ・心弱f品).モJ テカルロ {京都・北区)=鰍セが・エンタープラ
イゼス， ゲームスペース ミライヤ{東京 ・部悶)、ずレインティキャロ y ト新宿1苫{東京 ・新宿)、
ピγグキャロ νト新織庖 (東京 ・紛織)、なんばシティビッグキ々 ロ yト{大阪。費量波)=側ナムコ 2
ゲームヲァン P ジ 7 . ~ グマ (東京 渋谷}、ゲームファンタジ7 イズミ(東京・新宿)、ゲームファ
ンタジア ・スーパー11(東京 。池袋)=~悌ングマ. アメニティパ-7・'Jノ梅回1苫{大阪 梅悶)、ア
メニティバ-7・'Jノ千日前1苫{大阪・千日前)=側アポロ 。 カーニパルプラザ(東京 ・新宿)=側エ
スコ貿易， ワールドゲーム ーミリ(東京 新宿)=側東京キャピ才一ト; ゲームプラザシルピア(東
京・2時耐)=(榊東京?ルサン sプレイランド(東京 ・浦田)=鮒プレイランド; 名鉄レジャック(名
古躍 ・駅前)=仰水野商会; ピデ才イン ・者べ.....スル (小企 ・駅前)=絢餌11B尚会.

* The Trad巾onalJapanease Games 

24 

24 

評価

(RATING) 
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-実娠のルーJIIに基づい芝、本格的6人湖バレーボール
ゲ-t_，で、 H五合ごとに世界各国のチームと苅銭.
ザーブ、レシーブ、トス、戸タック、時間差腹撃と、

あらゆるテフ=ッフを駆使して世界の強豪チームを相

手にどこまでE曹を進めるか/ 繁皐い判断とコンビネ

ーションプレイでポイント・戸ツプH

1 1 

・..111年B本テレビで般観されている、人聞の知刀の限界
をIl曹超穴也、1';氏リ力機断つルトラクイズより問題

を厳滋してコンビコーターにフロクラふされて忍りま

曹.

1ステッブ't'5聞出題され、そのうちの4筒E解曹る
と次のステッフに溜め、 15ステッブω間正商事菅ると、
附NGOF QUIZに腸定され宮曹.
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3コミューズメント・マシンの裂選・販売・賃貸・続出入/屋内外レジャー施設の企画・彼針.!tti工・運営サービス/ボウリング関連機器の販売・サービス
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21st AM  Show Of Tokyo Held 

Heral ng The Age Of Video Disk 

• 

On September 28 -29， the 21s1 
Amusemenl Machine Show was held 
under co.sponsorship of the Japan 
Amusemenl Machinery Association 
(JAMMA) and the Japan Amωemenl 
Park Equipl11enl Association (JAPEA)， 
at thc Tokyo Ryutsu Center (TRC)， 
l-lciwajima， Tokyo. Although lhe lerl11 
was shorler by onc day than in lhe 
preceding years， and the typhoon 
brollght about heavy rain， the show 
was a success as in the preceding ye剖S
Allhollgh lhe number of visitors from 
abroad seems to have been smaller 
than in the prcceding years， lhe lotal 
number of visilors remained at a little 
lower levcl than in the preceding year， 
suggeslmg吐lalthe amusemcnt busi-
ness as a whole is developing steadily. 
AI the prcsent司 incomefrom amuse-
ment machine operations in Japan 
conlinues on a sleady upward climb. 
The major reason of this upturn lies in 
the facl lhal unauthorized copies of 
video games and ilIegal operalions of 
gaming machines are being eliminaled， 
though notωmpletely. 
Commenting on the co・sponsorship
of JAMMA and JAPEA， Masaya 
Nakal11ura司 chairmanof JAMMA， and 
Saburo Yal11ada， chairman of JAPEA， 
said at lhe opening ceremony that 
"AM Show is basically over sponsored 
by manufacturers， and our co-sponsor-
ship demonslrates that two business-
coin.operaled amusemenl and amuse-
ment park -intcnd to make headway 
hand in hand with each other. Parting 
from lhe co-sponsorship， Nihon 
Amllsemenl-Machine Operator's Aシ
socialion (NAO) has a1ready held NAO 
Amusemenl Expo. independenlly on 
two different occasions. It is hoped 
lhat NAO expo will also develop 
stcadily， and we would like to lhank 
AO for substantial cooperation:' 
AI the prese川、 itis expected山al
nexl year's AM Show will be held al 
TRC as an exhibition hall as in this 
year， under co.sponsorship of J AMMA 
and JAPEA. 
Although lhere still are many un. 
authorized copies of video games being 
used by operators， no such copies were 
exhibit.ed at the current show. There 
was， howevcr， a cabinet similar to the 
original cabinel of a manufacturer， and 
this original manufacturer alleged lhal 
lhe similar cabinel might infringe upon 
the design righl. This was examined by 
copy prcventing committeemen， and 
although there was a doublt of copy-
ing， no further investigation was made. 
In lhe area of gaming machines 
whose operalions developed into a 
scrious social problem last year， there 
was even more strange confusion lhan 

Edilor: Masumi A kagi 

Publisher: Amu世mentPre時.Inc
9.16. Kamiyamaけ10.Kita-ku. 
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in last year. Thal is， a certail1 lypcs 
were admilled， while ot.her lypes were 
prohibited according 10 a Slrangc logic. 
SIOI machil1es werc OK 'd lhough they 
wcre prohibited last year， while video 
pokers， elc. werc prohibitcd Ihough 
they are desigl1cd to make stllall pay. 
oul. 11 is s3id lhat thcsc circumslanccs 
call1101 bc logically explaincd. In thc 
meanlime， gaming ll1achil1es for l11i. 
110rs wcre exhibited drawing much 
altenlion， lhough peoplc have bcen 
healedly arguil1g lheir opcralion pro 
and COI1 
Among thc game machines， video 
games using video disk drew most 
allention. Funai Eleclric Co.， Lld. of 
Osaka (president. Telsuryo Funai)， 
among othcrs. unveiled ils いInter
Slellar" at a booth of Oailo， one of 
Funai・s subsidiarie.. Using imagcs 
created by compuler graphics as ilS 
background、“InterSlellac" is a space 
war game fealuring 3D cffect logelher 
with stercophonic sound. Il will bc 
shipped on Oecember in domeSlic 
markel by FUl1al Corp. of Osaka， 
anOuler subsidiary of Funal. TailO ex-
hibitcd 3n latcst version of“Laser 
Grand Prix" (see “Gamc Machine" 
No. 219) lhat had already been 
lInveiled， and il1tends to place it 011 
lhe markel in lhc near fUlurc. Scga 
Enterprises Lld. of Tokyo ul1veilcd 
“Stal' Blazel'い il1 lhe ¥Vl.kc of ilS 
“ASlron Belt" ll1at is selling wcll 
Anolher spacc war gamc，“Star 
Blazer" can be uscd by opcrators 
who bought "Astl'on Belt'・onlyif 
they are supplicd a vidco disk for lhc 
new game by Sega. Incidenlally， all 
video games of Sega of Japan are to be 
prcferenlially manllfaclUred by Bally 
Midway Mfg. Co. of UふA.in the 
North American markcl (U.S.A. and 
Canada) (See "Garne Machine" No 
222). Oata Easl Corp. of Tokyo has 
already placed "Genma Taisen" and 
“Genma Tarot" on U1C domeslic mar-
kel. AI the currenl sho¥V Dala East 
exhibiled "Bega's Ballle'" elc. intend. 
ed for overseas markels. Addilionally. 
Sun Electronics Corp. of Aichi un. 
veiled "Cube Quest"， a new game 
developed by Simulrek lnc. of U.S.A.， 
(presideI11， Noah Anglin). This exhibi. 
lion was only for reference， since Sun 
Electronics and Simulrck have nOl an 
official tic.up agl'cemenl. This game， 
however， is worlh at lenlion since it 
has a 3D effecl by which players can 
feel as if they l1rc being swallowed up 
inlo lhe backgrollnd. In addilion to 
these video disk games， exhibitcd at 
the current show， there will bc other 
new games. Universal Co.， Ltd. of 
Tokyo informed bcforchand lhat it 
will unvcil a video disk game in March 
nexl year. 11 is also said Ihal Nintcndo 
and Namco are procccding wilh R & 0 
of video disk games. 
Aparl from video games using vidco 
disk，“TX・1"drc¥V allenlion. An out-
come of R & 0 of Tazmi Eleclronics 

Lld. of Nara (preSidenl， Yoshihiro 
Tatsumi)，“TX.l" features conlinuous 
images appearing on three CRT dis-
plays lhat are put side by side. At the 
cnd of August when il was put 10 
10ωlion test in Osaka and Kyoto， il 
already drew attention. Thereafler， il 
has been improved before the currenl 
show. In Japan，“TX.l" will be put on 

英文版幾界ニュース

the markel in Novcmber. Namco's 
"Polc Posilion 11" was lhe only one 
cockpit type excepl for the above. 
menlioned. Among lhe uprighl， and 
lable types were: Jaleco、-‘Exerion"，
Konami's“Hypcr Olympic"， Ninten. 
do's "Oonkey Kong 3ぺScga's“Upn
Oownぺ Sigrna/Seibu Electronics' 
“Stingcr". SNK's “ACW"， Taito's 
“Big Spikcrsぺctc.Generally speak-
ing， orlhodox video games Lhat 
have nOI been significanlly improved 
technically are doomed 10 sevcre com. 
petition. Many of these games will also 
be exhibiled al the AMOA Show 10 be 
hcld川 NcwOrlcans， U.S.A.， October 
28・30，blll nO onc knows the cxtcnt 
10 whkh they draw all.cntion 

JAMMA And AGMA Set Up 

Joint Committee To Eliminate 
， 

Video Game Copying 
On September 27 thc 3rd Jntcrna. 
lional Conference of Video Manufac. 
turers was held al the HOlel Okura， 
Tokyo， and adopted a joint statement 
Ihat internalional cooperation be 
slrengthened 10 rule out unauthorized 
copiers. Additionally， they decided to 
set up a joint cOJ11mittee to serve as a 
concrete liaison office. The firsl meel. 
ing of the joint committee will be held 
011 lhe occasion of AMOA Expo. 10 
bc held in Oct.ober in New Orleans. 
The current con[erence was jointly 
hcld by JAMMA， Japan， and Amllse. 
mcnt Game Manufaclurers Association 
(AGMA)， U.S.A.， attended by Namco， 
Tailo， Dala EaSl， Sega， Konami and 
Nintcndo from Japan， and Alari， 
Bally Midway，かIylslarand Slern 
from the U .S. As observers， Ruffer & 
Deith from lhe U.K.， and ENV [rom 
WeSl Germany also allended iL 
Thus， a total of 12 companies attend. 

ed lhe 3rd confercnce. The confercnce 
slarted wilh lhe opening addresscs of 
Masaya Nakamura， chairman of 
JAMMA， and Joseph Robbins， chair. 
man of AGMA， followed by reporls by 
lhosc participants. After the subse. 
quent discussions. the joil1l Slalel11el11 
was adoptcd. At the confcrcnce， il was 
poinled Oul unauthorized copies from 
Japan are appearing 011 overseas mar. 
kelS (incl. No山 America and 
Europc)， and it was slressed that by 
locating lhcir routcs thc copiers I11USl 
be pul il1 priSOI1. 111 vicw of these 
ClrClll11staωes， the joint commitlee 
was scl lIP by bOlh associations， in 
order 10 rule oullhosc copiers. 
On Scptcmber 30 i 1 was dccided 
that Namco， Tailo and another dircc. 
lor of JAMMA will 3ttcnd lhe firsl 
meeling of lhe joinl cOl11l1littee 10 be 
held jointly by JAMMA and 
AGMA. 
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